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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　こんにちは、矢野俊策やの・しゆんさくです。

　この本を手に取っていただき、ありがとうございます。初めての方は、どうかこれからよろしくお願いいたします。




　この本は『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズの第四巻、シリーズの最終巻となります。前巻までのストーリーを知らない方にも楽しんでいただけるような形にはなっていますが、既刊である一～三巻を読んでから本書をお読みいただく方が面白さが数倍になります。お手に取っていただければ幸いです。




　次に、本書から読み始める方のために少し解説を。

　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれるひとりの進行役を中心にして、数人のプレイヤーが各々ひとりのキャラクターを操り、会話とちょっとしたルールを元に架空の世界を冒険する、というゲームです。コンピューターを使わないオンライン・ネットワークゲームやＴＶゲームと言えば、イメージがつかめるでしょうか。




　そして、『ＤＸ２』はそのＴＲＰＧの一作品です。

　舞台は現代日本。とあるウィルスにより超常の力を手に入れてしまったキャラクターたちが葛藤し、日常を取り戻すために戦う。───そんなゲームです。




　リプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形として書き起こしたものです。実際に遊んだ結果や、その時の雰囲気などがわかりやすく、面白く説明されています。もし、このリプレイを読んで、楽しそうだなと思ったら是非直接ゲームを体験してみてください。ＴＲＰＧ『ＤＸ２』の持つ最大限の魅力をあなた自身が味わえることでしょう。




　さあ、それでは本文の方をお楽しみください。

　日常からほんの少しだけ離れた世界が、『ＤＸ２』の世界があなたを待っています。











前巻のあらすじ






　ＵＧチルドレン、高崎隼人たかさき・はやとと玉野椿たまの・つばきはＵＧＮ日本支部長・霧谷雄吾きりたに・ゆうごの命令で、同じチルドレンである柏木伊織かしわぎ・いおりと共に梶かじ浦うら市にある鷲わし見み学園へと向かう。そこはＦＨフアルスハーツチルドレンの養成所となっているために、実態を探れという命令だ。

　一方、ＦＨ側もエージェント、春日怜央かすが・れおを鷲わし見み学園に向かわせていた。ＦＨチルドレン辰たつ巳狛江み・こまえを育成している研究員、緒方昭良おがた・あきらが指令を無視して暴走しているためこれを処理しろというのだ。

　隼人、椿は緒方の暴走を察知。狛江と衝突しながらも、緒方を倒すことに成功する。だが、その緒方のデータを持ち出した人物がいた。……伊織である。彼女はＦＨと内通し、データを持ち出すために動いていたのだ。

　裏切りに動揺する隼人たち。追い打ちをかけるように真神修夜まがみ・しゆうやという人物が隼人を追いつめる。隼人は十年前に仲間を殺した実験体〝ダインスレイフ〟だというのだ。

　真神の言うことは真実だった。死んだ仲間のために隼人を殺そうとする真神。だが、隼人は償いのために生きることを約束し、真神を倒すのであった。











































Ego Ideal【エゴ　アイディール】

　　１：理想とする自分

　　２：自己の理想化、良心











PREPLAY






昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、世界はすでに変へん貌ぼうしていた───。




　───最さい終しゆう巻かんである。

　ＧＭであり、著ちよ者しやである私の予想以上に広がったこの「ダブルクロス・リプレイ・オリジン」という物語もついにこの巻で最終回を迎むかえる。




　さて、では最終回に必要なものはなんだろうか？

　頭をひねり、助言を受け、いろいろ検けん討とうしていった結果、ふたつの答えが導みちびかれた。

　ひとつはテーマ性。……これについては第三巻からネタを振ふってある。問題はない。

　もうひとつは今までの物語を活いかすこと。せっかくここまで積んできたストーリーがあるのだから、それを使わない手はない。

　もともと考えていたストーリーラインに、出てきた答えを合わせ煮に詰つめていく。

　そうして、私はプレイ当日を迎えた───。




矢野（以下：ＧＭ）：では、これから『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』第四巻のセッションを始めます。……よろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いしまーす！




　ＧＭである私の前には、今回五人のプレイヤーが座すわっている。まずは彼らを紹しよう介かいしよう。




▼大畑顕おおはた・あきら（以下：大畑）───キャラクター：高崎隼人たかさき・はやと

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の社員のひとり。主にデータ系けいをメインとしたゲームデザインを担たん当とうする。

　負けプレイが大好きなところからはじまり、今では立りつ派ぱな主人公を務つとめるプレイヤー。高崎隼人は彼のおかげでなんともよいキャラクターになったと、しみじみ思う。




▼しのとうこ（以下：しの）───キャラクター：玉野椿たまの・つばき

『ＤＸ２』のメインイラストレーター。この人のイラスト無しにダブルクロスは語れない。

　安定したロールプレイもさることながら、データに対する知ち識しきの深さもあなどれない。

　オリジンシリーズは椿というキャラクターがいなければ、ここまで大きくなることはなかっただろうとこれまた思う。




▼田中天たなか・たかし（以下：天）───キャラクター：群墨応理むらずみ・おうり

　シナリオ、リプレイ、小説と幅広く活動するフリーライター。そのマフィアのボスのような貫かん禄ろくと、ヤクザの親分のように渋しぶい声で爆ばく笑しようもののセリフを生み出し続ける生物。なお、ＧＭである私とは中学時代からのつきあいである。

　今回のキャラは第一巻、『偽いつわりの仮か面めん』に登場した歳としを取らない少年、群墨応理である。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）───キャラクター：蓮はす見みイサム

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社のＤＴＰデザイナーのひとり。〝かわいそうな〟田中信二、を略りやくしてかわたなと呼よばれる。常つねに物語の全体を見み据すえ、ストーリー全体を盛もり上げるために行動できる、ものすごいプレイヤー。その能のう力りよくは前回も十分に発はつ揮きされた。

　今回のキャラは第二巻、『残ざん酷こくな人形』に登場したギター小こ僧ぞう、蓮見イサムである。




▼安達洋介あだち・ようすけ（以下：安達）───キャラクター：辰巳狛江たつみ・こまえ

『アリアンロッド』シリーズのエネミーデザイン、ゲーマーズフィールド誌しの『クィックスタート！』などで活かつ躍やく中ちゆうのイラストレーター。

　状じよう況きようを的てき確かくに見み抜ぬいてキャラクターを行動させるロールプレイと、とにかく楽しそうにゲームをする姿は、卓の全員をセッションに引き込む力を持つ。

　今回のキャラは第三巻、『破は滅めつの剣つるぎ』に登場したＦＨフアルスハーツチルドレン、辰巳狛江である。




大畑：あの～、ＧＭ。この面子メンツは……？

しの：もしかして前のキャラクター引き継つぎなんでしょうか？

ＧＭ：そうです。せっかく最終巻なので、一巻、二巻、三巻から代表でひとりずつ参加してもらうことにしたんですよ。

かわたな：キャンペーンっぽくていいよな～、こういうの。

天：うんうん。俺おれもまた登場できてうれしいですよ。

安達：……いや、でもひとつＧＭに聞きたいんですが。

ＧＭ：どしたの？

安達：なんで、応理、イサム、狛江とどうして各かく巻かんのバカな方しかいないんですか！（笑）

大畑：うお、自分で言った！（笑）

天：（胸むねを張はって）まあ否ひ定ていはしないけどな！（笑）

ＧＭ：理由はあるんだよ。例えば、一巻のヒカル支し部ぶ長ちようは設せつ定てい上じよう双ふた枝え市から出にくいとか。

しの：ああ、そういえばそうでしたね。

ＧＭ：でも、この面子でやりますよって富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆうさんに報ほう告こくしたら今の安達くんと同じようなこと言った（笑）。

大畑：やっぱりそう思うのか（笑）。

ＧＭ：「そんなぼんくらーずで大だい丈じよう夫ぶ？」って聞かれたよ（笑）。

天：ぼんくらーず！　俺たちをそんな名で呼ぶのか！　……なぁんてぴったりなんだ！（笑）




　ぴったりなのか。




かわたな：少しは否定しろよ！（笑）

天：だって俺たち、ＵＧＮとＦＨが誇ほこるバカ中のバカですよ？（笑）

安達：（ポーズを取って）俺たち、ぼんくらーず！（笑）

かわたな：そっちも！（笑）

ＧＭ：まあ、気に入ったみたいだからいいけど（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：今回は、すでに全員キャラクターがありますのでハンドアウトの公開と自じ己こ紹しよう介かいを両方同時にやっていきましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：ちなみに、天とかわたなさんはある程てい度どまで経けい験けん点てんの使用を認みとめていますので、成長の報ほう告こくもしてください。……では順番に自己紹介を。




▼ＰＣ①（高崎隼人）

大畑：は。高崎隼人でございます。過か去この因いん縁ねんを昇しよ華うかしつつ、まだまだ続く事じ件けんにうんざりしていたりする。

しの：またやる気ないの!?（笑）

大畑（以下：隼人）：いつもよりはあるけど、状況に慣なれて来ちゃってるからなあ。また無くなってるかも。

ＧＭ：前の事件から三ヶ月くらいたってるからね。

隼人：あ、ちなみに《疾しつ風ぷう剣けん》を２レベル取得しました。……椿もいるし、ダイスペナルティをちょっとでも多くすることにはきっと意味がある。

ＧＭ：ふっふっふ、その努力が実ればいいね。……ではハンドアウトを。




ロイス：楠森七緒くすもり・ななお　　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　前の事件から数ヶ月。キミはＵＧＮ日本支部長代理、藤崎弦一ふじさき・げんいちの指令により方ほう々ぼうのＵＧＮ支部を助けに回っていた。霧きり谷たにが倒たおれて以来、ＦＨが目に見えて活発に動いているのだ。

　そして今日も、次の指令が言い渡わたされる。だが、それはいつもと様子が違ちがっていた。

　北きた明あき市、次の任にん地ちであるそこにはあの楠森七緒がいるというのだ。

　守らなければならない。……もう顔を見せることはできないとしても。




隼人：七緒……、そんなヤツもいましたねえ。

ＧＭ：お前が言うな、お前が！（笑）




　ちなみに楠森七緒とは第一巻『偽りの仮面』に登場したヒロインである。

　隼人がチルドレンになる前からの知り合いであり、彼が死んだと思いこんでいた。

　そして隼人は今でも彼女にその正体を明かしていないのだ。




しの：でもなんで七緒ちゃんがこの市に？　双枝市に住んでるはずじゃ？

ＧＭ：今回のセッションは七月後半なんですよ。夏休みに親しん戚せきの家に来ているのです。

天：うお！　受験生のくせに余よ裕ゆうだなあ！

かわたな：あれじゃない？　推すい薦せんでも決まってるとかさ。

ＧＭ：いや、世の中推薦決まるのはもっと先ですよ。彼女は───ほら、要よう領りようがいいんです。

隼人：くっ……（微び妙みような顔になる）。

かわたな：待て！　なぜそんな顔をする！（笑）

隼人：（くわっと目をむき）人には……触ふれられたくない過去があるんですよ！（笑）




　あるらしい。




天：ちなみに霧谷はどうなってるの？　前に倒れたままだけど。

ＧＭ：まだ復ふつ帰きはしてないよ。現げん在ざい治ち療りよう中ちゆう。……完治するのはもう一、二ヶ月先。

天：なるほどね。




▼ＰＣ②（玉野椿）

ＧＭ：では、次にしのさん。

しの：あ、はい。……同じくＵＧＮチルドレンの玉野椿です。霧谷さんが倒れてからはたぶん必死で仕事をしていると思います。

ＧＭ：うわ、隼人とは大違いだ。

しの（以下：椿）：ほら、今の状況はある意味私が原げん因いんだと思ってますし。

隼人：……まあ、そうなんだけどなあ。

天：（椿のキャラクターシート見て）……うわ、強っ！

ＧＭ：どうした、突とつ然ぜん。

天：いや～……、椿強くなったなあ。なんか、びっしりエフェクトが書いてある。

ＧＭ：そりゃ、六回もセッションしてるからなあ。

天：強ぇ～……。しのさん、今回応理使いませんか？（笑）

椿：…………え？（笑）

ＧＭ：いきなり何言い出すんだ、お前はっ!?（笑）

天：だって！　強いんだよ、椿が！　俺だって使いたい！（笑）

ＧＭ：なんの理り屈くつにもなっとらんわ！（笑）

安達：あれ、今回椿の成長は無いんだっけ？

椿：無いです。……ほんとは《ジャイアントグロウス》を３レベルにしたいんですけどねー。あわよくば巨きよ大だい化かしたり。

一同：巨大化っ!?（笑）

椿：ほら、つばきーんぐ、とか言って。

一同：つばきんぐっ!?（笑）

かわたな：それは〝糸〟使いの椿から想像もできないぞ！（笑）

隼人：（笑いでのたうちながら）つ、つばきんぐ……（笑）。

椿：それはそれとして！　今日もクールにがんばりたいと思います！（笑）

安達：待って！　巨大化はクールじゃないよ！（笑）

ＧＭ：まったくその通りだ（笑）。とにもかくにもハンドアウトをー。




ロイス：綾渕宗二あやふち・そうじ　　ポジティブ：信しん頼らい／ネガティブ：劣れつ等とう感

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　キミも隼人と同じく、あちこちのＵＧＮ支し部ぶを渡わたり歩く生活をしている。そして任にん地ちとして訪おとずれた北明市で、キミは懐なつかしい顔を見た。

　綾渕宗二。ＵＧＮの研究者であり、キミがオーヴァードになったきっかけの実験に参加していた人物。そして、キミにとって最初の恩おん師しと呼よべる人物でもある。

　彼もまた、この北明市でＦＨと戦い続けているという。




椿：昔の恩師か～。

ＧＭ：わかりやすく言えば親代わりだと思ってください。……椿はＤロイスが実験体で、覚かく醒せいが素そ体たいなので、物心ついた時からＵＧＮの研究所にいたはずですし。

椿：あ、そういえばそうですね。

かわたな：でも、恩師多いよねえ。……何人目くらい？

椿：えーと、彩さい花かさんとヒカル支部長と霧谷さんと……。

ＧＭ：それだけいい大人に出会ったってことですよ。

天：そうそう。（自分の胸むねを叩たたいて）ボクも恩師、恩師。

椿：（あわてて目をそらす）。

天：……おい（笑）。




▼ＰＣ③（群墨応理）

ＧＭ：次は天。……とりあえず、キャラクター紹介をせい。

天：えーと、名前は群墨応理。古代種で死なない十歳さい。コードネームはピーターパン。

一同：…………。

天（以下：応理）それから……、あの、全ぜん般ぱん的に使えない子供（笑）。

ＧＭ：なんだその自己紹介は！（笑）

応理：しょうがないだろ！　前のセッションのダイスを引きずってんだ！　悪いか！（笑）

かわたな：なんで逆ぎやくギレ起こしてるんだ（笑）。

隼人：でも、経験点で成長したんじゃないんですか？

応理：うん。エフェクト取ったよー。《戦神の祝しゆく福ふく》とか、《集しゆう団だん統とう率そつ》とか……。

ＧＭ：って侵しん蝕しよく率りつ[image: 120]％以上じゃないと使えないエフェクトばかりじゃねえか！（笑）

応理：ほら、古代種の《フラットシフト》取ったから。

ＧＭ：……《集団統率》は《フラットシフト》と組み合わないじゃん。

応理：はっはっは、大だい丈じよう夫ぶだって。

一同：…………。

ＧＭ：ま、まあハンドアウトを渡すか。




ロイス：ＵＧの子　　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：疎そ外がい感

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　日本支部長代理、藤崎弦一よりキミに指令が下った。キミの教え子である高崎隼人と玉野椿を手助けしろ、というものだ。

　任地は北明市。キミはさっそく今の教え子である蓮見イサムと共に、現げん地ちへと向かった。

　キミの役目はひとつ。彼らを守り、成長させることだ。




かわたな：ええええええええええっ！　ちょっと待て！　今の教え子ってオレか!?

ＧＭ：そうです。

かわたな：オレは一匹狼のロッカーだ！　そんなのは全力でごめんこうむりたいっ！（笑）

応理：何を言うんだ。前のチルドレンはボクの言うことを聞かなかったぼんくらだか、キミは違ちがう！　だからキミは僕ぼくの生徒だ！（笑）

ＧＭ：なんでそんなわけのわからない理由になるんだよ！（笑）

応理：重要だぞ～。……言うこと聞くか聞かないかは。

かわたな：いや、オレは黙だまって言うことを聞くのは大だい嫌きらいだ。

応理：む……。

かわたな：だが！　この条じよう件けんさえ満たせば教え子になってもいい！（笑）

応理：おお！

かわたな：バンドを組もう！（笑）

応理：おうさ！（笑）

隼人：その理屈もわからんぞ！（笑）

ＧＭ：な、なんでそういうところで話が決まるんだ……（笑）。

かわたな：というわけで、精せい神しん的に共感が得られたので教え子になりました（笑）。

応理：先生になりました（笑）。

ＧＭ：ああ、もう！　いいや！　話が進むから（笑）！　とりあえず次に行きますよ！




▼ＰＣ④（蓮見イサム）

ＧＭ：ではかわたなさんお願いします。

かわたな：オレの名前は蓮見イサム。三度の飯よりギターとロックが好きな中学生だ。

隼人：……いつ聞いてもおかしいな、イサムの自己紹介は（笑）。

かわたな（以下：イサム）：二巻かんのヒロインだった、愛する柚ゆず木きと離はなれて、今オレは修しゆ行ぎよう中ちゆうなのさ。……ところで、今柚木ってなにしてるんだろ？

ＧＭ：二巻の事じ件けんが終わってから、正式にイリーガルとして認にん定ていされ、鳴なる島しま市以外の支し部ぶでエフェクトの制せい御ぎよ方法を学んでますよ。

イサム：おお、なるほど。柚木もがんばっているんだな。……じゃ、メールとかを適てき度どに送っているということで。

安達：でも、なかなか返事が来ないとか（笑）。

応理：こっちが五通のところ、向こうが一通とかね（笑）。

隼人：それ、脈がないにもほどがあるぞ（笑）。

イサム：ちなみに経けい験けん点てんを使って《リミットリリース》と《波は紋もんの方ほう陣じん》を取った。切り札と防ぼう御ぎよに手を出してみる。

安達：《波紋の方陣》か～。こっちの《斥せき力りよく障しよう壁へき》を合わせれば結けつ構こういけるかも。

ＧＭ：ダイス目次し第だいだけど、役には立つだろうね。

イサム：で、他ほかに柚木と椿先せん輩ぱいにロイスを固定化した。……柚木はもちろん、椿先輩には世話になったしな！

隼人：……俺は？（笑）

ＧＭ：経験点が足りなかったんだろ（笑）。……では、そんなイサムへのハンドアウト。




ロイス：秋原香苗あきはら・かなえ　　ポジティブ：尽じん力りよく／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：中学生／特になし

　キミは今、ＵＧＮ北明支部で臨りん時じのイリーガルとして任にん務むに当たっている。今このあたりでは、オーヴァードが襲おそわれるという事件が多発しているのだ。

　この市の支部長である秋原香苗には、芽め以いの事件の後あと処しよ理りでもずいぶんと世話になった。

　なんとか恩おん返がえしがしたいものだ。




イサム：北明市の支部長……、どんな人？

ＧＭ：きりっとした二十代くらいの女じよ性せい。目標意い識しきが高いから、自分にも他人にも厳きびしい。

イサム：でも、柚ゆず木きの時に世話になったんだろ？

ＧＭ：そう。柚木芽ゆずき・めい以はやはり幽ゆう閉へいすべし、という意見が出たときに積せつ極きよく的に反対したり、支部の行き先を世話してくれたりした。

イサム：それは頭があがらねーなあ。でもその理想の高さはなんとかならんのかね。

ＧＭ：いや、理想が高いからこそ芽以にも手を貸かしてくれたんだよ。

イサム：え？

ＧＭ：ほら、ＵＧＮが真にオーヴァードと一いつ般ぱん人じんの共きよう存ぞんを掲かかげているのであれば、彼女を閉とじこめるべきではない、とかそういう主しゆ張ちようで。

安達：ああ、なるほど。ＦＨとは違ちがう！　って主張したいんだ。

ＧＭ：ま、そんなところ。……この秋原さんは常つねにこんな感じなんで部下にも非ひ常じように厳しい。

応理：ただ人望はある、と？

ＧＭ：うん。主張は正しいし、自分でも率そつ先せんしてそれをこなしているからね。




▼ＰＣ⑤（辰巳狛江）

ＧＭ：では最後に安達くん、よろしく。

安達：……名前が辰巳狛江。ＦＨチルドレンにして、オーヴァード空手の使い手です。

隼人：オーヴァード空手!?　流派に変な名前がついたぞ！（笑）

安達（以下：狛江）：エフェクトと空手を融ゆう合ごうした格かく闘とう技ぎですよ。……我が流りゆうだけど（笑）。

イサム：オーヴァード空手、いい言こと霊だまだ。対たい抗こうしてオレはレネゲイドロックを使うぜ！（笑）

狛江：レネゲイドロック！（笑）

応理：オーヴァード空手VSレネゲイドロック！　どう見ても三流映えい画がのタイトルだ！（笑）

ＧＭ：そんなのは外伝にでも追いやっておけよ（笑）。

応理：うおお、その外伝見てみてえ……（笑）。

椿：まあまあ、天さん落ち着いて（笑）。

狛江：で、緒お方がたさんとか怜れ央おさんとか上司が次々といなくなるので、スタッフサービスの狛江と化しつつあります（笑）。

椿：スタッフサービス……（笑）。

ＧＭ：ここ数ヶ月は各地を転々としてただろうしな（笑）。……では、ハンドアウトを。




ロイス：〝ディアボロス〟春日恭二かすが・きようじ　　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：高校生／特になし

　前の事じ件けんより数ヶ月。ＦＨ幹かん部ぶ、都築京香つづき・きようかより新たな指令がキミに下された。

　指令の内ない容ようは北明市に行き、同じＦＨエージェントである春日恭二に協力することだ。

　なんでも、春日恭二はＵＧＮが隠かくしているオーヴァードを見つけるために現げん地ちで活動しているとのこと。




狛江：春日恭二！　あの、春日恭二ですか！

ＧＭ：その春日恭二だけど……。




　春日恭二とは、ダブルクロスシリーズの名物ＮＰＣのひとり。

　ＦＨエージェントとしてＵＧＮに挑いどみ続けるが、ことごとく失敗し、転落を続けている男。

　その負けっぷりか、妙みような人気の高さを誇ほこる。……なぜだろう？




狛江：うわ、春日恭二だ！　シナリオロイスが春日恭二！

ＧＭ：……なんでそんなに楽しそうなの？（笑）

狛江：（照れた様子で）いやあ。




　なぜ照れる。




ＧＭ：ちなみに春日恭二についてどれくらいの情じよう報ほうを聞いているかはそちらにお任まかせします。

狛江：そりゃあもう、伝説のエージェントとして憧あこがれてますよ！　どんな作戦からも生きて帰る、〝悪あく魔ま〟と呼よばれるエージェント！　くう～～～っ！　かっこいい～～～～～～～っ!!（笑）

応理：外見も狛江の中で[image: 300]％くらい美形化されてそうだな（笑）。

椿：……かわいそうな春日恭二（笑）。




●ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では、次にＰＣ間のロイスを結んでもらいましょう。

狛江：いつものとおり、ＰＣ番号順ですか？

ＧＭ：いや、今回はちょっと特とく殊しゆな形に結ぶんだ。

隼人：おや？

ＧＭ：前に顔も合わせてるし、ＵＧＮとＦＨが入り乱みだれていたりするからな。（図を見せて）こんな感じ。

椿：……狛江だけちょっと離はなれている感じですね。

イサム：ま、ＦＨだからな。

ＧＭ：ではこの形でＰＣ間ロイスを組んでください。

一同：はーい。




　既き刊かんのオリジンシリーズなどを開き、人間関係を構こう築ちくしていく五人。

　ほどなくして、全員がロイスを取り終えた。ロイスの内容は左の図を参照して欲ほしい。






ヒカル支部長は設定上～：一巻に登場したＰＣ、大宙ヒカルはナノマシンで映し出したホログラムであるというキャラクター。そのナノマシンは双枝市にのみ散布されているため、外に出るのは難しい。

《疾風剣》　高速でフェイントをかけることによって、攻撃の命中率を高めるハヌマーンのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　体の一部を巨大化させて攻撃するエグザイルのエフェクト。椿は〝糸〟の本数が増えるという演出で使用している。

彩花さん　フルネームは真島彩花（まじま・さいか）。双枝市のエージェントであり、椿とは心の交流があった。とある事件でＦＨに殺害される。

《戦神の祝福》　その時々において、もっとも効果的な攻撃方法を判明するノイマンのエフェクト。

《集団統率》　戦場の状況を把握し、味方を即座に攻撃させるノイマンのエフェクト。

《フラットシフト》　エフェクトによるレネゲイドの増加を外部に拡散する古代種のエフェクト。

柚木　フルネームは柚木芽以（ゆずき・めい）。第二巻のヒロインであり、椿と隼人が救ったオーヴァードの少女。なお、イサムの思い人でもある。

《リミットリリース》　体内のエネルギーをすべて使って行動するハヌマーンのエフェクト。

《波紋の方陣》　音の波により、衝撃から味方を護るハヌマーンのエフェクト。

《斥力障壁》　斥力によって攻撃の威力を削ぐバロールのエフェクト。




































































OPENING PHASE









◆Opening 01◆混こん乱らんのＵＧＮ


Scene Player ─── 高崎隼人






「特殊任にん務む通達の為ため、日本支し部ぶに出頭せよ」

　この三ヶ月で何回聞いたかわからない、いつも通りの指令書を見て隼人はため息をついた。

　……霧谷が倒たおれたことは、ＵＧＮ日本支部に大きな衝しよう撃げきをもたらした。その原げん因いんとなった隼人たちは日本支部長代理藤崎弦一ふじさき・げんいちの指令の下、各地の支部に増ぞう援えんとして出向いていた。




ＧＭ：ということで、最初のオープニングは隼人と椿。

椿：任務を受けるシーンですか。

ＧＭ：そうそう。……一いち応おうハンドアウトでも説明したとおり、霧谷が倒れて以来キミたちは藤崎の下で任務をこなしているわけだけれど。

隼人：……やっぱりあちこちでＦＨが活発化してるのか？

ＧＭ：もちろん。単たん純じゆんに霧谷が倒れただけでも動どう揺ようしているところに、彼が十年前に禁きん忌きとされている実験に関かかわっていることが知られてしまったからね。ＵＧＮ日本支部は混乱するよ。さらに、ＦＨは霧谷が倒れたことを知っているからね。

椿：そうですね（狛江を見る）。

狛江：（胸むねを張はって）普ふ通つうに報ほう告こくしますよ。……というか、隠かくし事はきっとできない（笑）。

ＧＭ：ま、そんなわけで隼人と椿はこの三ヶ月、どこかの支部がピンチになると派は遣けんされていたわけだが。

隼人：いい加か減げん疲れてくるぜ。

ＧＭ：とはいえ、キミたちにしかできないからね。……どこかの支部専せん属ぞくなんかにして、うかつな情報流させるわけにもいかないから。

イサム：なるほど。

応理：……そして各地の学園がどんどんＦＨ学園へと塗ぬり替かえられていく、と（笑）。

ＧＭ：なんで学園にこだわるんだお前は（笑）。

応理：ほら、不良ものの全国制せい覇はみたいな感じでさ（笑）。

隼人：学校の校旗とかがマークのバックが赤から青に変わってファルスハーツマークが（笑）。

応理：これで日本中の学校は我われ々われファルスハーツのものだ～～～（笑）。

ＧＭ：はいはい、戻もどってくるよ（笑）。……で、そんなこんなで現げん在ざい七月の終わり。また例によって日本支部に出頭しているふたり。今は支部長室に向かう廊ろう下かを歩いているところだ。

隼人：じゃあ独ひとり言っぽく愚ぐ痴ちろう。……いつまでこんなことしてなきゃならねえんだ。くそ、もうＵＧＮなんかやめてやる。

椿：気持ちはわかるけど、そんな風に言わないの。

隼人：だってもう夏だぜ？

椿：……十年前のプロジェクトの研究は続いているはずよ。あと一、二ヶ月もすれば霧谷さんも復帰できるみたいだし、元通りになる。

隼人：…………。

ＧＭ：そんな話をしていると、目の前にもう何度見たかわからない日本支部長室が。

隼人：（死ぬほど気の抜ぬけた声で）……高崎隼人、来ましたよ～っと。

椿：玉野椿、入ります。

ＧＭ：支部長の席には藤崎がいる。……いつ来ても同じ服ふく装そう、同じ姿し勢せい、同じ表ひよう情じよう。

応理：ミラーシェードはともかく、夏でもスーツ完全装そう備びかよ（笑）。

ＧＭ：そういう人なんだよ。……で、彼は隼人たちを見ると挨あい拶さつもせずに「報告を聞こう」

椿：じゃあ、慣かん例れいになってしまった報告を。

隼人：春日恭二を五十体倒しましたとか（笑）。

狛江：なんだその数（笑）。

ＧＭ：適当すぎだ（笑）。……藤崎は報告を聞いてひとつうなずいた後、「では、次の任務だ」と机つくえから指令書を出す。

隼人：……休みも無しかよ。

椿：（小声で）……状じよう況きようはわかってるんでしょ。

隼人：へいへい。

ＧＭ：「休息を取らせるのはやぶさかではないが、今度の任にん務むはキミたちが担当する理由がある」と表情も変えずに。

隼人：げ、聞こえてたのかよ。

椿：───理由、ですか？

ＧＭ：「そうだ」と答えながら、藤崎は手元の端たん末まつをいじる。すると、横の壁かべにモニターがあらわれ、そこに地図が。「今回、キミたちにはこの北明市に行ってもらう。この市の支部からＦＨによる事じ件けんの解かい決けつのためにエージェントの増員を頼たのまれた」

隼人：……いつも通りじゃねえか。

ＧＭ：「……これでもかね？」再ふたたび藤崎が手元の端末をいじる。すると、モニターの半分がひとつの写真を映うつしだす。……北明市の駅前を歩く七緒の姿すがたが。

椿：……！

隼人：な、七緒……！　ちょっと驚おどろく俺おれ。
















ＧＭ：ミラーシェードの向こう側からジロリと隼人を睨にらんだ藤崎が言う。「現在、北明市には楠森七緒が滞たい在ざいしている」

隼人：待て！　なんだってアイツがこんなところにいる！

ＧＭ：「夏休みを利用して、祖そ母ぼの家に来ているとのことだ。……だが、あまりにもタイミングが悪すぎる」

椿：では、私たちの任務は彼女の護ご衛えいですか？

ＧＭ：「そうだ。キミたちには支し部ぶの任にん務むをこなしつつ、彼女の護衛を行おこなってもらう」

隼人：淡たん々たんと言う藤崎を睨みつけよう。……判わかったよ、すぐに行けばいいんだろ。

ＧＭ：藤崎の表情はまったく変わらない。「なお、楠森七緒の情報はＵＧＮの中でも最高機き密みつに属ぞくする。支部長クラスでもその情報を閲えつ覧らんすることはできない」

隼人：げげ！　そんなレベルの高い情報なのか！

椿：支部長にも話せない……？

ＧＭ：その通り。ＵＧＮはそれだけ危き険けんだと認にん識しきしているわけだね。彼女の能のう力りよく───外部からの刺し激げきで人間の認識をずらし、記き憶おくを錯さつ覚かくさせる能力を。

応理：……うわ、全然認識してなかった（笑）。

ＧＭ：少しはしてくれ（笑）。霧谷と本部エージェントクラスをのぞけば、あの情じよう報ほうを知っているのは事件の当事者であるキミたちくらいなものだよ。

隼人：……だいぶ緊きん張ちようしてきた。

ＧＭ：藤崎は続ける。「なお、この件に関してこちらから他ほかにエージェントを送る。……事情のわかるものを用意した」

応理：（なんとなく胸を張る）

椿：あー……、なんか色々わかっちゃった（笑）。

隼人：ヒカル支部長はまさか来られないしなあ（笑）。

イサム：しかしふたりで来るとは思うまい（笑）。

応理：今のうちに合流のネタを考えておくか（笑）。

ＧＭ：そして藤崎が最後に言う。「では、本件に関する注意事じ項こうを。……彼女、楠森七緒は自分がオーヴァードであることを認識していない。それはキミたちも知ってのとおりだ」

隼人：…………。

椿：…………。

ＧＭ：「我々ＵＧＮは彼女にそれを認識させないことで能力を封ふう印いんしている。よって、高崎隼人。キミは極きよく力りよく彼女の前に姿を現あらわさないように注意すること」

隼人：…………。

ＧＭ：「復ふく唱しようは？」

隼人：……判ってるさ。もう高崎隼人も牧村早人まきむら・はやとも、彼女の人生と重なることはない。

椿：…………。

ＧＭ：「指令は以上だ。直ちに北明市に向かいたまえ」

椿：了りよう解かいしました。……と言ってドアを開けます。

隼人：黙だまって出て行く。

椿：で、ドアが閉しまったタイミングで隼人に声をかけます。……ここに来て、こんな任務。本当に大だい丈じよう夫ぶなの？

隼人：……大丈夫だ。




　隼人は自分に言い聞かせるようにしてつぶやいた。




隼人：大丈夫、絶ぜつ対たいにアイツをこちら側に来させない。

椿：…………。




　それはあの時、何もかもが変化するあの街でつぶやいた言葉。

　不安を押おし殺すための、すがるような決意の言葉。




　言葉の裏うらにある動どう揺ようを感じつつ、隼人は足を速める。

　彼女のいる、その街へ───。







◆Opening 02◆もっとも危き険けんなふたり


Scene Player ─── 蓮見イサム






　そのふたりを見て、ＵＧＮ北明市支部のエージェントは驚おどろきを隠かくせなかった。

　ＵＧＮ日本支部から、増ぞう援えんが来るとは伝えられていた。年とし若わかいとも聞かされていた。

　名前は確たしか───蓮見イサムと群墨応理。




　だが、その名前を名乗った二人は、どう見てもケンカしている中学生と小学生にしか見えなかったのだ。




ＧＭ：では次のシーンはイサムと応理。

イサム：来たぜ、オレの出番だ！　……侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようは６！

応理：お、ボクも６だ。

ＧＭ：仲いいな（笑）。

応理：（ふんぞりかえって）まあね、ボクとサムは出会ったときからインスピレーションをシェアしていたからね（笑）。

ＧＭ：なんだその意味のわからない発言は（笑）。

応理：ほら、海外タレントのインタビューみたいじゃん（笑）。

イサム：……ところでサムってのは誰だれ？

隼人：イサムだろ？　上一文字を省略してサム。

応理：（うなずいて）そう、キミのことだ。

イサム：超ちよう勝手な名前で呼よぶな！（笑）

応理：何を言うんだサム。キミとボクとの仲じゃないかサム。なあサムいいだろうサムかっこいいじゃないかサム（笑）。

イサム：だああああああああっ！　うるせええええええええっ！（笑）

応理：（まったく聞かずに）というやりとりを新しん幹かん線せんの中でしているわけだが。

ＧＭ：新幹線!?

応理：もう大げんかですよ。バンド名にどっちの名前を入れるとか入れないとかで（笑）。

イサム：オレがメインなんだから、オレの名前を入れるに決まってるだろ！（笑）

ＧＭ：おい待て、中学生と十歳さい（笑）。

応理：あ？　十歳だからってなめるな？　こう見えてもボクは大人料金払はらってるんだぞ。年ねん齢れい通りに！（笑）




　そういう問題ではない。




応理：ああもう。お姉ちゃんビールビール！　年齢高いんだから酒だって飲んじゃうぞ！　……サム、お前はダメだぞ。まだ十四歳なんだからな。

イサム：えー（笑）。

ＧＭ：応理も飲んじゃダメだ！　てか、シーンをはじめさせろ！　いつまでたっても描びよう写しやひとつ読めてないだろ！（笑）

応理：……え？　だから新幹線の中。

ＧＭ：それはお前が勝手に始めたシーンだ。

応理：…………。

ＧＭ：…………。

応理：……説明をお願いします（笑）。

狛江：あいかわらず、ひどいオープニングだ（笑）。

ＧＭ：天のオープニングはいつもこんなだ（笑）。……では、状じよう況きようの説明から～。

一同：はーい。

ＧＭ：とりあえず、イサムの方から。

イサム：そういや、二巻かんの事じ件けんの後どうしてたかあんまり判わかってないんだよな。

ＧＭ：あの事件の後、芽以はＵＧＮの違ちがう支部に引き取られていったわけだが。

イサム：その後、オレも修しゆ行ぎようしたいって言って鳴なる島しま市を離はなれたんだよな。

ＧＭ：それで、日本支部に問い合わせたところ紹しよう介かいされたのが……。

応理：このボクってわけだ。……むしろ、ボクが勝手にその才さい能のうに惚ほれ込こんでスカウトしてみてもいい（笑）。

椿：スカウト!?（笑）

応理：口説き文もん句くは、「ボクと一いつ緒しよにツアーに出ないか？」（笑）

イサム：ふっ……やれやれ、人気者は辛つらいぜ（笑）。

隼人：ふたりともただの勘かん違ちがいなんじゃないか？（笑）

椿：というか、ボケとボケだとコンビとして成立しない気が……。




　すでに手て遅おくれである。




ＧＭ：で、そんな風に訓練をしていると数日前に藤崎から連れん絡らくが来る。

狛江：あ、さっきの話？

ＧＭ：その通り。〝タイム＆アゲイン〟事件の当事者である応理に、隼人と椿をフォローしろという任にん務むが来るわけだ。イサムも一緒に。

応理：普ふ通つうの任務なら断ことわってもいいんだけどね。あのふたりの手伝いなら仕方がないさ。

イサム：オレも異い存ぞんはないぜ。先せん輩ぱいたちの手助けならむしろ喜んで行く。

ＧＭ：で、キミたちは現げん在ざい北明市のＵＧＮ支し部ぶ、そのビルの前にいる。……長かった。

隼人：ここからがやっとシーンのはじまりか（笑）。

応理：じゃ、受付に名前を告げよう。

ＧＭ：そうすると、受付の女性は驚おどろきながらも中へつないでくれる。……しばらくたって、キミたちは応おう接せつ室しつの方へ通されるよ。

イサム：あ、ちなみにオレは応理に反発してるから。もともと先生なんていらないって思ってるし、変な名前で呼ぶし（笑）。

応理：了解了解。とっくにそういうスタンスだと思ってた（笑）。

イサム：というわけで言うぞ。……オレはまだアンタを認みとめたわけじゃないからな。

応理：ボクの生徒はみんなそう言うんだよ。ま、卒業するころにはわかるさ。

ＧＭ：では、そこで応接室の扉とびらが開いてひとりの女じよ性せいが入ってくる。袖そでの短いスーツを着て眼め鏡がねをかけた、凛りんとした女性だ。

イサム：支部長かな？

ＧＭ：うん、イサムは見た顔だね。秋原香苗、ＵＧＮ北明支部の支部長だ。彼女は「お待たせしました」と言って中に入ってくる。

応理：キミが支部長かい？

ＧＭ：「はい、秋原香苗です」と言った後でイサムを見て「お久ひさしぶり」と声をかける。

イサム：その節は、その、どうも。

隼人：相手が中学生でもきちんと対たい応おうか。礼儀正しい人だな。

イサム：どんな口をきいていいやら。……迷まような。

応理：年上にはもっと丁てい寧ねいに接せつするんだ、サム。

イサム：判わかったぜ、応理くん（笑）。

応理：……さんを付けろよ、サム（笑）。

ＧＭ：「では、早さつ速そくですが仕事の話を」幾いく分ぶん硬かたい表ひよう情じようのまま、支部長は続ける。

応理：はいはいはい。

イサム：いつでもどうぞ？

ＧＭ：支部長はファイルから一枚まい、二枚と写真を出して説明する。「現在、この北明市ではオーヴァードが襲しゆう撃げきされるという事件が多発しています」

椿：オーヴァードが襲撃されるのか………。オーヴァードに襲撃されるんじゃなくて。

イサム：つまりオーヴァード狩がりだな（笑）。

ＧＭ：「襲撃者もオーヴァードであることまでは確かく認にんされています」そう言って襲撃現場の写真を見せる。確たしかにオーヴァード同士の戦せん闘とうらしき痕こん跡せきが多数あるね。

イサム：被ひ害がいはどれくらいなんだ？

ＧＭ：「現在十件けんに満たない程てい度ど。死人は出ていないけれど、それもいつまで持つか……」

応理：一いつ般ぱん人じんへの被害は？

ＧＭ：「巻まき込まれてケガをした程度です。一般人が狙ねらわれたことはありません」

応理：つまりオーヴァードのみが対象か。

ＧＭ：「はい。主に被害に遭あっているのは我わが支部に所しよ属ぞくしていたイリーガルやエージェントです。それで支部の戦力が落ちてしまって……。皆みなさんに増ぞう援えんをお願いすることになったわけです」幾分申しわけなさそうに、彼女は言う。

イサム：しょーがないっすよ。……オレだって柚木のことではお世話になったんだ。困こまったときは手伝います。

ＧＭ：「ありがとう」と彼女はほんのちょっとだけ笑う。

応理：……その辺の事情にはつっこまないでおこう。黙だまってるよ。

ＧＭ：では香苗はイサムに「彼女はその後どうなりました？」

イサム：別の支部で訓練に励はげんでるみたいっすよ。……と言いながら、メールに添てん付ぷされてきた写真とかを見せよう。

ＧＭ：香苗はひとつうなずいて、「よかった。……あのまま彼女を閉とじこめるなどということは、やはり許ゆるされることではないから」彼女は本心からそう言っているように見える。

イサム：む！　今オレたちはわかりあえた気がする！　バンドを組めるくらいに！（笑）

応理：…………人間関係とは基き本ほん的に誤ご解かいでなりたっているのだ、少年（笑）。

ＧＭ：やきもち焼くなよ（笑）。

イサム：それはそれとして、ちょっと秋原さんが心配になってきた。もしかしてこの人、この事件が起きてから働きづめなんじゃないか？

ＧＭ：そうだね。正直顔色はあまりよくない。

イサム：じゃあ、それに気づいて声をかけよう。……ところで大だい丈じよう夫ぶっすか？　あんまり顔色が良くないように見えるけど、休みを取った方がいいんじゃ？

ＧＭ：その言葉に香苗は首を振ふる。「いいえ、まだ休むわけにはいかない。……この件にＦＨが関かかわっているという情じよう報ほうもあるのだし、もっと調ちよう査さを進めなければ」

応理：とはいえ、キミが倒たおれるとボクたちも動けないんだ。無理のしすぎは困るよ？

ＧＭ：「……では、あとふたりのチルドレンが到とう着ちやくしたら少し仕事を減へらします」

応理：じゃ、隼人たちが来るまでボクらはここで待機かな？

ＧＭ：うん。寝ね泊とまりもこのビル内ですることになるよ。……部屋余あまってるから。

応理：じゃあサム、とりあえず荷物を片かた付づけるぞ。

イサム：おいおい、それじゃまるでオレが下っ端ぱみたいじゃねえか。

応理：子こ供どものボクに荷物を持たせようって言うのかい？

イサム：って、こういう都合のいいところだけ子供づらしやがって……。

ＧＭ：では、応おう接せつ室しつから出たところでシーンを変えよう。







◆Opening 03◆新しい任にん務む


Scene Player ─── 辰巳狛江






　背せ中なかを丸めて通路を歩きながら、狛江は悩なやみ続けていた。

　ＦＨに入ってから数ヶ月。どの任務も満足にこなせていない自分。

　夢ゆめを持って入ったはずなのに、流されっぱなしになっている状じよう況きようが彼女をさいなんでいた。




　今も任務の呼よび出しを受けているが……、正直行きたくない。

　暗あん澹たんたる気持ちのまま、彼女は呼ばれた部屋のドアに手をかけた。




ＧＭ：ではオープニング最後のシーンは狛江。

狛江：はーい。……侵しん蝕しよく率りつは６。

イサム：お！　同じだ（笑）。

応理：ボクら全員６（笑）。

隼人：さすがぼんくらーず（笑）。

ＧＭ：というわけで狛江は、前の事件の後あちこちたらい回しにされながらちびちび任務をこなしているわけだけど。

狛江：ＦＨに入ってから株かぶが下がりっぱなしなので、必死に面めん目ぼくを保たもとうと最近スマイルの練習を始めてます（笑）。

椿：そ、そんなところからスタートなんだ……（笑）。

狛江：ビジネスマン用の本とか買って読んでるよ。面めん接せつがうまくなる本とか（笑）。

イサム：……なんかものすごく付け焼き刃ばっぽいな（笑）。

ＧＭ：そんなキミはある日、例の部屋に呼ばれる。……キミが初めて都築京香つづき・きようかに出会い、春日怜れ央おに連れてこられたあの部屋だ。

狛江：じゃ、おそるおそる入ろう。……辰巳狛江です。

ＧＭ：部屋の中はあいかわらずまったく光の差さない世界だ。そして、狛江がドアを閉しめると部屋の中央に光がともる。

狛江：……うぅ。

ＧＭ：光は形を変え、都築京香の姿すがたとなる。彼女はいつもの微び笑しようを浮うかべて、狛江を見る。

狛江：う、すっかり苦手になってしまった。

ＧＭ：「頼たのみがあります」と、都築京香は切り出す。

狛江：は、はい！　なんでしょう!?

ＧＭ：「北明市という場所で、私のセルに所しよ属ぞくするエージェント、春日恭二が活動しています。彼のサポートをして欲ほしいのです」

狛江：メモメモ。春日恭二さん、っと。……あれ？　春日といえば最近怜央さんは───。

ＧＭ：「…………」（黙だまって笑う）

狛江：は！　すいません！（笑）

ＧＭ：「怜央とはいつか会うこともあるでしょう」と彼女は流す。

狛江：とりあえず判わかったふりだけ作っておこう。……あ、ああ、そうですよね！（笑）




　なぜそこまで細かいのか。




ＧＭ：「春日恭二は現げん在ざい、現地でオーヴァード狩がりを行なっています」

隼人：この事件、春日恭二がやってるのか！

イサム：意外と簡かん単たんに解かい決けつするかもな（笑）。

狛江：じゃあ、あたしはそのオーヴァード狩りの手伝いを……？

ＧＭ：「……というのは表向きで」

応理：む？

ＧＭ：「彼の本当の任務はＵＧＮが隠かくしているオーヴァードを見つけること」

椿：それは……。

隼人：…………。

ＧＭ：「そのサポートをするのが、あなたの任務です」

狛江：ＵＧＮが隠しているオーヴァード……。どんな化け物なんでしょうね！　身の丈たけ三メートルを超こえる大男とか！（笑）

椿：隠せない隠せない（笑）。

狛江：もう頭の中で超ごつい大男と対たい峙じする自分という構こう図ずを描えがいてますよ。……えへへへへへへ（笑）。

応理：ほんっとにすごいな、狛江（笑）。

狛江：任まかせてください！　がんばります！

ＧＭ：都築京香は笑えみのままひとつうなずく。「詳くわしいやり方などは現地で春日恭二から聞くとよいでしょう」

狛江：了りよう解かいです。

ＧＭ：「では───以前の契けい約やく通り、あなたの道は我われ々われが決めましょう。その道をあなたなりに走ってもらうことが我々の望みです」

狛江：…………は、はい。

ＧＭ：その言葉と共に都築京香の幻げん影えいは姿すがたを消す。……というところでシーンを切ろう。






都築京香　日本におけるＦＨの最高実力者。狛江をＦＨに引き入れた人物でもある。

怜央さん　フルネームは春日怜央（かすが・れお）。敏腕でならしたＦＨエージェントであり、狛江の元上司。だが、とある事件によりジャーム化した。














MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆いくつかの再会


Scene Player ─── 玉野椿






　指令を受けてから北明支し部ぶに到とう着ちやくするまで約六時間。

　ほぼ最速のタイミングで、椿と隼人は支部の前に立っていた。




　今回の指令は非ひ常じように困こん難なんだ。……支部を前にして一いつ瞬しゆんだけ目を閉とじ、息を整える。




ＧＭ：このシーンは隼人と椿が北明支部に到着するところだ。……侵しん蝕しよく率りつ上げてね。

隼人：了解っす。

ＧＭ：というわけで、キミたちはＵＧＮ北明支部が使っているビルの前にいる。ずいぶんと立りつ派ぱなビルだね。二階まで吹ふき抜ぬけの大きな玄げん関かんホールの向こうに受付が見える。

隼人：はー……、しっかりした建物だな。

椿：では、受付で事じ情じようを話します。……日本支部からきた玉野椿と高崎隼人ですが、支部長に取り次いでいただけますか？

ＧＭ：では、受付の女じよ性せいがそれに反はん応のうする前に。「……椿ちゃん！　椿ちゃんじゃないか！」と横から声が。

椿：え？　……振り向いてみますが。

ＧＭ：そこにはキミの恩師、綾渕宗二がいる。椿が覚えているのより少し歳としは取ったけどね。ぼさぼさの髪かみに白衣を着た、ひょろ長い三十代後半の男性だ。

椿：綾渕先生……。お久ひさしぶりです。

ＧＭ：「来るとは聞いていたけど───」と、彼は椿を上から下まで見る。

椿：ちょっとかしこまります。

ＧＭ：「立派になったなあ」と、彼は懐なつかしそうに笑って言う。

椿：いや、そんなことは……。まだまだです。

応理：珍めずらしい。椿が緊きん張ちようしている。

隼人：俺はその人のこと知らないんだよな。……椿、この人は？

椿：綾渕宗二先生。ＵＧＮの研究員で……、（ＧＭに）チルドレンの指し導どう員いんですよね？

ＧＭ：正式な指導員では無いけど、椿の世話はしていたよ。

狛江：……そっちのはまともな教官でいいなあ（笑）。

イサム：何か今、悲しいつぶやきが聞こえたぞ（笑）。

椿：んーと、じゃあ隼人にはこう説明する。……私が小さいころにお世話になった綾渕先生。

ＧＭ：では、その言葉に続けるように「椿ちゃんの親代わり、と思ってもらえればいいかな」

隼人：はあ……。

椿：で、こっちは高崎隼人。コードネームが〝ファルコンブレード〟の……。

ＧＭ：「ああ！　そうか、キミが！」

隼人：うお！　し、知られてる？（笑）

ＧＭ：「いろいろ有名だからね、キミは」と綾渕は笑う。

隼人：ほほう、俺も有名になったのか。……多分悪い方向で有名なんだろうけどな（笑）。

ＧＭ：「彼と組むようになって、椿ちゃんもずいぶん無む茶ちやをやるようになったみたいだね」

椿：え、あのー、それは……。ちょっと顔を紅あかくしてよう。

イサム：珍しい。椿が困こまっている（笑）。

椿：えーと……、あの、綾渕さんもこちらに来てたんですね。……と話をそらす。

ＧＭ：「僕ぼくもキミたちと同じく、人手が足りないと呼よばれた口でね」と彼は苦笑いする。

狛江：戦うの？　この人も。

ＧＭ：いざとなればね。……ほとんど戦せん闘とうしない人だけど。

応理：想そう像ぞう以上にひどい状じよう況きようなんだな。

ＧＭ：「キミたちもすぐにわかると思うが、相当危き険けんな任にん務むだよ。……申し訳わけないけどね」

椿：大だい丈じよう夫ぶです。……それが役目ですから。

ＧＭ：（隼人に）「隼人くんも、よろしく頼たのむよ」

隼人：……あ！　ああ、そのよろしく、お願いしまっす。……と慣なれない敬けい語ごを使おう。

ＧＭ：綾渕はにこりと笑って、「じゃあ支部長室に案内しよう」と言って先導する。

応理：そして支部長室の中からは特とく徴ちようのあるギター音が（笑）。

イサム：ドリュドリュドリュドリュドリュドリュドリュドリュ……（笑）。

ＧＭ：いるのかよ（笑）。じゃあ、ふたりとも侵蝕率上げてくれ。

イサム：……２。

応理：ボクも２。

椿：……なんか、変なものが聞こえるんだけど（笑）。

隼人：俺おれは何も聞こえないぞ。入るときっと真ま面じ目めなエージェントさんたちが迎むかえてくれるに違ちがいない！（笑）

ＧＭ：では、ふたりがそんな話をしていると綾渕が扉とびらを開いて───。

応理：ボクとイサムがいる、と。

椿：……スゴイ組み合わせだなあ（笑）。

隼人：言葉がでねえよ（笑）。

イサム：オレはふたりに駆かけ寄よるぜ！　……久しぶりっす、椿先せん輩ぱい！　あと横の人！（笑）

隼人：横の人ってなんだよ！　てか、俺のことは忘わすれてるのか！（笑）

イサム：はっはっは、冗じよう談だんっすよ。隼人先輩（笑）。

隼人：……ったく（笑）。

応理：ボクもふたりに声をかけよう。……久しぶりだね。

椿：お久しぶりです。……でも、本当にどうしてここに？

応理：キミたちを手伝うように言われたんだよ。

隼人：藤崎の言ってた〝増援〟か。まあ、応理が妥当なのはわかるし、ヒカル支し部ぶ長ちようが出てこられないのもわかるんだが。……なんでこんな最悪のコンビなんだ！（笑）

応理：はっはっは、ボクに聞くなよ（笑）。

ＧＭ：奥にいた支部長は立ち上がって隼人と椿に手を差し出す。「遠路はるばるご苦労さまでした。私がこの支部を預あずかる秋原香苗です」

椿：初めまして、玉野椿です。……と手を取ります。

隼人：あー、高崎隼人です。

ＧＭ：「今回はこちらの不ふ手て際ぎわでフォローを頼んでごめんなさい」

隼人：いや、それが仕事なんで。……と言って、ようやく真面目な顔になるぜ。

応理：よし、仕事っぽくなったからボクもちょっと真面目なことをしよう。

一同：…………。

応理：…………。




　なぜか黙だまりこくる応理。




ＧＭ：お前の真面目ってのは黙ることか！（笑）

応理：いや～、真面目になってできることが思いつかなくてさあ（笑）。

狛江：もうオンかオフしかないんだ（笑）。

ＧＭ：ちょっと話を戻もどそう（笑）。「現げん状じよう、オーヴァードへの襲しゆう撃げき事じ件けん───通つう称しようオーヴァード狩がりが続いています。皆みなさんには、まず情じよう報ほう収しゆう集しゆうをメインに行なってもらいます」

応理：情報収集？

ＧＭ：「はい。……残念ながらこの支部にはオーヴァードのエージェントがほとんど残されていません。襲撃者の情報を集めるにも、戦力不足なのです」

イサム：ふうむ……。

ＧＭ：「未み確かく認にん情報ですが、ＦＨが動いているという噂うわざもあります」

椿：わかりました。

隼人：……今、七緒の話は出なかったよな。

ＧＭ：うん。

隼人：じゃあ、この支部長はその話を聞いてないのか。

ＧＭ：藤崎の話によればその通りだ。

隼人：それなら、とりあえずここは表向きの任務だけ聞いておいて部屋を出よう。

ＧＭ：了りよう解かい。では、その後通信の周波数や支部に残っているエージェントの情報など、細かい話をしてキミたちは支部長室から出される。

隼人：で、四人になったところで声をかける。……応理、イサム、ちょっと話がある。

イサム：あらたまってどうしたんすか？　……ってオレ事情知らないんだけど、いいの？

椿：あ、そうか。

隼人：いいよ。お前が信しん頼らいできるのは知ってるから。

イサム：……まともにそう言われると照れるなあ。

隼人：茶ちや化かすなよ。……実は、この市には支部長にも隠かくされているオーヴァードがいるんだ。




　隼人は七緒のことを話し始めた。彼女がどれだけ特とく殊しゆな能のう力りよくを持っているか、そして今どういう状じよう況きようにあるか。




イサム：…………柚木の時と似にてますね。

椿：……うん。

イサム：オレの時はみんなで柚木を助けられたけど……。

応理：彼女───楠森七緒はまだ世界の真実を知らないというわけだ。

隼人：それでいい。アイツはこっちに来るべきじゃない。……そう言って胸むねポケットの写真をつかむ。

椿：…………。

イサム：それで、その楠森さんを護まもる？

隼人：そう。支部長たちにも話さずにな。

応理：万が一、アレが発動したら今度こそＵＧＮは彼女を〝処しよ理り〟するだろうね。

隼人：…………。

イサム：とりあえずは了解したっす。……隼人先せん輩ぱいたちの頼たのみじゃ断ことわるわけにもいかねえし。色々共感することもあるし。

隼人：……助かるよ。

椿：ありがとう。

イサム：礼なんていいって、いいって！　あれだけの危き機きをくぐり抜ぬけた仲間じゃないすか。

隼人：黙ってうなずく。

椿：じゃあ、オーヴァード狩りと七緒さんの護ご衛えい。手分けをして処理していきましょう。

一同：おう！







◆Middle 02◆理想と現実


Scene Player ─── 辰巳狛江






　大きなスポーツバッグを担かつぎなおし、狛江は目の前に広がる北明市の街まち並なみを眺ながめる。




　───この街にあの、春日恭二がいる！




　どんな任にん務むからでも帰き還かんする、悪あく魔まの名を持つエージェント。……どんな人なんだろう？

　狛江の胸むねは期待でいっぱいだった。




ＧＭ：では次のシーンは狛江。

狛江：はーい。では侵しん蝕しよく率りつが……２上じよう昇しよう。

イサム：噓うそ！　またオレたちと同じだ！（笑）

応理：ちょっとすごいぞぼんくらーず！（笑）

狛江：運命が共鳴しているんですよ。出会え、と（笑）。

隼人：そんな運命はまっぴらごめんだ（笑）。

ＧＭ：まあいいや（笑）。……というわけで、北明市にキミがやってきたところからスタートするわけだけど。

狛江：まずは春日恭二さんと合流しないと……。って、あたしは合流方法は知ってるの？

ＧＭ：うん。その辺は都築京香から教えてもらってると思ってくれ。

狛江：はーい。

ＧＭ：そういえば、狛江って空手着なの？　もう高校の制せい服ふくは着ないだろうし。……今は商店街とか歩いているわけだけど、どうなんだろう？

狛江：（胸を張はって）空手着で商店街を歩くわけ無いじゃないですか。

隼人：おおおおおおおっ!?　なんか成長している!?（笑）

狛江：（同じく胸を張って）普ふ段だん着ぎだからジャージですよ、ジャージ。

一同：なんでだああああああああっ！（笑）

狛江：ほら、旅行用だし？

椿：旅行用のジャージ！（笑）

ＧＭ：じゃあ胸に名前の書いたジャージを着た狛江が繁はん華か街がいから裏うら路ろ地じに入っていく（笑）。

狛江：右、左、右、と挙動不ふ審しんにキョロキョロしながら中に入っていきます（笑）。

ＧＭ：では、裏路地を進んだ奥おく。昼だというのに薄うす暗ぐらく、あちこちにがらくたらしきものが転がっている行き止まりに、ひとりの男がいる。

イサム：お。

ＧＭ：夏だというのに白いスーツをかっちりきて、オールバックに髪かみをなでつけ、神しん経けい質しつそうな目線を眼め鏡がねで一いつ層そう強調した男───春日恭二だ。周りには幾いく人にんか黒服の男たちが。

隼人：やせがまんか（笑）。

ＧＭ：春日恭二は狛江を見るなり、「プランナーに呼よばれてきたエージェントはお前か？」

狛江：まったく言葉を聞かずに、あたりをキョロキョロします。

ＧＭ：「おい、どうした？」

狛江：あの、春日恭二さんはどちらですか？

ＧＭ：「……俺おれだ」

狛江：…………え？

ＧＭ：「俺が春日恭二だ」

狛江：…………。

ＧＭ：「…………」

狛江：ええええええええええええっ!?（笑）
















ＧＭ：「なんで驚おどろくんだ！」（笑）

狛江：だって、〝どんな任にん務むからも生せい還かんする、悪魔と呼ばれるエージェント〟ですよ!?　それが、だって、こんな……（上から下まで見る）。

隼人：〝こんな〟って言いたくなる気持ちもわかるけどなあ（笑）。

ＧＭ：春日恭二は顔を真っ赤にして叫さけぶよ。「春日恭二は俺だ！　何か文もん句くがあるのか！　……お前も俺をバカにするのかああああああああっ!!」（笑）

応理：（途と端たんにＦＨエージェントになって）ああ！　隊長が壊こわれたっ！（笑）

イサム：（同じくエージェントになって）隊長、落ち着いてください！　隊長！（笑）

ＧＭ：では、黒服に言われてぜいぜい息をしながら落ち着く春日恭二。

椿：……か、かわいそうに（笑）。

狛江：……失礼しました！　ＦＨチルドレン辰巳狛江、ただいま到とう着ちやくしました！

ＧＭ：前まえ髪がみをはらりと垂たらしながら、春日恭二は言う。「……で、お前は自分の任務をどこまで聞いているんだ？」

狛江：え？　あの、ええと、機き密みつを奪だつ取しゆするんだったっけな？　支し部ぶに襲しゆう撃げきをかけ───。

ＧＭ：ジロリ。

狛江：あ、違ちがいますね。あー、その、そうだ！　オーヴァードを襲撃するんでした！　それを隠かくれ蓑みのにしてＵＧＮが隠している三メートルを超こえるような大男の、すさまじいオーヴァードを発見する！　これですよ！（なぜか自信満々）

ＧＭ：「…………ＵＧＮが隠しているオーヴァードを探さぐり出すというのは確たしかだ」

狛江：それに対たい抗こうする戦力として、このあたしが呼ばれたわけですね！　と胸むねを張はります。

ＧＭ：「……プランナーが説明を間違えたのか、お前の頭が悪いのかはこの際さい置いておく」

狛江：頭悪いって言われた！（笑）

ＧＭ：「お前はオーヴァード狩りに参加する必要はない」

狛江：……え？

ＧＭ：春日恭二はピッと一枚まいの写真を投げてよこす。「お前はコイツを見み張はれ」

狛江：写真に目を移うつします。

ＧＭ：北明市の駅前付近で撮とられた写真だね。中央にはノースリーブで身軽な格かつ好こうをした高校生らしき女の子が写っている。で、春日恭二が「そいつの名前は楠森七緒。……こいつに接せつ触しよくして様子を調べろ」

応理：目星つけられてるよ！

狛江：こいつが隠しオーヴァードの居い所どころを知っているんですか？

ＧＭ：「手がかりになる可か能のう性せいがある。……俺の勘かんに近いがな」

隼人：馬ば鹿かな！　そんな勘が春日恭二にあるもんか！（笑）

ＧＭ：うるさい（笑）。で、続けるわけですが。「現げん状じよう、俺たちの中でこいつに接触できそうな奴やつがいない。だから、これはお前の任にん務むだ」

狛江：……確かにこの夏の暑い時季に、汗あせをたらたらかいたおっさんが女子高生の後をついていったら怪あやしいですからね。

ＧＭ：「…………やかましい！　とにかくお前はひとりで動け！」

狛江：オス！　任まかせてください！　こんな小こ娘むすめのひとりやふたり！（笑）

ＧＭ：（眉み間けんを押おさえながら）「……なにをするつもりなんだ、お前は！」

狛江：スポーツバッグをドスンと下ろして、中から瓦かわらを取り出します。




　なぜ瓦が。




狛江：それを積み上げて、手刀でたたき壊こわす！（得意げに）……十三枚まいですよ。

隼人：それがなんなんだ！（笑）

応理：（またエージェントになり）隊長！　この娘、おそらく馬鹿です！（笑）

ＧＭ：「うるさい！　こいつしかいないんだ！」（笑）

隼人：つくづくかわいそうな春日恭二（笑）。

ＧＭ：「とにかくだ！」彼は狛江をビシリと指して、「その女を調ちよう査さするとともに、ここにあるＵＧＮ支部の情じよう報ほうを調べろ！　それがお前の任務だ！」

狛江：了りよう解かいです！　……と言って、路地から出ていこう。

ＧＭ：ではそこでシーンを切ろう。

応理：いいコンビだ（笑）。

椿：戦いたくないくらい、いいコンビ（笑）。







◆Middle 03◆再ふたたび、その姿すがたを


Scene Player ─── 高崎隼人






　北明市内のとあるマンションの屋上。物もの陰かげに隠れつつ、隼人は下の通りを見つめていた。




　通りでは、隼人の写真に写っている人物が歩いている。

　───楠森七緒。隼人が失った日にち常じよう、その最後の欠かけ片ら。




ＧＭ：では次のシーン。……隼人のシーンだ。

隼人：とにもかくにも、一度楠森の姿を確かく認にんしておきたい。

椿：うん。まずはそこからだね。

応理：ボクも登場したいな。

イサム：あ、オレもー。

ＧＭ：では、四人登場ということで。……今七緒が滞在している家の付近にあるマンションの屋上で見み張はりをしているところからはじめよう。

隼人：…………楠森はどうしてる？

ＧＭ：私し服ふくで、犬を連れて歩いているところ。……親しん戚せきの家で飼かっている犬の散歩でもしているんだろう。どこか楽しげに歩を進めているよ。

椿：元気そうだね。

隼人：……ああ。

ＧＭ：連れている犬は年とし寄よりらしく、のたのた、のたのたと進んでいく。その速度に合わせて七緒もゆっくり歩いているよ。……平和そのものの光景だ。

椿：隼人……、大だい丈じよう夫ぶ？

隼人：ああ、大丈夫だ。……アイツを、この光景を護まもらなきゃな。

椿：……うん。

狛江：ＧＭ、ここで登場していいですか？

ＧＭ：うん、了りよう解かい。

狛江：では、七緒の連れている犬が茂しげみの方に向けてうなりはじめる。ウウウウウッ！　と。

応理：おや？

ＧＭ：では、それを見て七緒が「急にどうしたの？」と言ってリードを引く。

狛江：で、犬が茂みに突つっ込こむわけですよ。するとあたしが、手で頭をかばいながら……ややや、やめてやめてやめて！（笑）

椿：襲おそわれてるー！（笑）

応理：（ナレーション口調で）犬は本来、強い生命体である。

イサム：よくわからないナレーション入れるな！（笑）

狛江：ちなみに、今まで匍ほ匐ふく前進で近づいて見つかりました。

隼人：匍匐前進かよ！（笑）

ＧＭ：すると、七緒が「こら！　やめなさい！」とリードを強く引く。すると、犬のほうもしぶしぶながら大人しくなる。で、七緒が「あああああ、すみません、すみません」と。

狛江：ひっかき傷きずとか、草の葉っぱとか頭にのっけて立ち上がろう、よろよろと。

椿：ここで狛江の顔が見えますよね？　では、それを見てビックリします。

隼人：俺も俺も。……げ！　と叫さけぶ。

イサム：……？　どーしたんすか？　草むらからジャージの女の子が出てきたけど（笑）。

ＧＭ：七緒は狛江にぺこぺこと頭を下げて続ける。「本当にすみません。ケガはないですか？　いつもはこんなことしない子なんですけど……」

狛江：あたしは手に持っていたロープ、そしてクロロホルム入りのハンカチを───。

イサム：なんか変なもの持ってるぞ、アイツ！（笑）

狛江：懐ふところにしまいます。

椿：隠した！（笑）

狛江：…………しまった。完かん璧ぺきな計画のはずだったのに……。

応理：なんか、あたふたしてるな（笑）。

ＧＭ：「本当に大丈夫ですか？」と、なんだか反はん応のうの無い狛江に七緒が心配そうに言う。

狛江：あ、大丈夫です！　そんなに心配しないでください、七緒さん！（笑）

隼人：名前言った────っ！（笑）

ＧＭ：「…………え？」七緒は目をぱちくりと。

イサム：これ、オレたち出て行った方がいいんじゃ……？

椿：えっと、ちょっと待って。この空間にどうやって入っていけばいいのか分からない（笑）。

狛江：では、あたしはしまった！　という顔になって少し迷まよった後。

ＧＭ：迷った後？

狛江：おもむろに手刀で七緒の首くび筋すじを叩たたいて気き絶ぜつさせます。

一同：なにいいいいいいいいいいいいいっ!?

狛江：せやっ！　ビシッ！（叩く音）どさっ（倒れる音）。

隼人：待て待て待て！（笑）それは出ていく！

椿：まず《ワーディング》！　それから後を追う！

応理：ボクも行くよ。

イサム：あ、オレも！

ＧＭ：では、狛江が七緒の体を抱かかえたところで《ワーディング》が展てん開かい。同時に隼人をはじめとして、みんながその場に飛び降りてくる。

隼人：おい、狛江！

狛江：隼人!?

椿：何やってるの、狛江！

狛江：椿も！　…………ええと、この人が突とつ然ぜん倒れて────ね？（笑）。

一同：そんな言い訳わけが通用するかああああああああああっ！（笑）

イサム：とりあえず隼人に聞こう。……先せん輩ぱい、知り合いっすか？

隼人：知り合いもなにも。コイツはＦＨのチルドレンだ。

応理：それは敵てき……ってことだね？

隼人：それには何も答えずに、少し殺気混まじりに狛江を睨にらむ。……プレイヤーは腹を抱えて笑ってるけど（笑）。

椿：私も距きよ離りを詰つめる。

応理：ボクも懐からクギを取り出すよ。

イサム：オレはギターを構かまえるぜ（笑）。

狛江：む……。さすがにちょっと真しん剣けんな顔になる。

椿：狛江、事じ情じようを話してくれない？　と静かな声で言います。

狛江：ふん！〝真円の狼ムーンストラツク〟たるこのあたしが、そう簡単に秘ひ密みつを喋しやべると思っているの!?

隼人：なんだとしても、ソイツはお前に連れてかせるわけにはいかねえ。

狛江：……なんでそんなに───。

ＧＭ：おっと。そこで全員〈知覚〉で判はん定ていしてもらおう。目もく標ひよう値ちは10。

隼人・狛江・応理：成功～。

椿・イサム：失敗ー。

ＧＭ：成功した人は、どこからかキミたちを見ている視し線せんがあることに気づく。……具体的には、さっき隼人たちがいた隣となりのマンションの屋上。

隼人：なに!?　《ワーディング》中だぞ!?

応理：手に持っていたそっちにクギを投げる！

ＧＭ：応理が攻こう撃げきした瞬しゆん間かん、気配がふっと消える。

狛江：じゃ、その隙すきを狙ねらって七緒を隼人に投げつけます。

隼人：おっと！　あわてて受け止めよう。

狛江：で、受け止めている隼人の横を走り抜ぬける！

椿：あ、待って！

ＧＭ：じゃあ、狛江はそのまま退たい場じようしたことにしよう。判定に成功した応理はクギを投げちゃったし、隼人は七緒を支えなきゃいけないしね。

応理：ちなみに、屋上にいた気配は？

ＧＭ：もうとっくにいなくなった。逃にげられたようだね。

イサム：今、何があったんだ？

応理：ボクらが彼女に手間取っているのをどこかで見ていた奴やつがいる。

隼人：くそっ！　どうしてコイツが……。そう言って、気絶している七緒を見ます。

ＧＭ：傷きずもまったく無く、ただ眠ねむっているようにも見えるね。

椿：…………。

応理：隼人。彼女を家まで送ってあげなよ。……彼女の目が覚める前にね。

隼人：……わかった。貧ひん血けつで倒たおれた、って言っておくよ。

ＧＭ：では《ワーディング》が解とけ、隼人が歩き出したところでシーンを切ろう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




イサム：いや～、狛江の挙動がすごかった。アレが安達くんの力か（笑）。

狛江：いや、こっちも必死だったんですよ。ここら辺で一度合流はしておきたいんだけど、なかなかしにくいし。だから七緒を気き絶ぜつさせればいけるかなあ、と。

ＧＭ：なるほどね！　気絶した方が他のみんなは出やすいから、あんなことしたのか！

隼人：……ほんとかなあ（笑）。






《ワーディング》　オーヴァード以外の人間を無力化するエフェクト。オーヴァードなら誰でも使える。










◆Middle 04◆次の被ひ害がい者しや


Scene Player ─── 群墨応理






　隼人が姿すがたを消してしばらく。突然応理の携けい帯たい端たん末まつが着信を告げた。

　通信の相手は秋原支し部ぶ長ちよう。内ない容ようは新しい被害者が出たとのことだった───。




ＧＭ：では次のシーンに行きましょう。シーンプレイヤーは応理。

応理：あ、こっちなんだ。

ＧＭ：ＵＧＮ組なら誰だれでもいいんだけどね。応理の携帯端末に秋原から着信が入る。……新しい被害者が出たそうだ。繁はん華か街がいの裏うら路ろ地じで。

応理：わかった、そっちに行くよ。

ＧＭ：では、シーンはその裏路地。応理が行くと、秋原さんをはじめとした北明支部の面々が調ちよう査さを進めている。

応理：じゃあ手をあげて中に入っていこう。……被害者は無事なのかい？

ＧＭ：彼女はこくりとうなずく。「だいぶ負ふ傷しようはしてますし、意い識しきもありませんが生きてはいます。……ウチのイリーガルである高校生の少年ですね」

応理：……ふむ。

ＧＭ：あたりには巨きよ大だいな爪つめ痕あととか、焦こげ跡が見える。まさにオーヴァードが戦った跡だ。

応理：まだ少年だというのに……。

ＧＭ：「年ねん齢れいに関係なく、人の命が奪うばわれるということは許ゆるされることではありませんよ」

応理：うん、そうだね。

ＧＭ：「ただ……」秋原さんはあたりを見回す。「どうやら彼は複ふく数すうのオーヴァードにやられたようです。組そ織しきで動いているとなると、厄やつ介かいですね」

応理：ＦＨだね。

ＧＭ：「……おそらく。市内で春日恭二を見たという情じよう報ほうも入りました。彼は単たん独どくでは動かないと聞いています。であれば、ＦＨが動いているのに間ま違ちがいはないかと」

応理：ボクもそう思うよ。……さっき別のＦＨエージェントも見たしね。

ＧＭ：「別のエージェント!?　どこで見たんですか!?」秋原さんは応理に詰つめ寄よる。

応理：え……？　いや、さっき女の子を拉ら致ちしようと……。

ＧＭ：「女の子？　オーヴァードですか？」

応理：それは……。

椿：って話しちゃダメですよ！　支部長は七緒さんのことを知らないんですから。

応理：あ、そうだった。……えーと、一いつ般ぱん人じんだよ。

ＧＭ：「一般人？　なぜＦＨが一般人を？」

応理：え!?　いや……、それがＦＨの仕事……、だからじゃないかな？

ＧＭ：「となると一般人も見回る必要がありますね」

応理：う……、そ、そうね。

ＧＭ：「……わかりました。では、襲おそわれた一般人についてはこちらで調べておきましょう」

椿：ああー……。

応理：い、いや！　その必要はないよ！

ＧＭ：なんだそのいかにも怪あやしい切り返しは（笑）。……ではいぶかしげに応理を見るよ。

応理：今はそんな場合じゃないんだろ？　オーヴァード狩がりが問題なんだろ？　だから、その、えーと、……ほっとけよソイツ（笑）。

一同：その言い方じゃダメだろがあああああああああっ!!（笑）

イサム：秋原さん理想高いんだから！（笑）

ＧＭ：では、彼女は応理を見て「……本気ですか？」

応理：本気じゃないよ！　本気なわけないだろ！（笑）

ＧＭ：「こんな時に冗じよう談だんはよしてください」彼女は首を振ふって言う。

応理：こんな時だから冗談言うんだよ！　やってらんねえだろ！　人がひとり死にかけたんだ！　少しは和なごませようと思ってるんだよ！（笑）

椿：ああああああ、どんどんグダグダに！（笑）

イサム：あー、ＧＭ。登場していいかしら。

ＧＭ：了りよう解かい。

応理：おお、サム！　ちょっと助けてくれないか？（笑）

イサム：そのために来たんだけどさ（笑）。……もう、ここまで来たらぶっちゃけるしかないんじゃない？　さっきから聞いてたけど、これ以上フォローはできないっすよ。

応理：わかった。……というわけで。あらためて全部を話そう。

イサム：秋原さん、ちょっと話があるんだ。

ＧＭ：目をぱちくりとさせる秋原さん。

応理：では、七緒の話をざっとするぞ。

ＧＭ：「…………」話を聞いて、彼女は何かを考え込こんでいるようだ。

イサム：秋原さん、柚木の話を覚えてますか？

ＧＭ：「…………」黙だまったまま、彼女はイサムを見る。

イサム：楠森七緒の話は柚木のそれに似にてるんだ。それを秋原さんにしなかったのは、信用してないからじゃない。……この話は知っている人は少なければ少ないほどいい。

ＧＭ：彼女は静かにうなずく。「……その理り屈くつはわかります」

応理：黙っていて悪かったね。……それと、この件けんをキミが知ったということも知られない方がいい。

ＧＭ：「しかし、ＵＧＮのこういう隠いん蔽ぺい体たい質しつに関しては───」秋原さんは首を振る。

応理：納なつ得とくいかないかい？

ＧＭ：「ええ。納得いかない部分は多々あります。……事前に知っていれば手の打ちようもあったものを」

イサム：違ちがうんだよ、秋原さん。これは隠かくさなければならなかったんだ。……それは楠森さんの生活を、あの人の人生を護まもるために。柚木は受け入れてくれたけど、彼女はその準じゆん備びができていないんだから。

ＧＭ：「ええ、もちろんそれもわかっています。それを理り解かいした上で言っているのです。同じＵＧＮなのに……」最後の方はむしろ独ひとり言のようだね。

狛江：藤崎とか、上じよう層そう部ぶとかに対しての言葉だね。

ＧＭ：そうそう。……そしてすぐに彼女は「警けい備びは強めます。そちらは情じよう報ほう収しゆう集しゆうを進めてください。襲ってきたエージェントについても、あなた方の方が調べやすいでしょう」

イサム：わかりやした。

応理：ああ、楠森七緒についてだけれど、隼人と椿───特に隼人の方だが───彼女についてかなり敏びん感かんだ。それなりの配はい慮りよをしてやってくれないか。

ＧＭ：「……わかりました」と彼女もうなずく。

応理：ではボクらはそこから出て行くよ。

ＧＭ：了解。そこでシーンを切ろう。







◆Middle 05◆事じ件けんの揺ゆ.らぎ


Scene Player ─── 玉野椿






　ＵＧＮ北明支し部ぶの端たん末まつを使い、椿は状じよう況きようの整理を行なっていた。

　オーヴァード狩り、七緒の護ご衛えい、そしてＦＨの動き。

　調べなければならないことはまだまだ多い。




ＧＭ：……前のシーンはすごい展てん開かいだったなあ（笑）。

イサム：情報があっさり漏もれると思わなかった（笑）。

隼人：まあ、いろいろと面おも白しろいけど（笑）。

ＧＭ：というわけで椿のシーンです。

椿：はい。……とりあえずはオーヴァード狩りについて北明支部の端末を使って状況を分ぶん析せきしてみます。まずは真ま面じ目めに仕事をしないと。

ＧＭ：了解。じゃあ、〈情報：ＵＧＮ〉で調べてもらおう。ＵＧＮ支部内だし。

椿：……あ、出目が悪い。コネを使っても達たつ成せい値ち７です。

ＧＭ：むむ。それはコネであるＵＧＮ幹かん部ぶに連れん絡らくが取れていない感じだな……。

応理：おっと。それならボクが登場しよう。（椿に）……大変そうだね。

椿：応理さん……、ちょっとまだ状況が見えなくて。

応理：じゃあこのパスワードを使うといい。……ボクも〈情報：ＵＧＮ〉で判はん定ていするよ？

ＧＭ：了りよう解かい。

応理：……お！　クリティカルだ！　すっげー！　このパスワードホントに当たってたよ！　ほら、こんな情報も書いてある！（笑）

イサム：当てずっぽうなのかよ！（笑）

応理：いやあ、勘かんだったんだけどね（笑）。

ＧＭ：まあいいや（笑）。判定に成功したんだし、まずは情報をまとめよう。

椿：お願いします。

ＧＭ：この支部のデータベースによれば、この事件───通称〝オーヴァード狩がり〟はＦＨエージェント春日恭二主しゆ導どうで行なわれている連続事件。この街にいるオーヴァードを春日恭二が調べ出し、集しゆう団だんで襲しゆう撃げきするという形で事件が起きている。

椿：複ふく数すう人にんのオーヴァードでひとりを襲おそうのか……。

ＧＭ：ただし、現げん在ざい死人は出ていない。重じゆう傷しようだったりもするけど、命までは奪うばってない。

応理：やっぱり、何かを探さがしているように見えるね。……オーヴァードをぎりぎりまで痛いためつけて、その能のう力りよくを引き出そうとするような。

ＧＭ：そしてここからは応理が気づいたことなんだが。

応理：おや？

ＧＭ：春日恭二が主導で動いているにしては、やけに数が多いね。さらに言えば、襲撃のやりかたやタイミングがやけにばらばらだ。

椿：それ、別のところが動いている……ってこと？

応理：かも、ね。……ボクはさっき監かん視しされていたことを思い出そう。

椿：…………。

応理：ああ、そうだ。椿、ちょっと確かく認にんしておきたいことがあるんだ。

椿：……？　なんですか？

応理：さっき見た、犬に襲われていた子。……知り合いなのかい？

椿：実は───。と言って、霧谷さんの関連を説明します。

応理：そうか、雄ゆう吾ごが……。

椿：…………。

応理：しかし、思うんだが。

椿：はい？

応理：あの子、ホントにＦＨの人間なのか？（笑）

ＧＭ：応理に言われると、ものすごいショックだな（笑）。

応理：まあなあ。ボクがＵＧＮにいることくらい信じられないんだよ（笑）。

狛江：ひどい言われようだ！　最初はまともなキャラではじめたはずなのに！（笑）

ＧＭ：どこがだ！　キャラメイクの時点から空手キャラだったじゃないか！（笑）。

椿：ま、まあ……、あれでもれっきとしたＦＨチルドレンです。……一いち応おう。

応理：ああいうエージェントもあり、か（笑）。

椿：でも、あの事件を生き延のびている人物です。

応理：油ゆ断だんはできない、ということだね。……ならば、もし彼女と本気で戦せん闘とうをする場合、情じようがキミの手を鈍にぶらせるかもしれない。それは大だい丈じよう夫ぶ？

椿：……はい、覚かく悟ごはしています。

応理：まあ、それはそれとしてあの子は大丈夫な気がするんだよなあ（笑）。

イサム：あー、応理くんさ。支し部ぶ長ちように七緒さんの話をしちゃったの、ここで話しておいてくれよ。

応理：あ、そっか。わかったわかった。……では、改めて椿の方を向く。

椿：……なんですか？

応理：これは隼人に話そうと思っていたんだが、先にキミに話しておこう。

椿：はい。

応理：───ここの支部長に楠森七緒のこと、言っちゃった。




　プレイヤー田中天、満面の笑えみ。




椿：ええええええええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：ずいぶん軽いな、おい！（笑）

椿：ほ、本当ですか!?

応理：うん、マジ。あ、支部長は内ない密みつにしてくれるって。大丈夫、大丈夫。

椿：…………このこと、藤崎さんの方には？

応理：話しているわけ無いじゃないか！　怒おこられるもん！　だからつい言っちゃったんだよ！　言いたくて言ったんじゃないんだ！（笑）

ＧＭ：逆ぎやくギレするなよ！（笑）

応理：隼人にだって言いたくないんだよ！　アイツものすごく強くなってるんだぞ！　ボクなんかもう瞬しゆん殺さつさ！（笑）

椿：でも、結局応理さんが喋しやべったんですよね。

応理：ハイ、ごめんなさい。ボクが言いました（笑）。

椿：まあ、隼人には機会を見て私が言いますから。後でフォローしておいてくださいね。

応理：ハイ、お願いします（笑）。

ＧＭ：なんで応理が出てくるとこんなにひどいんだ（笑）。

イサム：普ふ通つうに情じよう報ほう収しゆう集しゆうのはずなんだけどなあ（笑）。

ＧＭ：まあ、とりあえずシーン切ろう（笑）。







◆Middle 06◆相まみえるふたり


Scene Player ─── 辰巳狛江






　一方その頃、狛江は頭を悩なやませていた。

　昨日の少女、楠森七緒に怪あやしい点は特に見あたらなかった。

　だが、隼人たちが出てきたことが気にかかる。一体あの少女との間に何があるのか。




　ひとしきり考えた後、狛江は立ち上がる。

　───わからないなら直接聞きに行こう！




ＧＭ：というわけで、次のシーンは狛江。

狛江：はーい。……まずこっちは言われたとおり、ＵＧＮの北明支し部ぶについて調べようと思います。地道に見み張はりとか盗とう聴ちようとか繰くり返して。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ〈情報：ＦＨ〉で判はん定ていしてもらおう。

狛江：……えーと、７かな。

ＧＭ：では、じっくり調べてわかった結果はこんなかんじだ。

狛江：ふんふん。

ＧＭ：支部長、秋原香苗の元で活動しているとか、少数精せい鋭えいが基き本ほんだということもわかるけれど。重要な情報はたったひとつ。

狛江：それは？

ＧＭ：どうも、隼人や椿を見張っている節がある。……彼らには内ない緒しよで。

イサム：うえっ!?

応理：当然と言えば当然かも。……隼人、椿には前にＵＧＮの命令を無む視しした経けい歴れきがあるし。

隼人：それを言われると辛つらいな。

狛江：ふーむ。……ＧＭ、ちょっと繁はん華か街がいの歩行者天国で仁に王おう立だちしてます。

ＧＭ：え!?　そ、それはいいけど……。

応理：ジャージの女子高生が、繁華街で仁王立ちしてるのか（笑）。

椿：すごいビジュアルだなあ（笑）。

狛江：で、隼人を待つ。（隼人に）……というわけで登場してくれない？

隼人：俺おれか！　……わかった、登場しよう。こっちも話しておきたいところはあるしな。

ＧＭ：では、繁華街を歩いていると、見知った顔が仁王立ちしている（笑）。

隼人：昨日のことで悩んでいるところに───。

椿：目立つジャージが（笑）。

狛江：（指をさして）見つけた！　高崎隼人！

隼人：フルネームで呼よぶな！（笑）

狛江：待て高崎隼人！　なぜ逃にげる高崎隼人！（笑）

隼人：別に逃げやしねえけど、この場で話すのはいやなんだよ！（笑）

ＧＭ：もっともな意見だ（笑）。

隼人：ということで、適てき当とうに人が少ないところまで来てから振ふり向く。

ＧＭ：では、夕ゆう暮ぐれの裏うら通どおり。あたりにはほとんど人ひと影かげはない。

隼人：（苦々しい顔で）……何の用だ。悪いが、今お前の顔を見ると斬きりたくなる。

狛江：待て待て！　あたしはここでやり合う気は無いの！　……どうしても聞きたいことがあるんだってば！

隼人：……昨日俺の友達を殴なぐった奴やつのセリフじゃねえだろ。

狛江：お、では目を丸くして言います。……友達？

隼人：う……。

狛江：チルドレンのお前に、一いつ般ぱん人じんの友達がいたなんて。

隼人：俺くらいの年ねん齢れいだと潜せん入にゆう捜そう査さが多いんだ。そんなこともある。……と、無む意い識しきに胸むねのポケットあたりを触さわる。狛江は何度か見てるんで、写真のことは知っているだろう。

狛江：刀にもしてたしね。……じゃあ、なんとなくじっと見てる。

隼人：…………。で、何の用だ？

狛江：……伊い織おりのことなんだけど。

ＧＭ：おお、そう来るか。

隼人：元気にやってるぞ。……体の方もだいぶマシになったみたいだし。

狛江：えっと……、伊織はまだ前線に立っているのか？

隼人：いや。あいつは……もう戦うことはないだろう。

狛江：長く息を吐はいて、ほっとしよう。……よかった。

応理：ナチュラルにいい子だなあ（笑）。

隼人：じゃあ、こちらからも聞かせてもらおう。……お前はここで何をしている？　なぜアイツを狙ねらう？

狛江：いや、それは任にん務むであの子を……。……あれ？

隼人：どうした？

狛江：そういえば、襲しゆう撃げきしろとは言われなかったような……（笑）。

隼人：おい！（笑）

ＧＭ：思いあまって手が出たのか（笑）。

狛江：監かん視ししろ、と言われていたんだ。うん、そうだ。

隼人：ったく、お前はいつも……。

狛江：別にあの女をどうこうしようってことは考えてない。……あたしは謎なぞのオーヴァードの手がかりを探さがしているだけだ。

隼人：…………。その言葉にはちょっと黙だまってしまおう。

狛江：では、こちらもそこでふと思い当たる。ただの一般人を、ここ専せん属ぞくのチルドレンでもない隼人が固こ執しつするのが不自然だということに。

隼人：表ひよう情じようの変化を読み取ってから俺は言うぞ。……もし、お前がアイツをもう一度同じ目にあわせるのなら、俺はお前を斬る。───殺気を込こめて、射いるような視線で狛江を見る。

狛江：瞬しゆん間かん的に〝ダインスレイフ〟を思い出し、大きくバックステップする！

隼人：できればお前とは戦いたくない。……あの研究所の、数少ない生き残りなんだから。

狛江：…………それじゃあ、そのよしみでひとつ教えておいてやる。

隼人：……？

狛江：お前、監視されてるぞ。……ＵＧＮに。

隼人：何っ!?

狛江：ここであたしは身を翻ひるがえして、人ひと混ごみに消えていきます。

ＧＭ：了りよう解かい。……では、これでシーンを切ろう。






伊織　フルネームは柏木伊織（かしわぎ・いおり）。ＵＧＮのチルドレンだったが、故あってＦＨに寝返った人物。椿に救われ、現在はＵＧＮに戻ってきている。霧谷雄吾の実の妹。

〝ダインスレイフ〟　過去、隼人に植え付けられていた戦闘用人格の名前。最強の戦闘用人格としてＦＨ、ＵＧＮ双方によって作り出された。










◆Middle 07◆ＦＨの内ない情じよう


Scene Player ─── 蓮見イサム






　知り合いであるＵＧＮ幹かん部ぶからの連絡を終え、イサムはひとつため息をついた。

　情じよう報ほう屋やに春日恭二について調べてもらったのだが、なんとも判はん断だんがつかない。




ＧＭ：では、次はイサムのシーン。

イサム：事じ件けんについてはもう調べてくれたし。オレがやるとしたら春日恭二について調べるくらいかなあ。

椿：うん、七緒ちゃんは隼人が調べる方が筋すじだと思うし。

イサム：ん、じゃあＵＧＮ関係で紹しよう介かいされた情報屋に連れん絡らくをつけるよ。

ＧＭ：了解。……〈情報：ＵＧＮ〉で判定を。

イサム：……達たつ成せい値ちは９。そこそこは出たな。

ＧＭ：ＯＫ。では、イサムが連絡を取ってしばらく。春日恭二のプロファイルと、近々に確かく認にんされた情報が端たん末まつに送られてくるよ。

イサム：おっし、開いて読むぜ。

ＧＭ：───春日恭二。日本におけるＦＨの最高実力者、都築京香の下で動いているエージェント。今回の任にん務むはどうやら、都築京香が彼を直ちよく接せつ指名して当たらせているみたいだね。

隼人：都築京香に呼よばれた!?

ＧＭ：そうそう。どうやら他の任務に就ついていたところを強ごう引いんに引っこ抜ぬかれたらしい。春日恭二にしてみても、指名されての仕事だし。モチベーションは高いみたいだよ。

椿：ああ……、やる気になっているんだ……（笑）。

狛江：夏なのにがっちりスーツ着こんでたのは、やる気が高いからか（笑）。

応理：見事なまでに囮おとり役やくだな（笑）。

ＧＭ：ちなみにものすごい真ま面じ目めに任務をこなしているね。……出世したいから。

応理：（しみじみと）真面目でいい働きものなんだよねえ……（笑）。

ＧＭ：で、最後に。その春日恭二チームの中につい数日前、辰巳狛江というチルドレンが加わったという話が。

イサム：あれか……。と、犬に襲おそわれている様子を思い出すオレ（笑）。

椿：じゃあここでちょっと登場して、イサムくんにも狛江の情報を渡わたしておきます。

ＧＭ：了解。イサムはどこにいるんだ？

イサム：北明支し部ぶの屋上。送られてきた情報を見ながら、ギターを弾ひいてる。……べれーん、ぼろーん（笑）。

隼人：お前はギター弾かないと考えられないのか！（笑）

イサム：控ひかえめに言って、その通りだ（笑）。

椿：じゃあ、ギターの音を探さがして来たということで（笑）。

ＧＭ：わかりやすいんだか、わかりにくいんだか（笑）。

椿：扉とびらを開いて、……ここにいたんだ。と声をかけます。

イサム：先せん輩ぱい、どうしたんです？

椿：ちょっと、イサムくんに話していなかったことがあったから。それを伝えようと思って。

イサム：……うす。

椿：昨日のことなんだけど───。と言って、狛江について一通り伝えます。

イサム：うーん、複ふく雑ざつな関係っすね。

椿：決して悪い子ではないんだけど……。

イサム：なんというか、オレと同じ魂たましいを持っている気がする。ひとつのものを究きわめようとするところとか（笑）。

ＧＭ：まあ、ぼんくらーずだからねえ（笑）。

椿：とにかく、そういうことがあったの。

イサム：理り解かいはしました。……オレは考えるの苦手なんで、先輩たちが戦うって決めたらそいつとも戦いますよ。

椿：うん。……ところで芽以ちゃん元気？　あれからこっちもなかなか連絡取れなくて。

イサム：ではその言葉にパッと明るい顔になって。……元気っすよ！　訓練は大変らしいけど、目標が見つかって喜んでるし。

椿：……そっか。それはよかった。

イサム：新しい学校にも慣なれたみたいだし。どんどん友達を作っているらしいっすよ。

椿：（何度もうなずきながら）芽以ちゃんなら、どこでもみんなと仲良くできそうだよね。

イサム：だから、オレも柚木を護まもれる男になるべく今修しゆ行ぎようしてるってわけです！　……と、ここでギュアーンとギターを鳴らす。柚木への曲も作ってるんですが、聞きます？（笑）

隼人：また作ってるのか！（笑）

椿：な、なんか目が本気だ……。とりあえず、遠えん慮りよしておく、ね？（笑）

イサム：おぉっと。それは残念。

椿：私が手紙をもらった時は〝力〟のコントロールが大変だ、って言ってたけど。……という手紙をもらっていたことにしよう。

イサム：そのへんも、徐じよ々じよに慣れてきているらしいです。（胸むねを張はって）……ま、柚木はやればできる奴やつですから。

椿：うん、それはよく知ってるよ。……と感かん慨がい深ぶかげにうなずきます。

イサム：でも寂さびしいもんすよ。

椿：……え？

イサム：柚木をささえてやれる男になりたいと思いつつ、どんどん向こうの方が自立していってますから。なんつーか、オレのダメさ加か減げんが目立っちまって。

椿：イサムくんもがんばればいいのよ。……大だい丈じよう夫ぶ、キミもちゃんと成長してるんだから。

イサム：……ちょっと意外そうに椿先せん輩ぱいを見ます。

椿：……ね。

イサム：そうっすね……。そう言ってもらえると自信が持てます。……おーし！　やるぞー！　と言いながらギターをかき鳴らす！

ＧＭ：北明市の屋上で、魂のギターが轟とどろく（笑）。

イサム：ああ、そうだ！　椿先輩！　この事じ件けんが一いち段だん落らくついたら、どっか遊びに行きませんか!?　前の時みたいに、みんなで。

椿：目をぱちくりとさせます。

イサム：隼人先輩も煮に詰つまっちゃってるし、一回息を抜ぬいておくのも悪くないっすよ！

椿：……そうね、ここのところ任にん務む漬づけだったからそれもいいかもしれないね。

イサム：へっへっへ、先輩も丸くなってきましたね。……と生意気を言うオレ（笑）。

椿：頭をかいて、それはごまかす（笑）。

ＧＭ：ん、いいシーンだ。……では、そこで一度シーンを区切ります。







◆Middle 08◆失った過か去こ


Scene Player ─── 高崎隼人






　北明支し部ぶ近くにある公園のベンチに座すわり、隼人は携けい帯たい端たん末まつの通信スイッチを入れる。

　まだ手には微かすかに七緒のぬくもりが残っていた。

　彼女を───護らなければならない。その思いだけが空回りし、焦あせりが募つのる。




ＧＭ：というわけで次は隼人のシーン。

隼人：ちょっと藤崎に連れん絡らくを入れていいかな？　楠森について確かく認にんをしておきたい。

ＧＭ：ふむ、了りよう解かい。……しばしの後に、「用件は？」という冷たい声がする。

隼人：確認したいことがある。……〝タイム＆アゲイン〟についてだ。

ＧＭ：「…………聞こう」

隼人：ＦＨはアイツのことをどこまで知っている？

ＧＭ：「どんな能のう力りよくであるかはつかんでいるだろう。だが、個こ人じんまでは特定できていまい」

隼人：なんでそう言える？

ＧＭ：「あの時、鵜月幹安うづき・みきやすが彼女を利用しようと現あらわれたその時。鵜月はＦＨに楠森七緒の情じよう報ほうを隠かくしていた。彼の目的のためにはＦＨ本体に動かれるわけにはいかなかったからだ」

応理：……そうだね、確たしかに彼はそう言っていた。

隼人：もうひとつ聞きたい。……彼女が能力を取り戻もどす可か能のう性せいは？

ＧＭ：「無いとは言い切れん。前と同じように、彼女が精せい神しん的なショックを受ければ可能性は高いだろう。……トラウマと関係しているようなショックを受ければ、特に」

狛江：前に発動した条件は〝友達の死〟、だっけ？

ＧＭ：うん。死んだ友人……つまり隼人を取り戻そうとして彼女は能力を使った。

隼人：じゃあ、そこまで聞いたら適てき当とうに通信を切る。……まだ日にち常じようがあったころとか、双枝市のこととを思い出しつつ、遠くを見てる。

ＧＭ：お、じゃあそこに声がかかるよ。「……おや？　隼人くんじゃないか」

隼人：ん？　そっちを見よう。

ＧＭ：そこには買い物帰りらしき綾渕が立っている。両手にコンビニの袋ふくろをぶら下げて。「どうしたんだい。……こんなところで」

隼人：イヤ……、ちょっと考えごとを。昔を思い出すというか、なんというか。

ＧＭ：「まだ昔を思い出すような歳としじゃないだろう」と言って彼は横に座すわる。
















隼人：こう見えても、いろいろあったんすよ。……と苦笑いをうかべる。

ＧＭ：「まあ、少しだけなら話を聞いているよ」綾渕はそう言いながらコンビニの袋をのぞき込こんで、「お茶と野菜ジュースとコーヒーがあるけど、何か飲むかい？」

隼人：あ、じゃあ野菜ジュースで。……ありがとうございます。

ＧＭ：キミにジュースを手て渡わたしつつ、彼は言う。「話は聞いてるよ。だいぶ派は手でなことをしてるね。ＵＧＮに逆さからったり、霧谷さんが倒たおれたときにもその場に居い合あわせたんだろ？」

隼人：うう、なんかそういう風に言われると恥はずかしいな（笑）。ちょっとそっぽを向いて言おう。……まあ、正しいと思うことをやっていたらそうなっただけで。

ＧＭ：「その歳としで胸むねを張はってそんなことが言えるんだったら、キミは立りつ派ぱだよ」彼は笑う。

隼人：まあ、その、……はい。

ＧＭ：「ただあんまり悟さとったようなことを考えない方がいい。キミはまだ十八年しか生きてないんだ。……何か大変な状じよう況きようになってるんだろ、今も？」

隼人：う……！　何か探さぐりを入れられたような気がするが……。

ＧＭ：「ああ、個人的な事じ情じようは聞かないよ。……ただキミがそんな顔をしてたから、つい」

隼人：いや、その通りなんでビックリしただけです。

ＧＭ：「とりあえずは、あんまり我が慢まんしすぎずにやりたいことをやるといい。……僕ぼくの言いたいのはそれだけだよ」教き師ようしのように、静かに、綾渕は言う。

隼人：……はい。

ＧＭ：「……椿ちゃん、いるだろ？」と、彼は突とつ然ぜん話を変える。

隼人：え？　あ、はい。椿ですか。

ＧＭ：「僕が彼女の親代わりをして、ひとつだけ後こう悔かいしていることがあるんだ」

椿：…………。

ＧＭ：「彼女、ちょっと堅かたいところがあるだろう。……あれは僕のせいなんだよ」

隼人：ん～～～～、そうですか？　あれくらいが本当はちょうどいいと思いますけど。俺おれなんかよりずっとしっかりしてますよ。

ＧＭ：「そう言ってくれると救われるね」と笑ってから、彼は遠くを見る。「椿ちゃんを育てている時、僕は変へん貌ぼうしてしまった世界を護まもることが一番大事だと思っていた。だから彼女には一生懸けん命めいにそのことを伝えた。それがＵＧＮの役やく割わりであり、キミはそのひとりなのだと」

隼人：…………。

ＧＭ：「彼女はあの通り頭がいい。だからそれを理り解かいし───いや、しすぎてしまったんだ。一時期は一いつ般ぱんの社会そのものに反発を覚えていたころもある」

イサム：そうなのか……。

椿：ライフパスで〝平へい凡ぼんへの反発〟という項こう目もくを振ふりました。

ＧＭ：「いくらオーヴァードといえども子こ供どもは子供だ。……それを忘わすれて考えを押おしつけてしまったわけだな。僕が」

隼人：……大人の意見ですね。

ＧＭ：「だから、キミは自分のやりたいことをやるといい。……誰だれに押しつけられるでもなく、自分自身で考えた行動を」

隼人：はい。……そうしてみます。

ＧＭ：綾渕は満足げにうなずくよ。「なんだかものすごい跳はねっ返りのように言われているけど、素す直なおな子じゃないか、キミは」と笑う。

隼人：勘かん弁べんしてくださいよ。と言って苦笑いをする。で、その後に……今のことは椿に言ってやらないんですか？

ＧＭ：「う～～～～～ん、言ってもいいんだけどさ」

隼人：だけど？

ＧＭ：「ほら、照れくさいじゃないか。……ずいぶん顔も合わせてないことだし」綾渕は困こまったように笑う。

隼人：そうですね、と言って俺も笑う。

ＧＭ：「じゃあ、僕はそろそろ行くよ」と綾渕は立ち上がり、袋ふくろを持つ。

隼人：あ、俺も持ちますよ。




　袋を受け取り、長身の綾渕に続いて隼人は歩き出す。

　───その時、彼は気づいた。

　自分の心が少し軽くなっていることに。焦あせりで狭せばまった心が、少し広くなっていることに。

　綾渕の背せ中なかを見ながら、隼人はわずかに頭を下げた。







◆Middle 09◆春日恭二、出しゆつ撃げき


Scene Player ─── 辰巳狛江






　昼でも日の差さぬ、暗い路ろ地じ裏うら。

　そこに白いスーツを着た男をはじめ、数人の男たちが集まっている。




　スーツの男は春日恭二。彼は狛江の報ほう告こくを聞くと、残忍な笑えみをその顔に浮うかべた。




ＧＭ：そして狛江のシーン。

狛江：とりあえず春日恭二さんと連れん絡らくを取ります。

ＧＭ：ＯＫ。では、彼は直ちよく接せつ聞きたいと言って狛江を呼よび出します。……路地裏に（笑）。

隼人：好きだなあ、路地裏（笑）。

狛江：ま、素す直なおに行きますけどね。路地裏（笑）。

ＧＭ：おう。では、狛江が指定された場所に行くと開口一番春日恭二が、「……誰が襲しゆう撃げきしろと言った！」と渋しぶい顔で。

狛江：うう。……しゅんとします。

ＧＭ：「俺は接せつ触しよくして様子を見ろと言ったが、襲撃しろとは言ってない」イライラと言う。

狛江：すみません……。

ＧＭ：「それで、何か分かったことはあるのか？」

狛江：ええと……。とここでちょっと口ごもる。

イサム：おや？

狛江：頭に浮かぶのは隼人の顔。七緒のことを話すかどうか迷まようけど、……いや、あたしはＦＨ。アイツはＵＧＮだ。と思い直して口を開く。

ＧＭ：「……どうした？」

狛江：ターゲットである楠森七緒にはＵＧＮのオーヴァードが四人警けい護ごについていました。……さらに、彼女はＵＧＮチルドレンである高崎隼人と以前にも接触があったようです。

ＧＭ：「ふうむ？」イライラと動かしていた春日恭二の足がぴたりと止まる。

狛江：ＵＧＮとしてはかなりの重要人物ではないかと思います。

ＧＭ：彼はどう猛もうな笑みを浮かべる。「面おも白しろい。……俺の勘かんに間ま違ちがいはなかったか」

イサム：自画自じ賛さんに切り替かえた！（笑）

ＧＭ：そういう人なんだよ（笑）。そして彼は立ち上がる。「次の標的は決まったな。……行くぞ！　オーヴァード狩がりだ！」すると他の黒服が「おお！」と。

狛江：あたしは力なく言うだけ。（片かた手てを上げて）おー。

ＧＭ：では、勢いきおい込んで路地を出て行く春日恭二の背中を見ながら、狛江がなんとなく迷った表ひよう情じようをしているところでシーンを切ろう。







◆Middle 10◆ぬぐえないもの


Scene Player ─── 玉野椿






　支し部ぶのエントランス付近で隼人の帰りを待っていた椿は、彼が綾渕と一緒に帰ってきたのを見て目を丸くした。

　ふたりで帰ってくるのも不思議だが、なんだか仲が良さそうだ。




ＧＭ：では次のシーン。

隼人：そろそろ情報交こう換かんをしておきたいな。

ＧＭ：それなら隼人が支部に戻もどってきたし、北明支部にしようか。

椿：はーい。

ＧＭ：じゃあ、椿がエントランス近くにいると、隼人が綾渕と一いつ緒しよに帰ってくる。

椿：おや？

ＧＭ：綾渕は隼人に「それじゃ、僕はこれを届とどけてくるから」と言ってエレベーターに乗る。

隼人：お疲つかれさんです。

椿：ではその後に声をかけよう。……どうしたの？　珍めずらしいじゃない。

隼人：途と中ちゆうで会ったんだよ。買い出しの途中だったから、ちょっと手伝ったんだ。

椿：ふうん……。

隼人：椿の先生だけあるな。いい人だ。……俺はしみじみうなずく。

椿：うん、いい先生だよ。

イサム：ここで降おりてこよう。……先せん輩ぱいたち何やってんすか！　早く来てくださいよー！

隼人：おお、すまんすまん！

ＧＭ：では会議室の中かな。……応理も登場してね。

応理：了りよう解かい了解。じゃあ、会議室の中で足をぶらぶらとさせているよ。

椿：じゃあ、お互たがいに調べたことを教えて。

イサム：おっとその前に。……応理くん、何か言うことがあるんじゃないの？

応理：え!?　ボク!?

イサム：うん。……隼人先輩たちに。

応理：あ、ええと……。んんっ！　……あー、隼人？

隼人：……なんだ？

応理：（ガバッと頭を下げて）ごめん！　マジごめん！（笑）

隼人：なんだなんだ、なんなんだよ！（笑）

応理：いや、七緒のことをここの支部長に喋しやべっちゃったんだ。それでまず謝あやまっておこうと。

隼人：う、それは……。

応理：ちょっとうっかり口を滑すべらせてからフォロー仕切れなくなって。……つい。

隼人：はあ……、まあ仕方がないか。……さっきまでの俺だったらキレてたかもしれないけどな。綾渕さんと会話して、少し余よ裕ゆうができたんだ。

応理：おお。

隼人：それに、俺も狛江と会って少し余計なことを話しすぎた部分もあるしな。

応理：そうだ！　口を滑らせることは誰にだってある！　人間は間ま違ちがえるから人間なんだ！　そうだそうだ（笑）。

隼人：そこで調子に乗るなっての！（笑）

応理：お、すまんすまん（笑）。

椿：じゃ、そこでちょっと割わって入ります。……狛江と会ったの？

隼人：ああ、さっきな……こっちを待ってるみたいだった。

椿：あの子、なんだって？

隼人：ＵＧＮが隠かくしているオーヴァードを探さがしている。……間違いなく七緒のことだ。

椿：…………。

隼人：それに狛江はこうも言っていた。ＵＧＮの北明支部が俺たちを監かん視ししている、と。

応理：……む。あの時にこっちを見ていたヤツの話か。

椿：あれが……ＵＧＮってこと？

イサム：秋原さんがそんなことする!?　……ちょっと信じられねえなあ。

隼人：あくまで狛江の言うには、だ。結けつ論ろんが出たわけじゃない。

椿：私たちが監視される理由は───無い訳わけじゃないけど。……でも、なんだか気持ち悪い。

応理：霧谷の時と違って、もっと悪意がある感じだね。

椿：この事じ件けんにはまだ顔の見えない〝誰か〟の意い志しが介かい在ざいしている感じがする……。

一同：…………。




　椿の言葉に沈ちん黙もくする一同。

　ぬぐいきれない不安感がその場によどんでいた。




イサム：首を振ふって強ごう引いんに話を変えよう。……ところで隼人先輩、さっき綾渕さんと何を話してたんですか？

隼人：いや、別にたいした話じゃないけどさ。……と椿を横目で見る。

椿：ん？

隼人：（にやりと笑って）昔話とかを聞いたくらいかな。

椿：ええええええええええええっ!?　昔話!?

隼人：おう。

椿：（眉まゆをひそめて）どんな？

隼人：まあ、ちょっとした思い出話だよ。……お前のことを心配してたぞ。

椿：う……。そ、そう。

隼人：それと、もうちょい肩かたの力抜ぬけってさ。

椿：…………う、うん。

応理：今の状じよう況きようにも当てはまるね。……とにかく、こちらの目的は楠森七緒を護まもること。それを第一にしてあとは何が起きてもいいように、肩の力を抜いておくことだ。

椿：（はっきりうなずいて）……はい。

イサム：あ、それからもうひとついいっすか？

隼人：どうした？

イサム：任にん務むとは関係ないんすけど、隼人先せん輩ぱいと椿先輩で写真撮とらせて欲ほしいんすよ。

椿：写真？　いいけど……？

イサム：（頭をかいて）へへっ、柚木に送るんす。今任務で一いつ緒しよにいるよって話をしてやると、喜ぶかなーって。いや、結局オレがメールを打つ口実にしたいんですけどね（笑）。

隼人：ったく、お前もマメだなあ（笑）。

ＧＭ：なんか、死にフラグ立ててるようにも見えるな（笑）。

狛江：ああ、イサムが死んだ後に写真だけ送るような（笑）。

イサム：いやいやいやいや、そんなつもりは毛頭無いぞ！（笑）

椿：イサムくんも一緒に写れば？　その方が芽以ちゃんも喜ぶよ。

イサム：お、じゃあ遠慮なく。

応理：なら、ボクが撮ってあげよう。……サムも入るといい。

イサム：じゃあデジカメを渡わたしてお願いしよう。

応理：なあに、ボクはこう見えても平安時代からデジカメには慣なれてるからね（笑）。

ＧＭ：それはキミの妄もう想そうだろ（笑）。

隼人：よし、じゃあ寄より集まって───。

ＧＭ：その時。フラッシュが焚たかれたと同時に、キミたちは慣れ親しんだ空気を感じる。

イサム：……え？

ＧＭ：《ワーディング》だ。方角は七緒の家の方。

隼人：動いたかっ！

椿：すぐに飛び出します！

ＧＭ：では、厳きびしい顔つきになったキミたちが外に飛び出していくところでシーンを切るよ。







◆Middle 11◆真実の扉とびら


Scene Player ─── 辰巳狛江






　戦せん闘とう着ぎである空手着に着き替がえ、七緒の家の前に来ても狛江のもやもやは収おさまらなかった。

　今、自分は確たしかにＦＨの任務をこなし、役に立っているはずだ。

　だが───これで本当にいいのだろうか？




ＧＭ：では狛江のシーン。キミは今、春日恭二たちと一緒に七緒の家を見ている。

狛江：……とりあえず空手着には着替えておきます。

ＧＭ：そろそろ夕ゆう暮ぐれという頃ころ合あい。赤く染そまった家を見て、春日恭二が言う。「……ターゲットが出てくるのを待つぞ」

狛江：え？　襲しゆう撃げきをかけるのでは？

ＧＭ：「いまいましいが、一いつ般ぱんのものには手を出さないようにという命令が出ている。命令は命令だ。仕方がない」春日恭二は苦虫をかみつぶしたような顔でそう言う。

イサム：思ってたよりも真ま面じ目めだなあ、こいつ（笑）。

狛江：では、あたしがターゲットを引きつけます。……と言って、インターホンを押おそう。

ＧＭ：「はーい、どちらさまですか～？」ガラガラガラ……っと引き戸がひらく。

狛江：七緒本人？

ＧＭ：本人。……春日恭二は「目標確かく認にん、《ワーディング》を張はれ」と小声で。

狛江：……了りよう解かい。《ワーディング》を使用します。

イサム：あれ？　《ワーディング》効きくんだっけ？　七緒さん、オーヴァードだよね？

ＧＭ：これが効くんだな。自分がオーヴァードではないと思い込んでいるから。

応理：ヒュプノスの〝スリーパー〟と同じだね。

ＧＭ：そういうこと。……七緒の膝ひざがかくんと落ちて、目の焦しよう点てんがぶれる。

狛江：……七緒の体を支ささえます。

ＧＭ：それを確認して春日恭二が立ち上がる。「やはり一般人のようだな。本当にこいつが手がかりになるのか……？」

狛江：いや、そう言っても……。特別なオーヴァードなんですし、普ふ通つうのオーヴァードと同じ反はん応のうをするとは限かぎらないじゃないですか。

ＧＭ：「ふむ、それもそうだな」……というところで、他のみんなも登場していいですよ。

隼人：剣けんを引き出しながら登場するぜ！

椿：同じく。〝糸〟を抜ぬく！

隼人：通りの向こうから叫ぶ！　……七緒に手を出すんじゃねえ！

ＧＭ：「ＵＧＮか！」……どこかうれしそうに、春日恭二が叫ぶ。

椿：その子から離はなれなさい、春日恭二。

ＧＭ：「おっと、そういうわけにはいかない。……お前たちが出てきたということは、やはりこの娘むすめは何か大きな手がかりになるはずだ」

イサム：変なところだけ勘かんが鋭するどいな……。

ＧＭ：「この俺おれの出世のために！　この娘は必要なのだ！」彼の左ひだり腕うでが変化していく。

応理：仕事熱心なのはいいことだけどね、ディアボロス。

隼人：なら、お前の出世はここで終わりだ！　……日本刀を構かまえるぞ。

ＧＭ：「ならば───」と春日恭二が何か言い返そうとしたその時。




　目を焼くような、黒と赤の閃せん光こうがあたりを支し配はいする。

　一いつ瞬しゆんの後、春日恭二の部下は地に倒たおれ伏ふした。

　───たった三人を除のぞいて。




イサム：……え？

ＧＭ：春日恭二の両りよう脇わきに控ひかえていた部下たちの内、三人が突とつ然ぜんに仲間を攻こう撃げき。そして、春日恭二の部下が全ぜん滅めつする。

狛江：な、なに？

応理：……春日恭二の反応は？

ＧＭ：口をぽかんと開けて啞あ然ぜんとしてる。

狛江：え？　え？　……え？

ＧＭ：そして、その三人は双そう方ほうの真ん中に立って両方に戦せん闘とう態たい勢せいを取る。

隼人：両方と戦うつもりか！

ＧＭ：その通り。……では戦闘だ！　敵てきは謎なぞのエージェントＡ、Ｂ、Ｃ、それと春日恭二！

椿：七緒ちゃんは？

ＧＭ：戦闘には参加しない。ただし、何かに巻まき込こまれたら即そく座ざに昏倒するけど。

隼人：そんなことはさせねえよ！
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　セットアップに春日恭二が《ヴァイタルアップ》、応理が《戦術》を使用し、戦闘が始まった。まず最初の手番である春日恭二は混乱しているために待機。次のイサムの行動に。

　だがイサムは十分な侵蝕率になっていないため、マイナーでジェネシフトを敢行。彼の弱点を露呈することになった。




イサム：ジェネシフトで侵蝕率80％！　力が高まってくる！　そのままギターをかき鳴らすぜ！　いつも通りの《サイレンの魔ま女じよ》！　……達成値は20！




　周囲に広がるイサムの〝音〟。

　だが、エージェントＡ、エージェントＣには攻撃が当たらない。




イサム：ぐ、さすがに達成値が低かったか……。

ＧＭ：エージェントＢも立ってるぞ。まだそれくらいでは倒れない。

応理：次はボクか……。とりあえずマイナーアクションで一歩下がりつつ、エージェントＢに攻撃！　両手でクギを投げつける！　……お、ダイス回った！　達成値47！

ＧＭ：ぐお！　それは回かい避ひできない！

応理：ダメージは28。ビシビシとスーツの上からクギが刺ささるぞ。……なんか初めて戦闘で活かつ躍やくしてる気がする！（笑）

隼人：以前のセッションはダイス目がぼろぼろだったからなあ（笑）。

ＧＭ：それは耐たえられないな。エージェントＢは倒れる。……だが、生き残ったふたりはＦＨグループとＵＧＮグループをひとりずつ攻撃するぞ！

イサム：マジでどっちも倒すつもりかよ！




　黒スーツ姿すがたのエージェントは同時に銀色の球体───バロールの魔ま眼がんを形成する。

　魔眼から撃うち出された黒い弾だん丸がんは、それぞれＵＧＮ側、ＦＨ側に着弾した。

　とっさに《崩くずれずの群むれ》で隼人をかばう椿。




ＧＭ：……ダメージを受けた人は吹ふき飛ばされるよ。

イサム：吹き飛ばされる!?

ＧＭ：《斥せき力りよくの鎚つち》の効こう果かね。イサムと椿はエンゲージから離れる（コマを動かす）。

応理：ボクは回避できたけど……。意外とやっかいだな、こいつら。

狛江：あたしも受けたから《リザレクト》。で、吹き飛ばされながら言う。……春日さん！　どういうことですかっ!?

ＧＭ：「わからん！　どうなっているんだっ!?」叫さけぶ春日恭二。

狛江：ううううううう……。

ＧＭ：春日恭二もなんとか転てん倒とうしないで踏ふみとどまるけど、だいぶ吹き飛ばされる。

隼人：次は俺の番だな？　とにかくエージェントを倒たおすぜ！




　隼人はエージェントＣに攻こう撃げきするも、ぎりぎりで倒しきれず。

　狛江は状じよう況きようが把は握あくできないため、行動を放ほう棄きした。

　そして椿は《妖あやかしの招まねき》で七緒を自分のエンゲージに引き寄よせる。




イサム：おお！　それはいい！

隼人：そうか、そうすれば何かあった時でも対たい処しよできる！

椿：彼女の様子は？

ＧＭ：意い識しきが朦もう朧ろうとしている。目の焦しよう点てんが合っていない。……外がい傷しようはまったくないけど。

隼人：今なら大だい丈じよう夫ぶだ。……まだ、大丈夫。




　そして迎えた次のラウンド。
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　春日恭二は同じく待機。次のイサムが《サイレンの魔女》を使おうとする。

　だが───。




ＧＭ：おっと、そこでエージェントＡが《時間凍とう結けつ》！

隼人：そんなものまで使うのか！

ＧＭ：イサムがギターに手を伸のばした瞬しゆん間かん、まるで時間が止まったかのようにエージェントが動く！　さっきと同じ攻撃で、対象は目の前にいる隼人。……達成値は32！

応理：隼人、伏ふせろ！

隼人：だめだ！　回避できねえ！




　超ちよう高速で飛来した漆しつ黒こくの弾だん丸がんが、隼人の体を撃ち抜ぬいた。

　その時───。




ＧＭ：椿の手元にいる七緒の目の焦しよう点てんが、瞬しゆん間かんだけ元に戻もどる。

イサム：え……？

応理：しまった！　これもトリガーか！

椿：もしかして、隼人が危き機きに陥おちいったから……？

ＧＭ：正せい確かくに言えば、〝隼人が死ぬ〟ところを見たからだけどね。……七緒の体からゆっくりと淡あわい光が漏もれだしてくる。

隼人：…………っ！　《リザレクト》はしたが……。




　〝世界が変わる〟

　そうとしか表ひよう現げんのしようがない違い和わ感の塊かたまりが隼人たちを襲おそう。




　それはどこか懐なつかしい感覚。

　七緒の───〝タイム＆アゲイン〟による世界の変革。




ＧＭ：「おおおお、あれが！」と春日恭二は七緒を見て叫さけび───、どこか呆ぼう然ぜんとその光景を見ている。

椿：とにかく押おさえなきゃ！　七緒ちゃんの目を閉とじて、懐ふところに抱かかえる！

ＧＭ：そしてもう片かた方ほうのエージェントも《時間凍とう結けつ》！

隼人：げ！

イサム：容よう赦しやない！

ＧＭ：そして椿に攻こう撃げき！　突き出した手から黒い弾丸が飛ぶ！　……達成値は65！

椿：《斥せき力りよくの鎚つち》付き？　ということは七緒ちゃんから引きはがしに来た？　……でも、65なんてどうしようもない。回避は失敗。

ＧＭ：ダメージは46点。１点でも受けたら吹ふき飛ばされるよ。

椿：……《リザレクト》。そして吹き飛ばされます。

隼人：やばい！　七緒が完全に無む防ぼう備びな状じよう態たいだ！

ＧＭ：ではあらためてイサムの行動だ。

イサム：んなろっ！　クライマックスまで取っておきたかったけど、ここで全力をだすぜ！

応理：頼たのむ！




　マイナーで《クロックアップ》を使用、《終末の炎》でＨＰを攻撃力に変換し、イサムのギターがうなる！

　だが、なんとここでＧＭはエージェントＣの回避で四回も10の出目を出し、見事に回避。エージェントＡは倒れるが、敵は残ったままという状態に。

　……なお、春日恭二はこの攻撃でＨＰが０になったため、《魔獣の証》で蘇よみがえった。




イサム：これで回避されるのかよ！　達成値40超えてたのに！

隼人：イサムのせいじゃない。向こうの運がよすぎただけだ。

ＧＭ：…………我ながらすごい出目だった。

応理：で、次はボクだけど……。

椿：この後にエージェントの行動だから、応理の手番でなんとかしないとまずい。

狛江：敵てきを倒すか、七緒をカバーできる位置にいくか……。

応理：残念ながらボクはカバーリングできるエフェクトはない。だから、攻撃しかないんだ。




　決死の覚かく悟ごで攻撃する応理。だが───ダメージを与えるも倒すには及およばず。




応理：うう、ゴメン。

隼人：これは仕方がない。

ＧＭ：残ったエージェントＢはマイナーで移い動どう。メジャーで七緒を抱かかえつつ《ワームホール》を使用する。

狛江：シーンから退場するエフェクト！　七緒をさらう気だ！

ＧＭ：《時の棺ひつぎ》があれば逃にげられないけど？

狛江：まだ侵しん蝕しよく率りつが足りなくて使えない……。

ＧＭ：（うなずいて）では右みぎ腕うでで彼女を抱えて、黒い球体の中に飛び込こむ。……達たつ成せい値ちは42。〈知覚〉か〈意い志し〉で抵てい抗こうできる。

一同：失敗です……。

ＧＭ：ま、そうだよね。ではそのまま黒い何かにとけ込むように消えていく。……七緒ごと。

隼人：ちっ！

応理：ＧＭ！　ここで戦せん闘とう終しゆう了りようなら、《デジャ＝ヴュ》を使用していいかい？

ＧＭ：お、いいよ。質しつ問もんの内ない容ようは？

応理：───今のエージェントは誰だれだ？

ＧＭ：応理にひらめきが走る。……ＵＧＮ北明支部の名めい簿ぼを見ていたときに見た顔だ。

応理：ではすぐに叫さけぶ。……彼はＵＧＮだ！　みんな、支し部ぶに戻もどるぞ！

隼人：くそっ！　身を翻ひるがえす！

椿：私も！

イサム：オレも行く！

ＧＭ：狛江はどうする？　春日恭二はまだほうけたままだが。

狛江：あたしは……。

一同：…………。

狛江：あたしは───もう失敗できないんだ！　そう言って、みんなの後を追う！　……ここで都築京香にロイスを取る！




　めいめいの思いを抱えたまま、五人はかけ出した。

　状じよう況きようだけが動く。敵の正体も、思想も、動機もわからない。




　わかることはただひとつ。───真実は、北明支部に。






ヒュプノス　第一巻で登場したＦＨエージェント。人間をオーヴァード化させつつ、その記憶を封印することによって〝スリーパー〟という潜在的ＦＨエージェントを作り出そうとした。隼人と椿に倒される。

《戦術》　とっさに判断した戦術で仲間をフォローするノイマンのエフェクト。

イサムの弱点　イサムの得意とするコンボは、《終末の炎》を組み合わせないと《ブレインコントロール》が使用できないためクリティカル値が下がらない。だが、《終末の炎》は侵蝕率が80％超えないと使用できない。

《サイレンの魔女》　音波で広範囲に攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《崩れずの群れ》　自分の体を変形させ、他人をかばうエグザイルのエフェクト。椿の場合、〝糸〟を使って攻撃を引き寄せる。

《リザレクト》　レネゲイドによって自身の傷を再生するエフェクト。オーヴァードであれば誰でも使えるが、侵蝕率が[image: 100]％を超えると使用できなくなる。

《妖の招き》　腕を伸ばして相手を自分の近くに引き寄せるエグザイルのエフェクト。椿の場合、〝糸〟で引き寄せる。

《時間凍結》　超高重力によって、ほんの一瞬だけ時間を止めて行動するバロールのエフェクト。

《クロックアップ》　体内時間を引き上げて超スピードを生み出すハヌマーンのエフェクト。

《終末の炎》　体内の熱エネルギーを直接消費して攻撃力を上げるサラマンダーのエフェクト。

《魔獣の証》　致命傷を強引にふさぐ、キュマイラのエフェクト。

《時の棺》　最大級の重力によって相手の行動を失敗させるバロールのエフェクト。

《デジャ＝ヴュ》　長い長い人生の記憶を利用して、状況に答えを出す古代種のエフェクト。














CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆理想を求めて


Scene Player ─── 高崎隼人






　隼人は支し部ぶのエントランスに駆かけ込み、素す早ばやく周囲を確かく認にんする。

　見た目に異い常じようはない。ならば、七緒がいるのは上か、下か───。




「隼人くん！　椿ちゃん！」

　かけられた声によって思考が中ちゆう断だんされる。振ふり向いたそこには、綾渕がいた。




ＧＭ：ではクライマックスだ。

椿：侵しん蝕しよく率りつ……６上じよう昇しよう。これで[image: 100]％突とつ破ぱ。

イサム：こっちも余よ裕ゆうで[image: 100]％突破。さっきの戦いでかなり無理をしたからな。

隼人：しかたないさ。……とりあえず、支部に駆け込むぞ。

ＧＭ：支部の様子はいつもどおり。なんの異常もない。……そこに綾渕が声をかけてくる。「隼人くん！　椿ちゃん！　……どうしたんだい？　そんなにあわてて」

隼人：（つかみかかって）おい！　七緒をどこにやった!?

椿：待って隼人。……先生、女の子を抱かかえたエージェントがここに来ませんでしたか？

ＧＭ：「女の子……？」いぶかしげな顔をする綾渕。

隼人：そいつが七緒を連れ去ったんだ！

ＧＭ：「えっ……!?」さすがに綾渕の顔色が変わる。

隼人：だからそいつの居い場ば所しよを───。

応理：いや、隼人。そうじゃない。聞くべきはこうだ。……今、支部長はどこにいる？

ＧＭ：「支部長は今執しつ務む室しつに───」と彼が言うのと同時に、バタバタバタバタバタ……と、ヘリコプターのローター音がする。

応理：上だっ！

隼人：他に目もくれず、走るぞ！

イサム：ほんとに……秋原さんが？

椿：わからないけど……、今は動かないと。

イサム：…………。




　まさに風のように、階かい段だんを駆け上る隼人。

　不安と焦あせりをかみつぶし、あの時の写真を握にぎりしめる。




　冗じよう談だんじゃねえぞ……っ！




　そのままのスピードで屋上の扉とびらを蹴けり開ける。

　ひしゃげた扉の向こうには、今まさにヘリに乗り込もうとする支部長と……気き絶ぜつしている七緒の姿すがたがあった。




ＧＭ：屋上にはヘリに乗ろうとしている秋原支部長と護ご衛えいのエージェントふたり。ひとりはさっき見た黒スーツの男。もうひとりは初めて見る髪かみを短く刈かり込んだ巨きよ体たいの男。……黒スーツの腕うでには気絶している七緒が抱えられているよ。

隼人：待て！　七緒を連れてかせやしねえ！

椿：……間に合った！

ＧＭ：では、七緒を抱えたエージェント……さっきまでキミたちが戦っていたエージェントが口を開く。「この短時間でここを突つき止めるとは……」

応理：たまたまキミの顔を見たことがあったんだよ。山田浩二やまだ・こうじ、29歳さい？

ＧＭ：え、こいつそんな名前なの？

応理：うん（即そく答とう）。さっき《デジャ＝ヴュ》の時に思い出したってことで（笑）。

狛江：ついでにもうひとりも名前をつけちゃおう。……渡辺八郎わたなべ・はちろう35歳とか。

ＧＭ：わかった。じゃあ、こいつらは山田さんと渡辺さんだ（笑）。

イサム：オレも叫さけぶぞ。……秋原さん！　なんだってこんなことをするんだっ！

ＧＭ：「ＵＧＮの理想のため、いえオーヴァードと人間のためよ。……そのためにこの子が必要なの」冷静に秋原さんはそう言う。

椿：……鵜月と同じことをするつもり？

ＧＭ：「そう」彼女はうなずく。「この子には礎いしずえになってもらう」

イサム：芽以の時はアイツを護まもってくれたじゃないか！　アンタの理想はそんな簡かん単たんに覆くつがえせるような、そんなものなのかよ───っ！

ＧＭ：「……そうよ。人が人らしく暮くらせるように。私はそれを第一に考えている」……彼女はイサムの目を見て、堂々と言ってのける。

イサム：うおっ……。

応理：本気のようだね。

イサム：じゃ……、じゃあその人は人じゃないのか!?　礎になるってそういうことだろ！

ＧＭ：秋原さんはひたとイサムを見る。「……その通り。でも、勘かん違ちがいしないで欲ほしい」

イサム：……？

ＧＭ：「確たしかに我われ々われはこの子の能のう力りよくを使って平へい穏おんを作り出そうとしている。……それができることはそちらの三人の方がよく知っているはず」と、隼人、椿、応理を指す。

隼人・椿：…………。

応理：その子の力を使えば確かく実じつに世界は変わるよ。キミの望みも果たされることだろう。

ＧＭ：「でも勘違いしないで欲しい。私たちはみずからの日にち常じようを求めているわけじゃない」

イサム：じゃあ……？

ＧＭ：「私たちはこの子の能力を複ふく製せいして、自分たちに宿す。……そしてその力で〝日常〟を作り上げる」彼女の目は本気だ。

狛江：うおっ!?

椿：そんな……ことが？

ＧＭ：「それを実じつ現げんするために、この子には申し訳わけないことをする。……でもこれはやらなければならないこと。だから、この子だけではなく、我々も一いつ緒しよに礎になりましょう」




　風が、互たがいの間を吹ふき抜ぬける。

　互いの目に宿る決意の光。譲ゆずれない意い志しがそこにあった。
















応理：……支部長、キミは自分の夢ゆめに押おしつぶされたんだな。人のため、という名目で犠ぎ牲せいを容よう認にんするキミはＦＨと変わらない。

ＧＭ：「…………」

応理：隼人、七緒を守りたいと言ったね。

隼人：……ああ。

応理：イサム、芽以を守りたいと言ったね。

イサム：もちろん！

応理：それは大切な思いだ。だが、それに飲み込こまれるな。飲み込まれれば───キミたちもああなるぞ。

隼人：…………。

イサム：…………。

狛江：そこで屋上に登場する！　で、息を切らせながら、……こんなヤツと一緒にするな！

椿：狛江!?

狛江：あたしたちＦＨはそれぞれの夢のために戦っているんだ！　お前なんかとは違う！

ＧＭ：「ＦＨ……」秋原さんがつぶやく。

狛江：あたしはもう失敗できない……っ！　だからここでお前を倒たおす！

ＧＭ：「あなたが自分の夢のために戦うなら、私は私の望む平穏な世界のために戦いましょう」彼女の表情は変わらない。

隼人：…………ごたくはそれで終わりか。

椿：……隼人。

隼人：お前は鵜月以下だ。……お前は理想だのなんだのと理由を付けて、自分のやろうとしていることをごまかそうとしているだけだ！　そんなヤツに七緒を犠牲にされてたまるか！

椿：私も───隼人と同じです。その子は渡わたしません。……そう言って〝糸〟を構かまえる。

ＧＭ：「……話はどこまで行っても平行線ね」

隼人：俺おれは最初の誓ちかいを守っているだけだ。これはＵＧＮだろうが、ＦＨだろうが絶ぜつ対たいに譲らねえ！　……剣けんを抜くっ！

ＧＭ：「ならば───戦うのみっ！」叫さけびと同時に《ワーディング》が張はられる。清せい冽れつで、ピーンと張りつめた空気があたりに広がる。……衝しよう動どう判はん定ていだ！

隼人：ぐ、[image: 110]％越こえた……。

応理：厳きびしいね。ボクも[image: 100]％オーバーだ。

イサム：はっはっは、[image: 124]％～～～～～。

狛江：あたし[image: 105]％～。

椿：[image: 120]％。……全員《リザレクト》はできないか。

ＧＭ：そこそこに厳しいようだね。……では戦闘だ！




◆第１ラウンド

ＧＭ：敵てきは秋原支し部ぶ長ちよう、それに山田さんと渡辺さん。全員１エンゲージだ。そしてセットアップに敵は全員《ヴァイタルアップ》！




[image: ]




椿：ん～、そう来るよなあ。

狛江：もう、それくらいは慣なれっこ！

応理：ボクはいつもの通りの《戦せん術じゆつ》！　今度は全員だ。

隼人：俺も《サポートデバイス》を使う！　懐ふところからネームプレートの欠かけ片らを取り出して刀に合成する。そしてつぶやく。……お前の力を貸かしてもらうぞ。

ＧＭ：おお。

隼人：そしてここで〝ダインスレイフ〟にロイスを取る！

狛江：かっこいい！

イサム：オレの手番だな？　よおし、先手で全力攻こう撃げきを───って、しまった！

椿：どうしたの？

イサム：さっき全力で攻撃したから【ＨＰ】が無い。《終末の炎》が使えないから……クリティカル値ちが、下がらない。

一同：えええええええええええええっ!?

応理：うーん、せっかくの先せん制せい攻撃だが……。

椿：待機して、相手の攻撃を待つ？　で、その後にタイタスで蘇よみがえるとか。

イサム：……それしかないかぁ。

隼人：仕方ない。半はん端ぱな攻撃で侵しん蝕しよく率りつ上げるよりマシだ。

ＧＭ：ならば、渡辺が行動だ。マイナーで《ホットダッシュ》＋《火の檻おり》。彼が両手を広げると炎ほのおが舞まい散り、壁かべになる。そのまま突っこんでくる渡辺。

椿：《火の檻》！　封ふう鎖さされた！

イサム：……え？　封鎖？

椿：このエンゲージから出るには、渡辺さんと〈運動〉で対決しなきゃいけないんです。

隼人：げげ！　厳しいな！　相変わらず！

ＧＭ：手を抜ぬくのはキライなんだよ（笑）。……では《炎えん神しんの怒いかり》＋《ジャイアントグロウス》＋《餓が鬼き魂だまの使い》その他で攻撃！　炎に包まれた腕うでを叩たたきつけてくる！

隼人：サラマンダー／エグザイルか！

椿：しかも喰くらうとラウンドごとにダメージ。……容よう赦しや無ない。

狛江：ここは《孤こ独どくの魔ま眼がん》であたしだけに攻撃を引き寄よせる！　さらに《復ふく讐しゆうの刃やいば》！

ＧＭ：迎げい撃げきに来たか。ならばそれごと打ち破やぶってやる！……達成値60！

狛江：こっちはまだ全然準じゆん備びができてないんだけど……達成値は59！

ＧＭ：ダメージは39点！　さらにこのラウンドにダイスペナルティ２個と、ラウンドごとに５点のダメージだ。狛江に炎が燃もえ広がり、それがキミの体内を焦こがしていく。

狛江：こんなものに、負けるかっ！　タイタスを使用！　で、こちらのダメージは22点。

ＧＭ：……予想より痛いたくないな。

狛江：まだ《破は壊かいの爪つめ》が使えてないから……。

応理：次はボクの番だね。とにかく支部長に攻撃！　《オウガバトル》＋《シューティングシステム》！　両手に持ったクギを投げつける！　……達成値45！

ＧＭ：射しや撃げきか……。回かい避ひは失敗だ。

応理：ダメージは30点。

ＧＭ：秋原さんはとっさに急所だけ腕でかばう。スーツの上からクギが突つき刺ささり……それをすべて受けきるとまっすぐに彼女はそちらを見る。

応理：こんなものじゃまだまだ……って顔だね。

ＧＭ：そして横の山田が動く。……さっきまで片かた腕うでで撃うっていた重力弾を両手で構かまえる。《魔神の心しん臓ぞう》＋《斥せき力りよくの鎚つち》＋《因いん果が歪わい曲きよく》＋《魔王の腕》その他！　対象は椿以外！

狛江：封鎖したエンゲージに吹き飛ばし攻撃？　椿を孤こ立りつさせる作戦か！

ＧＭ：経けい験けん上じよう、椿のカバーリングが一番厄やつ介かいだからね。

隼人：むむむ、そうくるか。

狛江：大だい丈じよう夫ぶ！　もう一回《孤独の魔眼》！

応理：頼たよりになるな！　ありがたい！

ＧＭ：当たれば転てん倒とうさせつつダイスペナルティが10個こ！　……達たつ成せい値ちは45！

狛江：回避は失敗！

ＧＭ：ダメージは……39点！

狛江：39点……？　それだと《波は紋もんの方ほう陣じん》があれば耐たえられるかも！

イサム：なら《波紋の方陣》！　……ああ！　10点しか軽けい減げんできない！

狛江：あたしも自分で《斥せき力りよく障しよう壁へき》！　で、11点軽減。あたしのＨＰが18点だから……？

ＧＭ：39から合計21点軽減すると18。……ぴったり死ぬな。

一同：うああああああああああああっ！

狛江：これはしょうがない。しょうがないんだけど……悔くやしいなあ！

ＧＭ：先ほどの倍もある黒い球体が狛江に直撃する！　10メートル吹ふき飛ばされる狛江。

狛江：ぐ！　春日恭二のロイスをタイタスにして蘇よみがえる！　あたしひとりでやるしかないんだ。

ＧＭ：まず一枚まい。邪じや魔まな壁がはがれたな。

隼人：俺は待機する。椿が渡辺を倒たおしてくれるとやりやすくなるからな。……頼たのむぜ。

椿：ん、了りよう解かい。

狛江：次はあたし。転倒したままだけど、人じん狼ろうになる！　マイナーで《ハンティングスタイル》＋《破壊の爪》＋《完全獣じゆう化か》！　膝ひざをついたまま、めきめきと変身！

ＧＭ：だが、ダイスペナルティは総そう計けいで12個かかってるぞ。

狛江：問題ない！　《獣けものの王》を組み合わせる！　そして《因果歪曲》＋《斥力の鎚》も使って範はん囲い攻撃にして、支部長と山田を狙ねらう。

ＧＭ：それは、秋原さんが《ミスディレクション》を使って自分だけに対象を変更するぞ。

狛江：む？　……ボスに当たるなら問題ない！　ダイスは四つだけど、達成値は30！

ＧＭ：そのダイスでよく出すな。……殺気に硬こう直ちよくした秋原さんに、狛江の衝しよう撃げき波が当たる！

狛江：ダメージは50点。

ＧＭ：それは山田が《斥力障壁》を使用！　不ふ可か視しの壁かべが18点ダメージを軽減する。……だが吹き飛ばされる秋原さん。

椿：次は私。目の前の渡辺さんに対して、《ジャイアントグロウス》付きで攻こう撃げき！　……これで[image: 140]％近く。

ＧＭ：もうそんなに上がってるのか！　……おかしいな。そこまで上がるシナリオじゃないはずなんだが。

隼人：前の戦せん闘とうで攻撃しているかどうかで全然違ちがうみたいだな。

イサム：みんないい加減成長しているから、一回の攻撃でやたら侵しん蝕しよく率りつが上がるんだよな。

狛江：うんうん。

椿：渡辺さんに攻撃！　無数に分ぶん裂れつした〝糸〟が全方向から襲おそう！　……達成値は37！

ＧＭ：こちらの回かい避ひは……18。失敗だ。

椿：ダメージは42点！

ＧＭ：ん～、痛いたいがさすがに死なないな。渡辺はまだほとんどダメージ受けてないし。

狛江：しまった！　ダメージ分散してる！　応理とあたしも渡辺を攻撃するべきだった！

応理：う……っ！

隼人：確たしかに。だがやっちまったことは仕方がない。俺が渡辺を倒たおす！　……いつものコンボに《疾しつ風ぷう剣けん》をあわせて攻撃！　達成値は38！

ＧＭ：ん～、しかし転倒やらも受けているからな。……回避は失敗。

隼人：ダメージは……よし、50点！

ＧＭ：50か！　切り札全然使ってないのに！　……ダメだ、倒れるよ。

隼人：よし！

ＧＭ：隼人の剣けん閃せんがきらめき、ゆっくりと渡辺の巨きよ体たいが倒れる。

隼人：邪じや魔まはさせねえ。……どけっ！

ＧＭ：その言葉と同時に秋原支し部ぶ長ちようが動く！　マイナーで山田さんとエンゲージ、メジャーで《スターダストレイン》を中心とした攻撃！

イサム：シーン攻撃！

ＧＭ：秋原さんがゆっくり息を吸いこむと、同時に光が広がる───。

狛江：いや！　それは《時の棺ひつぎ》！　この侵蝕率で全員が喰くらうのはまずい！

ＧＭ：ＯＫ。では、光が広がる直前に霧む散さんする。……彼女の足あし下もとには狛江の魔ま眼がん。

狛江：ふ～～～～～～。

イサム：で、最後に待機してたオレか。結局ダメージはこなかったな。……なら、ひとつしか手がねえ。

隼人：ん？

イサム：《サイレンの魔女》のみを使用！　……対象は支部長とオレ自身！

応理：自分自身!?

ＧＭ：なるほど。自分の攻撃で自分のＨＰを削けずろうってことか。そしてタイタスで蘇よみがえる。

イサム：こうでもしないとＨＰ回かい復ふくできないんだよ！　なんとかしてこのセッションを生き残って、オレは新しいエフェクト取るぞ！　絶ぜつ対たい！（笑）

椿：……そんな無む茶ちや苦く茶ちやな。

隼人：ああ。でも、これ以外に手が無いのも確かだ。

イサム：達成値は12。……オレは回避失敗。

ＧＭ：……こっちは回避成功。

イサム：で、俺おれのＨＰは０になるのでタイタスで蘇る。ふぅ～～～～～～。

ＧＭ：なりふり構かまってないな。じゃあ次のラウンドだ！




◆第２ラウンド
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応理：《フルインストール》！　なんか人じん格かくが変わる！　……もう、適てき当とうなヤツで！（笑）

隼人：ひどいありさまだ（笑）。

応理：生き残るのに必死なんだよ！　演出考えてる余裕は無いんだ！（笑）

ＧＭ：ま、それも真実だな（笑）。……じゃああらためてイサムの手番から。

イサム：今度こそ……、今度こそ、オレの本気を食くらえっ！　《サイレンの魔女》＋《終末の炎ほのお》＋《ブレインコントロール》その他で攻撃！　ＨＰは15点投入！　命中は……。

応理：いや、イサム！　ボクも対象に入れるんだ！

イサム：……え？

応理：このままだと先に向こうが行動する！　キミの攻こう撃げきでボクが昏こん倒とうできれば、《ラストアクション》で攻撃できる！

イサム：いいのかよ、それで！

応理：いい！　それくらい無茶をしなきゃならない状じよう況きようだ！

イサム：よし……、わかった！　なら容よう赦しやしねえぜ！　オレのギターよ、うなれえええええええええっ!!　……達たつ成せい値ちが27！

ＧＭ：こっちはふたりとも回避失敗！

応理：ボクも失敗。

イサム：ダメージは50点！　装そう甲こう無む視し！

ＧＭ：また50点級か……、とりあえず山田は《斥せき力りよく障しよう壁へき》で支部長を護まもる！　13点軽けい減げん。

応理：ボクも昏倒する。そこで《ラストアクション》！　衝しよう撃げき波はを受けて宙ちゆうを飛び、攻撃！　いつものコンボに《戦神の祝しゆく福ふく》＋《フラットシフト》！　で、これを二回飛ばすぞ。

ＧＭ：待った！　二回も喰くらうとさすがにヤバイ！　最初の一回には《時の棺》！

応理：む！　……って仕方がないか。

狛江：うん、《時の棺》を使わせたことの方が大きい。

応理：では二回目。支部長を狙ねらって、命中は……30！　ちょっと低いか。

ＧＭ：でも回避は失敗。

応理：《戦神の祝福》の効こう果かでダメージは８Ｄ！　……57点！

ＧＭ：うお！　今までの応理とまったく違ちがうダメージが！

応理：ふっふっふ、これがボクの切り札さ。そして《イモータルライフ》を使って蘇る！

ＧＭ：正直、防ぼう具ぐを着てなけりゃやばかったな。

狛江：さらに応理の手番だけど。

応理：ん～～～～～、いやここは待機しよう。ボクはまだタイタスに余よ裕ゆうがあるから、カバーリングができるようにしておく。

ＧＭ：了りよう解かい。……で、山田の番だな。マイナーで《暗黒の衣ころも》。魔眼によって力場を作り、装甲値を上げる。メジャーはさっきと同じコンボ！　対象は狛江以外の全員！

隼人：来た！

狛江：《孤こ独どくの魔ま眼がん》が届とどかない～～～～～！

ＧＭ：そのためにはじき飛ばしたんだ。……命中は37！

一同：失敗～。

ＧＭ：よし！　これで当たったキャラクターは全員エンゲージから吹ふき飛ばされるぞ！

応理：ここは誰だれかをかばおう。……誰がいいかな？

イサム：オレはいい。正直これ以上攻撃できない。役に立たないヤツをかばうこたあねえぜ。

応理：……わかった。じゃあ侵しん蝕しよく率りつが厳きびしい椿をかばおう！

椿：……すいません。

応理：生徒を護るのは先生の役目さ！

ＧＭ：ダメージは37点！　それと、ダイスペナルティ10個こ＋転倒の効果だ！

イサム：ん～、倒たおれるな。それに侵蝕率も厳しい。蘇よみがえりもできない。

隼人：俺はタイタスで蘇る！

応理：ボクも倒れるが……、その前にもう一回《ラストアクション》！

ＧＭ：最後のあがきだな。

応理：それでもやるさ！　いつものコンボをを二回！　支し部ぶ長ちよう狙いで命中は……38と38！

ＧＭ：ぐぐ、回かい避ひはどちらも失敗。

応理：ダメージは───24点と18点。……さすがに切り札が尽つきると弱いな。

ＧＭ：防具の性せい能のうでだいぶ弾はじいてるね。クギの雨が過すぎ去っても、まだ立っている。

応理：くっ……。ボクもここで昏倒だ。もう一度立ち上がると戻もどって来られない。

ＧＭ：「これで……ふたり！」秋原さんが叫さけぶ。

隼人：次は俺だな。……マイナーで転倒から立ち上がって、《一いつ閃せん》＋《マシラのごとく》で攻撃。対象は山田！　さっきから実は防ぼう御ぎよの要かなめになってやがる！

ＧＭ：気づいたか。……来い！

隼人：これで侵蝕率は[image: 161]％！　さらに秋原支部長をタイタスにして昇しよ華うか。ダイス増ふやしてペナルティを打ち消す！　……達成値は58！

ＧＭ：回避は……17で失敗！　さすがに前のシーンみたいな奇き跡せきは起こらないか。

隼人：６Ｄ＋72！　……ダメージ[image: 102]点！

ＧＭ：[image: 100]点越こえるのか！　……隼人が地をかけ、黒い日本刀を振りかぶり───。

隼人：一気に振り下ろす。

ＧＭ：驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮かべたまま、地に倒れる山田。

応理：よし！

狛江：次はあたし！　マイナーで立ち上がる。メジャーでいつものコンボ！　さらにＤロイス：伝でん承しよう者しゃも宣せん言げん！　命中判はん定ていを───。

ＧＭ：おっと、それに対しては秋原さんが《復ふく讐しゆうの刃やいば》を使用する。

椿：エンジェルハィロゥ／キュマイラ!?

狛江：え？　こっちはエンゲージしてないけど……？

ＧＭ：狛江の構かまえに反はん応のうして、片かた方ほうの手て袋ぶくろからワイヤーウィップが引き抜ぬかれる！　距きよ離りはアイテムの性能でカバーしてるぞ！

狛江：ぐ！　でも、これで必ず攻こう撃げきは当たる！　……達たつ成せい値ちは総そう計けいで74！

ＧＭ：こちらは───達成値30。

狛江：ダメージは……あ！　スゴイ出目！　ダメージ91！

イサム：うお、空手おそるべし……！

ＧＭ：なんだそのダメージは!?　《光の守しゅ護ご》で幻まぼろしを作ってダメージを消す！　ついでにこっちのワイヤーウィップが38点！　見えない糸が狛江の体を切り裂さく！

狛江：う……。それは倒れる。……タイタスももう使えない。

椿：狛江……。

狛江：手て応ごたえ、無し。あたしは、本当に何をやってもダメだな───。そうつぶやいて、真っ正面に倒れ込こむ。

ＧＭ：「これで、三人！」




　振り向いた支部長と目を合わせた瞬しゆん間かん、椿は感じた。

　───この人の心は折れることはない。

　自分の目的のためにどこまでも走り続ける。たとえ、それが間違っていたとしても。




椿：私の手番。だけど、攻撃したら反撃されるのか……。

イサム：でも、これで決めないと向こうが攻撃する。シーン攻撃だから……。

応理：厳しいね。隼人もそろそろ限界だ。

椿：私は一瞬だけ目を閉とじる。───支部の屋上、捕とらわれた七緒ちゃん、味方のはずの敵てき。……全部、ヒュプノスの時と同じ。

ＧＭ：おお、気づいたか。……そう、シチュエーションはあの時と同じだ。

椿：私の脳のう裏りにあの時に犠牲になった彩花さんの姿すがたがよぎる。

隼人：…………。

椿：もう同じことは繰くり返させない。……そうつぶやいて目を開く！　彩花さんのタイタスを使用！　すべて組み合わせて攻撃！　無数の〝糸〟を一度に操あやつる！

ＧＭ：こちらは《復讐の刃》で攻撃！　ここで耐たえられれば後は隼人ひとりだ！　こちらは人工の〝糸〟を振るうぞ！




　椿の〝糸〟と、秋原の〝糸〟が空間を切り裂く。

　見えるものすべてを切り裂いて、お互いの敵ののど元へと───。




椿：達成値は……38。ちょっと低い、か。

ＧＭ：こちらは25！　さあ、ダメージを出そうか！

椿：（息を吸すい込んでダイスを握にぎる）えいっ！　……ダメージは43点！

ＧＭ：こっちのダメージは24点。で、装そう甲こう値ちが15点だから……。

椿：こちらの実ダメージは28点！　……どうですか？

ＧＭ：ん、んんんんんんんっ！　ダメだ、４点足りない！　倒たおれた！

一同：やったあああああああああっ！

ＧＭ：では、椿より一瞬先に秋原さんが膝ひざをつく。「私は……オーヴァードのために……。人間のために……」そうつぶやいて、彼女は倒れる。

椿：……それを見て、私も膝から倒れます。

隼人：椿！

椿：私は大だい丈じよう夫ぶ……。七緒ちゃんを……。

隼人：よし！　待ってろ！　……傷きずだらけのまま、ダッシュで七緒のところへ行く！




　丁てい寧ねいに寝ねかされた七緒は傷もなく、そして能力の発動も収まっていた。




　血がつかないように、そっと彼女の頰ほおを撫なで隼人は息をつく。

　───大丈夫、彼女は護まもり通した。




　そう思えたのだ。……この時は、まだ。






《サポートデバイス》　みずからの行動を補助する装置を生み出すモルフェウスのエフェクト。

《ホットダッシュ》　炎を後方に発生させ、即座に移動するサラマンダーのエフェクト。

《火の檻》　炎によって周囲を取り囲むサラマンダーのエフェクト。

《孤独の魔眼》　引力を発生させ、攻撃を引きつけるバロールのエフェクト。

《復讐の刃》　攻撃を受けながら強引に反撃するキュマイラのエフェクト。

《破壊の爪》　腕を巨大なかぎ爪に変化させるキュマイラのエフェクト。

《魔神の心臓》　巨大な重力弾によって敵を攻撃するバロールのエフェクト。

《魔王の腕》　重力を水平方向に発生させて敵を転倒させるバロールのエフェクト。

《獣の王》　強烈な殺気で相手に防御させないキュマイラのエフェクト。

《ミスディレクション》　光で作りだした幻覚を利用して、自分に攻撃を引きつけるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《スターダストレイン》　攻撃を拡散させて、超広範囲にダメージを与えるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《フルインストール》　電流で脳の動きを活性化させ、すべての行動を正確に行なうブラックドッグのエフェクト。以前応理はこれを使って、別人格を演出していた。

《ラストアクション》　自分が倒れる寸前に、行動するノイマンのエフェクト。

《イモータルライフ》　古代の生命力を瞬間だけ蘇らせる古代種のエフェクト。

《一閃》　移動しながら攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《マシラのごとく》　超スピードをそのまま攻撃の威力に変換するハヌマーンのエフェクト。














ENDINGPHASE









◆Ending 01◆もうひとつの真実


Scene Player ─── 玉野椿






　七緒を抱かかえた隼人が親指を立てる。

　……どうやら彼女は無事らしい。椿は胸をなでおろした。




ＧＭ：ではエンディングの最初のシーン。戦いが終わった直後から。この場にはボロボロのキミたちだけがいる。七緒はまだ意い識しきを失ったままだ。

隼人：七緒を抱えたまま、みんなのところに戻もどろう。……一手足りなかったらやばかったな。

椿：うん……。

イサム：でも、勝ったっすよ！

応理：うん、強くなったよ。みんな。

狛江：じゃあ、ここでがばりとあわてて飛び起きる！　隼人から距きよ離りを取って───。

隼人：やめとけよ、そんな状じよう態たいじゃ戦えないぜ。

狛江：……そっちだって似にたようなもののくせに。

隼人：それでも───

ＧＭ：おっと、その時に錆さびび付いた金きん属ぞくを動かす音がするよ。

イサム：え？




　隼人によってひしゃげた扉とびらをこじ開け、その場にひとりの男が姿すがたを現あらわした。

　いつも優やさしそうな笑えみを浮うかべていた顔は焦あせりに歪ゆがみ、肩かたで息をついている。

　男の名は綾渕宗二。椿の親代わりの研究者。




ＧＭ：どこか焦った様子で綾渕がその場に現われる。

椿：……先生？

ＧＭ：彼は周りを見て、隼人が七緒を抱えていること、そして秋原さんが倒たおれているのを確かく認にんする。「秋原さん……、どうしてこんなことを……」と、辛そうに目を伏せる。

応理：…………。

ＧＭ：「こんなことをしても何もならない。それは重々わかっていたはずなのに……」

狛江：…………。

ＧＭ：「こんなことをしなくても───すべてうまくいっていたのに」

隼人：うまく、いっていた？

狛江：あんた……、もしかして知ってたの？　この子のことも、支部長のことも。

ＧＭ：「……全部知っていたよ。彼女に〝タイム＆アゲイン〟の能のう力りよくを教えたのは僕ぼくだから」

隼人：……っ!!

ＧＭ：「でも、僕は七緒さんを何かの犠ぎ牲せいにするつもりはなかった。……この事じ件けんは隼人くんの力でＦＨが撃げき退たいされて、それで終わるはずだった」

応理：どういう、ことだ？　キミは……？

ＧＭ：「計画は全部終わっているんだ。……さっき、七緒さんが力を使ったその時に」本当に悲しそうな顔で彼は言う。

隼人：どういうことだ？　……どういうことだっ!?　教えろ、あんたが何をしたのかを！

ＧＭ：「春日恭二、という人物があの時にいただろう？」静かに彼は語り出す。

イサム：……まさか、あいつがキーパーソン？

ＧＭ：綾渕はうなずく。「彼にはひとつ、特とく徴ちよう的な力がある」

応理：……？

ＧＭ：「彼は───他人の能力をコピーできる。その力を使って、〝タイム＆アゲイン〟の能力を複ふく製せいし、今いま頃ごろＦＨに戻っているはずだ」

隼人：（悲鳴をあげるように）《異い世せ界かいの因いん子し》!!　確たしかに持ってる!!

椿：そんな……!!

ＧＭ：「彼は〝タイム＆アゲイン〟の能力が発動してからぼんやりと状じよう況きようを見ていたはずだ。……その時に《異世界の因子》を使うように、僕が暗あん示じをかけておいたから」

応理：もしや、春日恭二本人もこの仕し込こみのことを知らなかったのかい？

ＧＭ：「そう、彼は何も知らなかった。彼は本当に隠かくされたオーヴァードを探さがしていたよ。ただ、その子に興きよう味みを持つように誘ゆう導どうくらいはしたけど」

イサム：じゃあ、なんでそれを秋原さんに伝えなかったんだ！　そうすれば、この人は……。

ＧＭ：綾渕は力なく笑う。「伝えたよ。彼女は全部知っていたはずだ。……それでも、彼女は行動を起こしてしまった。彼女は───不確実な部分があることが怖こわかったんだろうね」

イサム：…………っ！

狛江：じゃ、じゃあ、あたしは最初から……。

ＧＭ：綾渕は少し目を落とす。「……キミを派は遣けんしたのは〝プランナー〟だ。隼人くんたちから情じよう報ほうを聞き出して、春日恭二を的確に七緒さんの元へ誘導するために」

狛江：ただの……餌えさ、ってことですか？

ＧＭ：「そうだ。……あの組そ織しきの中でキミの役やく割わりは、そろそろわかっているんだろう？」

狛江：うう……。

ＧＭ：「ＦＨで人が生きる道はふたつしかない。自分の欲よく望ぼうのために他者を利用するか、他者の欲望のために奴ど隷れいとなるか。……そのどちらを選ぶにしても、キミは人が好よすぎる」

狛江：うつむいてガタガタと震ふるえながら、ただ言葉を聞いている。

ＧＭ：「キミは成功した。戻もどればキミの場所は用意されているだろう」

狛江：違う……。そんなものはいらない。あたしは、与あたえて欲ほしかったんじゃない。あたしは勝ち取りたかったんだ───。

ＧＭ：「…………」うなだれる狛江を、綾渕は黙だまって見ている。




　椿は音もなく、一歩を進み出た。気がつけば、手は綾渕の袖そでを握にぎっている。

　頭では真相を理り解かいしている。だが、感情がそれを拒こばんでいた。




椿：なんで……、先生がそんなことをするんですか？　なぜ……、先生が、ＦＨと繫つながっているんですか!?

ＧＭ：「椿ちゃん……」

椿：…………。

ＧＭ：彼は椿の目をまっすぐに見て言う。「僕はＵＧＮにもＦＨにも籍せきを置いている人間なんだ。ＦＨでは───僕は〝マスターマインド〟と呼よばれている」

椿：…………っ！

応理：マスタークラスのエージェントか！

イサム：マスター？

応理：ＦＨの中で一線を画した能力を持つものに与えられるコードネームだ。

イサム：そんなレベルなのか……、この人。

椿：先生は───なにが、したいんですか？

ＧＭ：彼は椿の手を優やさしく握にぎる。「僕のやりたいことはひとつだ。……オーヴァードと一いつ般ぱん人じんの境きよう界かいを取り除のぞく。そして世界に平へい穏おんを取り戻す。それも、ひとりの犠ぎ牲せい者しやも出さずに」

イサム：……本気、かよ。

ＧＭ：「本気だよ」彼の表情は揺ゆらがない。「そのための目め処どもついた。……ただ、その方法を今すぐに話すことはできない。まだやらなければならないことがあるからね」

隼人：…………。

ＧＭ：「でも、なるべく早くキミたちの前に戻ってこよう。その時に、僕のしようとしていることを全部話すよ。……キミたちには理解して欲しいから」

椿：黙だまって───綾渕さんを見てます。

ＧＭ：彼は椿の手をそっとはずす。「僕は……もう行くよ？」

隼人：おい！　……待て！

ＧＭ：「隼人くん」

隼人：……な、なんだ？

ＧＭ：「キミの大切なその子はもう狙ねらわない。彼女から必要なものは取り出したから。……信用してくれないかもしれないが」

隼人：…………。

応理：彼の言うことは本当だ。彼は信用できる。

隼人：何に対する信用だよ！

応理：七緒を狙わない、ということさ。……これはもうそういう局面じゃないんだ。

隼人：…………。

ＧＭ：綾渕は背せを向けて歩き出す。最後に一言「また、会おう」と、残して。




　誰だれも彼を追うことはできなかった。

　ただ静かに去っていく彼を、皆みな見ていることしかできなかった。




隼人：待て！　平穏ってのは何なんだ！　俺は……誰から、何を護まもればいいんだっ!!

椿：…………。




　隼人の叫さけびだけが、あたりにこだましていた───。







◆Ending 02◆広がる亀き裂れつ


Scene Player ─── 群墨応理






　その後、事じ件けんはすぐに解かい決けつした。

　報ほう告こくを受けた日本支し部ぶはすぐさま北明支部に代理の支部長を派は遣けん。ＵＧＮとしての活動を立て直しに入った。だが───。




ＧＭ：というわけで、イサムと応理のエンディング。場所は日本支部、藤崎の前だ。北明市の支部長は代理を出され、立て直しをはかることになる。ＦＨも撤てつ退たいしているしね。

応理：では報告の後で藤崎に付け加えよう。……というわけで、世界が変わるそうだよ。

ＧＭ：「綾渕宗二の発言か。彼についてはまだまだ調べなければならないだろう。我われ々われＵＧＮの資し料りようには一研究者としての資料しかない」

イサム：…………。

ＧＭ：「それよりも問題なのは、今回の事件そのものだ」

応理：そうだね。……彼女は確たしかにこう言った。〝これはＵＧＮの理想のためである〟、と。

ＧＭ：藤崎はこくりとうなずく。「これは非ひ常じように大きな問題だ。我々ＵＧＮは縦たての連れん携けいで成り立っている。それを維い持じしているのはＵＧＮの理念に他ほかならない。だが、この理念に疑うたがいを持ち、個こ別べつに解かい釈しやくし、行動するものが出てくれば、組そ織しきとしての屋や台たい骨ぼねが揺らぐ」

イサム：……ＦＨと同じになる、のか。

応理：もう既すでに、その種はまかれてしまったのかもしれないね。

ＧＭ：「これは恐おそろしいことだ。このままＵＧＮがＦＨ化するとなれば、世界は十八年前よりひどい状じよう況きようになるだろう。……やはり、日本でそれを抑おさえつけていたのは彼の───霧谷の力ということか」

応理：……彼の容よう態だいは？

ＧＭ：「回かい復ふくの目処はついた。……だが、意識を取り戻もどすまであと一ヶ月はかかるそうだ」

応理：それまで、何とかボクらが持たせていかなきゃならないわけか。

ＧＭ：「その通りだ」

応理：さて、イサム。……キミに確かく認にんしておきたいことがある。

イサム：…………なんだよ？

応理：秋原支部長も綾渕も、みな世界の変へん革かくを求めている。キミはどうだい？　世界は変わるべきだと思うかい？

イサム：…………。

応理：…………。

イサム：……オレは頭悪いから、世界のことなんてわかんねえ。でも……。

応理：でも？

イサム：でも、オレは変わらないでいたい。

応理：…………。

イサム：変えないでいたいものがある、のかな。オレの中にある柚木への思いとかさ。

応理：変わっていくものの中で、そうでないものを求める───か。

イサム：隼人先せん輩ぱいの強さって、そういうところにあるだろ？　オレだって、ああなりたい。

応理：いい答えだ。……その情じよう熱ねつが必要な時がすぐに来るよ。

ＧＭ：では、その後に続けて藤崎が言う。「何か動きがあり次し第だい、キミたちに指令を出す。それまで待機を命じる」

応理：了解、体は空けておくよ。

イサム：なあ、これから───どうなるのかな？

応理：そんなことはわからない。だけど、ボクらにできることはある。……そう考えよう。

イサム：そう、だな……。




　ふたりは空を見上げる。




　灰はい色いろの雲に覆おおわれた空は、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　どこまでも、重く。







◆Ending 03◆道を離はなれて


Scene Player ─── 辰巳狛江






　夕ゆう暮ぐれの街を、ひとりの少女がとぼとぼと歩く。

　大きめのスポーツバッグを担かつぎ、がっくりとうなだれた背せ中なかの上は長い髪かみが走り、どこかよれたジャージの背中には大きく「辰巳狛江」と書かれていた。




ＧＭ：では狛江のシーンです。

狛江：…………帰る場所が無い。

イサム：ＦＨには？

狛江：戻もどれないし……。戻りたくない……。

ＧＭ：じゃあ、狛江がとぼとぼと歩いているところからはじめようか。

狛江：ジャージに戻って、がっくりと肩かたを落として歩いてます。

隼人：登場しようか。

椿：……私も。

ＧＭ：街の栄えている部分を離れ、空き地が目立つくらいの通りにふたりが立っている。

狛江：隼人……、椿……。

隼人：…………よお。

狛江：あたしを、捕つかまえなくていいの？（自じ嘲ちよう的に笑って）……いや、捕まえなくても同じか。敵てきに戻っても役立たずだからね。

椿：狛江……。

隼人：そんな用よう件けんじゃない。……ただ、世話になったから来ただけだ。

狛江：そっか……。




　どこか郷きよう愁しゆうを感じさせるような夕日が、世界を照らしている。

　だが、その世界に狛江の居いる場所は無い。




狛江：そうだ、もうこれはいらないな。……と言って、あたしはスポーツバッグの中からビジネスマナーの本を取り出す。

隼人：…………。

狛江：少しはさ。勉強しようと思ったんだけどさ。……そうつぶやきながら、ゴミ箱にそれらを投げ入れていく。

椿：…………。

狛江：がんばったんだけどなあ！　あたしはひとつのことしかできないから、せめて言われたことくらいはできるようにって！　……でも、本当に何も役に立ってなかった。あたしにできたことは───ただ、餌えさになることだけ。




　そして狛江はバッグの中から、空手着を取りだし───同じようにゴミ箱に投げ入れた。




隼人：いいのかよ、それまで捨すてて。それじゃあ、お前はどこにも行けなくなっちまうぞ。

狛江：（ぼそりと）あっても、役に立たないから……。

隼人：…………。

椿：これから、どこに行くの？

狛江：……行く当てもないけど。あたしには家族はいないし。帰る場所もない。

椿：私たちのところに来たら？　そうすればみんな───。

狛江：……一いつ瞬しゆん泣きそうな顔になってから、横を通り過ぎて歩き出す。椿の言葉を無む視しして。

椿：…………。

隼人：じゃあ、俺おれは空手着を取り出して叫さけぶ。……コイツは預あずかっておくぞ！

狛江：……っ！




　その言葉と共に、狛江は全速力で駆かけだした。逃にげるように、隠かくれるように。

　情なさけないところは全部───夕日が隠してくれた。







◆Ending 04◆一いつ瞬しゆんの平へい穏おん


Scene Player ─── 高崎隼人






　あの事じ件けんから一週間。街には平和な姿すがたが戻もどっている。

　……いや。

　街はもともと平和だったのだ。戦いがあったのは、あくまで日常の裏うら側がわだったのだから。




　───そう、少なくともアイツとは関係の無い世界だ。




　とあるマンションの屋上で下を見ながら、隼人はそう思う。

　彼の目線の先には、護まもりきったはずの少女がいた。




ＧＭ：では、隼人と椿のエンディング。

隼人：はい。

椿：…………はい。

ＧＭ：あれから一週間。キミたちは七緒を見み張はり続けている。何か異い常じようがあればすぐに報ほう告こくせよ、という命令だ。

隼人：七緒は、どうなったんだ？

ＧＭ：彼女は狛江に《ワーディング》されてからの記き憶おくがほとんど無い。断だん片ぺん的に覚えていることもあるが、夢ゆめだと認にん識しきしている。……そしてこの一週間、特に不ふ審しんな様子はない。

椿：……よかった。

隼人：…………。

ＧＭ：そして今、また彼女はいつかのように犬を連れて散歩に出ている。……キミたちがそれをマンションの屋上から見ているところだと思ってくれ。

椿：よかったね、隼人。……と声をかけます。

隼人：……よかったのか？

椿：え？

隼人：俺は、アイツを護ることが本当にできたのか？

椿：少なくとも……、これで七緒ちゃんはＦＨから狙ねらわれることは無いよ。

隼人：だけど───これから、アイツの力でどんなひどいことが起きるかわからないぞ。

椿：…………それでも、七緒ちゃんはまだあの場所にいるもの。




　視し線せんの先で、七緒が手にしたバッグから大きめのカメラを取り出す。

　そしてそれを空に向け───シャッターを切る。




　それは、半年前に何度も見た彼女の仕草。彼女が彼女であることの証あかし。




　無む意い識しきに、隼人の手は写真を握にぎっていた。




隼人：そうだな、お前の言うとおりだ。……アイツが無事ならそれでいい。これからアイツの力で何かが起こったとしたら、それを止めるのは俺の役目だ。

椿：…………そうだね。隼人はそれでいいと思う。

隼人：お前こそ、どうなんだよ。……綾渕さんのこと。




　椿の脳のう裏りに、真相を告げる綾渕の姿が再さい生せいされる。

　あの時の彼は───あまりにも自然だった。




　綾渕は、椿の知っている姿のまま、ＵＧＮを裏切ったのだ。




椿：ねえ、隼人。……ＵＧＮって何だろう？

隼人：…………？

椿：私の小さいころ、綾渕さんは私にとってＵＧＮそのものだった。……今もあの人は変わらない。あの時のままの優やさしい綾渕さん。

隼人：…………。

椿：それならば今のあの人は───何なんだろう？

隼人：わからない。……わからないが、ひとつだけ知っていることがある。

椿：ふと、隼人の方を見ます。

隼人：綾渕さんはずっとお前のことを心配していた。自分の理念を押おしつけすぎたんじゃないか、だからお前が堅かた物ぶつになっちゃったんじゃないか、そう言ってた。あれは噓うそじゃなかった……そう思う。

椿：…………。

隼人：だから、俺たちはこの事件から降おりちゃいけない。俺はアイツの力を利用させないため、お前は綾渕さんの真意を確たしかめるため。

椿：…………そうだね。




　そうして、ふたりのチルドレンは北明市を去った。




　それぞれの影かげを嚙かみしめながら、子こ供どもたちは終局を待つ。







◆Ending 05◆そして最後の幕まくへ


───Master Scene






　どこともしれぬ闇やみの中。

　ぼんやりとした頼りない輝かがやきが、あまり広くない部屋とその主を照らし出している。

　部屋の主は長く、美しい黒くろ髪かみを持つ女。

　名を〝プランナー〟都築京香。───日本におけるＦＨの最高実力者。




　彼女は本を開いていた手を止め、ふと天使のような微び笑しようを浮うかべると、言った。

「おかえりなさい、〝マスターマインド〟」

　答えを返すのは長身で頼たよりなさげな男。

「……ただいま、って言える身分じゃないんだけど。僕ぼくは」




　その男、綾渕宗二のぼやきを流し、〝プランナー〟は続ける。

「どうでした？　私の〝プラン〟は」

「さすがだよ。……誰だれも疑うたがうものはいなかった。僕だったらああはいかない」

「そんなことはないでしょう。……あなたがその気になれば、あの地ち域いき全体を壊かい滅めつさせて彼女に能のう力りよくを使わせることなどたやすいはず」




　〝プランナー〟の揶や揄ゆに綾渕は口を歪ゆがめる。

「それがイヤだからキミに頼たのんだじゃないか。……ただ、ＵＧＮの支し部ぶ長ちようさんがね」

「聞きましたよ。でも、それはあなたのせいではない」

「でもさ、やっぱりイヤじゃないか。……無理することはなかったんだ」

　彼の表ひよう情じようは、どこまでも悲しげに見える。




「…………相変わらずですね、〝マスターマインド〟」

　〝プランナー〟はそう言うと、本を閉とじて宣せん言げんするように言った。

「私のプランはここで終しゆう了りようです。あとは、あなたの活動を見守らせていただきますよ」

　男は重々しくうなずく。

「ありがとう〝プランナー〟。協力を感かん謝しやする。……ここからは、僕の出番だ」




　そして、世界変へん革かくの幕が開く───。





To be continued













































Yours Ever【ユアーズ　エヴァー】


　　１：手紙の最後につける定型文のひとつ。主に親しい友人に対して使う。意味は、「いつもあなたの親友である」。













PREPLAY






　さあ、最終話だ！

　一話目の収しゆう録ろくが終わった翌日から、私は早さつ速そく最終話のシナリオ作成に取りかかった。




　とはいえ、最終話のストーリーラインはほとんど決まっている。そこに第一話の結果を反はん映えいしておくだけだ。

　今回は通つう常じようの『ＤＸ２』とはまったく違ちがう形のセッションをしようと企たくらんでいる。かなり難なん易い度ども高いが、プレイヤーのスキルもモチベーションもいつもとは段違いだ。これぐらい高くなければやりごたえがないだろう。……なにせ最終回なのだ。




　そんなことを考えつつ、私はシナリオを作成する。

　……そして、プレイ当日。私の前には第一話と同じ、五人のプレイヤーが集まっていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではこれから、オリジンシリーズ最終セッションを始めたいと思いまーす。

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：では、早速ハンドアウトから。キャラクターの成長はその後に申しん告こくしてくださいな。

隼人：とは言っても、経けい験けん点てん０なんだけどなー。

椿：私も。

狛江：あたしもー。

イサム：オレはちょっともらったよ。

応理：ボクは結けつ構こう成長できた。……自律判定の出目がよかったからなあ。

ＧＭ：戦闘が二回あって、かなり侵しん蝕しよく率りつ上がったからね。……じゃ、ハンドアウトを。

一同：はーい。




●ＰＣ①：高崎隼人たかさき・はやと

ロイス：綾渕宗二あやふち・そうじ　　ポジティブ：誠せい意い／ネガティブ：恐きよう怖ふ

　ＵＧＮ北きた明あき支し部ぶの屋上で、あの男、綾渕宗二は世界を変えると言って去っていった。

　それから一ヶ月。キミは再ふたたび綾渕の名前を聞くことになる。

　彼はＵＧＮの特とく殊しゆ研究施し設せつに保ほ管かんしている〝賢けん者じやの石〟を狙ねらっているとのことだ。

　……彼が何をしようとしているのか。それを確かく認にんしなければならない。




応理：賢者の石か！

イサム：……なんだっけ、それ？

ＧＭ：Ｄロイスのひとつだね。またの名をレネゲイドクリスタル。オーヴァードにさらなる力を与あたえるといわれている結けつ晶しよう体たいのことだ。

応理：レネゲイドそのものが結晶化したとか、次なる存そん在ざいへの鍵かぎとか言われてるんだよね！　そういうの大好き！

隼人：じゃあ、俺おれがその石を飲み込こんで最後のパワーアップを！（笑）

ＧＭ：……したいのか？　Ｄロイス：生還者は無くなるぞ？

隼人：うわっ！　やっぱやめやっぱやめ！　俺の中の大切な何かがなくなる！（笑）

狛江：そりゃ、隼人の侵蝕率で生せい還かん者しや無くなったら厳きびしいよねえ（笑）。




●ＰＣ②：玉野椿たまの・つばき

ロイス：綾渕宗二　　ポジティブ：憧しよう憬けい／ネガティブ：不安

　綾渕宗二、キミにとって親代わりとも言える彼は姿すがたを消した。

　そして、一ヶ月たったある日。唐とう突とつに彼は現あらわれた。約束どおり、自分のしようとしていることをすべて話すと言って。

　昔とまったく変わらぬ様子で話す彼の姿に、キミは動どう揺ようを抑おさえることができなかった。




椿：…………。

ＧＭ：ちょっと隼人とは違ちがう形で綾渕と関かかわろうというハンドアウトね。

椿：はい。……基本的に前の設定のままですね。

ＧＭ：前の事じ件けんで、綾渕についてはあんまりさわってないからね。

椿：了りよう解かいです。……ちょっと関わり方を考えなきゃ。




●ＰＣ③：群墨応理むらずみ・おうり

ロイス：高崎隼人　　ポジティブ：指定無し／ネガティブ：指定無し

　事じ態たいは動き続けている。

　霧谷雄吾きりたに・ゆうごが倒たおれたことを皮切りに、ＦＨフアルスハーツの活発化、北明支部の反はん乱らん、そして綾渕の登場。

　それらすべては隼人と椿のふたりを中心に動いている。

　ふたりを最後まで見み届とどけなければならない。……結果がどうなろうとも。




応理：指定ロイスが隼人！

ＧＭ：うん。推すい奨しよう感かん情じようは無いので好きに決めてね。

応理：りょうかーい。……導みちびくでもなく、見届けろというのがいいね。

ＧＭ：もう生徒からは卒業してるっぽいからね。ハンドアウトの文章も調整してみた。

応理：うん、この塩あん梅ばいがいい。ちなみに隼人への感情は尊そん敬けいと脅きよう威いにしておくよ。……すっかり一人前になったから尊敬。力の大きさに脅威。

隼人：は、了解です。

応理：あと成長だね。エフェクトを三つ取ったよ。《マグネットフォース》、《天てん性せいのひらめき》、《アドヴァイス》を１レベルずつ。

椿：《マグネットフォース》……、カバーリングですか。

応理：前回でカバーリングに行動使っちゃってたし。《ラストアクション》もあるから。

狛江：いいコンボですね！

応理：あとのふたつは支し援えんとして。……自分の火力低いから、こういうところでフォローを。

ＧＭ：ずいぶん考えてきたな（笑）。

応理：あれだけ厳きびしい戦せん闘とうだと、ボクだって考えるさ（笑）。




●ＰＣ④：蓮はす見みイサム

ロイス：高崎隼人　　ポジティブ：指定無し／ネガティブ：指定無し

　鳴なる島しま市から外に出て、キミの環かん境きようはずいぶんと変わった。

　いや、変わりはじめたのはキミがふたりのチルドレンと出会ってからだろう。

　彼らと出会ってから、キミ自身は何か変わっただろうか？　そして、彼らはどこか変わっただろうか？　大きな事件を前にして、なぜかキミはそれが気にかかった。




イサム：こっちも隼人かー。

椿：お、人気者！

ＧＭ：最終回だから！（笑）

イサム：うん、それはわかる。こんなにしみじみとしたハンドアウトは初めて見たし（笑）。

ＧＭ：感情については同じく決めておいてね。

イサム：うーん……。尊敬と隔かく意いかな。隼人先せん輩ぱいのことは尊敬しているし、ただあれだけの決意はオレにはできないと思っている。

狛江：おお、また尊敬。

ＧＭ：キャラが育っている感じがするねえ。

隼人：うんうん。ありがたいなあ。

イサム：で、エフェクトなんだけど。《マインドエンハンス》を２レベル取りました。

椿：やった！　これでついにＨＰにも侵しん蝕しよく率りつにも左右されずにクリティカル値ちが下がる！

隼人：な、長かった……。

イサム：そして！　さっきふと思い立ってコンボに名前を付けた！（笑）

隼人：今さらっ!?（笑）

イサム：通つう常じようのコンボが〝ヘヴィメタルサンダー〟、《マインドエンハンス》使ったバージョンが〝ラウドネス〟、全部組み合わせたものが〝パラダイスロスト〟！（笑）

隼人：ヘ、ヘヴィメタルサンダー……（笑）。

応理：全部元ネタバリバリだ（笑）。

イサム：だってそういうキャラだもん、オレ（笑）。




●ＰＣ⑤：辰巳狛江たつみ・こまえ

ロイス：玉野椿　　ポジティブ：指定無し／ネガティブ：指定無し

　キミは恩おん師しである緒お方がたを失い、居い場ば所しよであるＦＨをも失った。

　原げん因いんはなにか判はん別べつをつけることはできない。だが、あのふたりのチルドレンと出会ったことがきっかけなのは間ま違ちがいないだろう。

　そして、前の事じ件けんから続く一連の事件にも決着がつこうとしている。

　その時、キミが、そしてあのふたりの立つ場所は一体どこなのだろうか？




狛江：あたしは椿なんだ。

ＧＭ：うん。……この後ＰＣ間ロイスとして、応理とイサムには椿に、狛江には隼人に結んでもらうから。これで全員チルドレンふたりに結ぶことになる。ちなみに隼人と椿は双方にロイスを取ってね。

椿：あ、なるほど。

イサム：いろいろ考えるなあ。

ＧＭ：繰くり返しだけど、最終回だから（笑）。

隼人：そういえば、狛江ってＦＨ抜ぬけたんだっけ？　キャラクターデータは？

狛江：（ＧＭに）Ｄロイスの不死者は消えるとして……、ワークスはどうしよう？

ＧＭ：ＦＨ、ＵＧＮ関係以外の適てき当とうなワークスに変えて、能のう力りよく値ちは再さい計けい算さんしておいて。……ホントはワークス変へん更こうするルールはないんだけど、特例ということで。

狛江：はーい。じゃあ格かく闘とう家かにしておきまーす。

イサム：妥当だ（笑）。

応理：というか、もともとそっちが本当のワークスだったんじゃないのか（笑）。

狛江：椿には幸福感と隔かく意いでロイス結びました。……一いつ緒しよにいると楽しいんだけど、結局は違う存そん在ざいなんだよなーと考えてます。

椿：わかりました。

ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスを結んで、セッションをはじめよう！











OPENING PHASE









◆Opening 01◆そして夏の終わり


Scene Player ─── 群墨応理






　北明市の事じ件けんから約一ヶ月。

　夏も盛さかりを過すぎ、学生たちがそろそろ始まる学校について考えはじめる頃ころ。

　応理とイサムは日本支部、藤ふじ崎さきの元に呼よばれた。

　……綾渕が現あらわれた、という報ほう告こくを受けて。




ＧＭ：というわけで、前の事件から一ヶ月くらいたったある日。

応理：八月の終わりくらいかね？

イサム：お盆ぼんとかは終わった後か。

ＧＭ：うん、そんなもの。……で、そんなある日にイサムと応理は藤崎から緊きん急きゆうの呼び出しがかかる。綾渕が現われたとのことだ。

応理：では、支し部ぶ長ちよう室しつに現われよう。

イサム：同じく。……ところでこの一ヶ月、ＵＧＮは綾渕を追ってたの？

ＧＭ：もちろん。四方八方手は尽つくしても、足取りはまったく追えていないけどね。……ちなみに調ちよう査さをしているのはキミたちではなく別のエージェント。

狛江：応理たちは調査に向かないからなあ（笑）。

応理・イサム：うんうん（笑）。

ＧＭ：まあ、やきもきする一ヶ月だったと思ってくださいな。こちらから調査できない、ＵＧＮも何も調べられない。

イサム：そうそう。柚ゆず木きにメール打ってもなかなか返ってこないとかね。……それはいつものことだけど！（笑）

椿：自分で、言っちゃった……！（笑）

応理：報むくわれないな、キミは（笑）。

ＧＭ：で、日本支部長室でキミたちを見て藤崎が言う。「キミたちにはこれから、六ろく宮みや市のＵＧＮ支部に向かってもらう。……綾渕宗二がそこに現われたらしい」

イサム：六宮市？

応理：綾渕が襲しゆう撃げきでもかけてきたのかい？

ＧＭ：「報告に拠よればそうなっている。───ただし、被ひ害がいは０ということだ」

イサム：おいおい、それって襲撃なのか？　ただ来て見て帰っただけじゃん？

ＧＭ：「いや、軽けい傷しよう者しやは出ている。戦せん闘とうもあったらしい。……だが、報告だけでは要よう領りようが得ないのも確たしかだ。そこでキミたちに現げん地ちに行き、状じよう況きようを分ぶん析せきしてもらいたい」

イサム：なんでオレたちが？

ＧＭ：「こちらには綾渕宗二本人と会ったものがいない。時間的にもっとも近く彼と接せつ触しよくしたのがキミたちなのだ」

イサム：ん～～～～、まあ納なつ得とくはする。

応理：その件に関しては了りよう解かいしたよ、藤崎。……ところでこれは聞いておかなきゃならないんだけど───霧谷はどうだい？

ＧＭ：「研究者の見立てでは、そろそろ意い識しきが戻もどってもおかしくはないそうだ。……だが、現在彼は昏こん睡すい状じよう態たいだが」藤崎の表ひよう情じようは変わらない。

応理：そうか───。あと少しはボクらでがんばらないといけないね。

ＧＭ：藤崎はほんの少しだけうなずく。……で、キミたちがその場を後にして───。




　約二十四時間後、応理とイサムは六宮支部に到とう着ちやくしていた。

　目の前には台風が過ぎ去った後のように、窓まどガラスが割われ、物が散さん乱らんしている支部。

　だが、その後かたづけをしているエージェントたちにはまったく緊きん張ちよう感がなかった。




ＧＭ：という感じなんだけど。

応理：……なんとも不ふ可か解かいだね。

イサム：建物だけ壊こわしていった、ってことも無いだろうけど。

応理：とにかく中に入っていこうか、サム。

イサム：……サムじゃねえっつーのに。

ＧＭ：やっぱり中はぼろぼろ。電でん灯とうも割れてるし、置おき物ものも砕くだけたりしている。

応理：適当に声をかけるか。あー、ボクたちは日本支部から派は遣けんされてきたんだけど……。

ＧＭ：「あ、ご苦労さまです！　今支部長を呼よんできますので！」パタパタパタと声をかけられた女性が駆かけていき、しょぼくれた中年の男性を連れてくる。

イサム：支部長さんかな？

ＧＭ：「はい、私がこの支部を預あずかっているものです」と頭を下げる支部長さん。

応理：ちょっと状況を聞かせてくれるかい？　見てもわからないことが多いんだ。

イサム：襲撃を受けた割わりに、ずいぶん平和そうだし。

ＧＭ：「そ……うですね……」と、なにやら言いにくそうな感じで彼は口を開く。

応理：とりあえず、彼は何をしたんだい？

ＧＭ：「えぇ、まぁ、その、なんというか……。何もしなかったんですよ、向こうは」

応理：…………は？

イサム：でも、大おお暴あばれしたんじゃないの？　この散らかり具合は。

ＧＭ：「それは───私たちが自分たちでやったんです」苦笑いしながら話す支部長。

イサム：…………え？

ＧＭ：「順を追って説明しますと、まず彼は特に姿すがたを隠かくすこともせずに正面入り口から入ってきました。……今のあなたがたのように」

応理：……黙だまって話を聞こう。

ＧＭ：「我われ々われも情じよう報ほうは受けてたんで、すぐに取り囲みました。……ただ、こっちが攻こう撃げきしようとしても……そのまま殺されるイメージしか湧わいて来なくて」困った顔で彼は言う。

イサム：オレは眉まゆをひそめている。

ＧＭ：「で、気がついたら、辺りを……」

応理：…………。

イサム：…………。

応理：想像以上にわからない話だね。……監かん視しカメラとかに映えい像ぞうは残っているかい？

ＧＭ：「あ、はい！」……と、カメラのデータにはこんな映像が残されている。

イサム：ふむふむ？

ＧＭ：正面から入ってくる綾渕。支し部ぶの対たい応おうも早くて、すぐにエージェントが取り囲む。

応理：支部の練度は結けつ構こう高いね。

ＧＭ：取り囲んだエージェントが再さい三さん警けい告こくを発するも、綾渕はすべて無視。エージェントが

《ワーディング》を張はって、戦せん闘とう態たい勢せいに入ろうとしたところで異い変へんが起きる。

イサム：…………。

ＧＭ：エージェントたちの動きがピタリと止まり……、全員がうめきはじめる。

応理：綾渕に動きは？

ＧＭ：特にない。あえて言うなら、じっとエージェントを見てるだけだ。……で、数秒後にエージェントたちが暴ぼう走そうをはじめる。逃にげ出すものも、その場で震ふるえはじめるものも、味方同士で殴り合うものも、あたりのものを破は壊かいしつづけるものもいる。

イサム：なんだ……これ……？

応理：パニック状じよう態たいを引き起こしている……？

ＧＭ：感覚的にはそんな感じだね。

イサム：この後、綾渕はどうしたんだ？

ＧＭ：支部長さんはひとつうなずくと口を開く。「彼は端たん末まつ室しつに入り、パスワードを簡かん単たんに突とつ破ぱしてこの支部のデータベースからとあるデータを抜ぬき出していきました」

応理：まるで散歩に出ているようだね。

ＧＭ：引き出した情報も別に隠していないから、何を持っていったかはすぐにわかるよ。

イサム：なんの情報？

ＧＭ：ＵＧＮの持つ〝賢者の石〟の情報。……どこに保管してあるとか、誰の管轄だとかそういう。

応理：……探しているのか、賢者の石を。

イサム：賢者の石って、取られるとどう大変なわけ？

ＧＭ：「賢者の石は適てき合ごう者しやと呼ばれるもの以外には意味の無いもののはずです。……むしろ、適合者以外が体内に取り込こめば死ぬという話です」

イサム：う──────む。…………わからん。さっぱりわからん。

応理：まあ、とりあえずは情報も聞いたし、一度戻もどろうか。……支部長さん、ありがとう。

ＧＭ：「は、役にも立てませんで……」と、支部長さんはぺこぺこと頭を下げる。

イサム：…………さすがにこの時点じゃ全然わからないな。

応理：あまり無理して考えるものでもないよ、サム。

イサム：だからサムじゃねえっつーの……。

ＧＭ：では、六宮支部を後にしたところでシーンを切ろう。







◆Opening 02◆迷まよいに迷い……


Scene Player ─── 辰巳狛江






　あの時、辰巳狛江は帰る場所を無くした。

　ＦＨという組そ織しきの中で、おのれの道を獲かく得とくすることもできず、他人の餌えさにもなれず。

　彼女は道を見失った。

　そして、一月が過すぎ───。




ＧＭ：次は狛江なんだけど。前の事じ件けんの後、どこに行ったの？

狛江：ああ、あの後山にこもろうとするんだけど……。

椿：山!?（笑）

狛江：そうそう。山に行こうとふらふらしていると、ちょうどガソリンスタンドにアルバイト募ぼ集しゆうって張はり紙を見つけるんですよ。それで───。

一同：…………。

狛江：（満面の笑えみで）レギュラー満タン入りまーす！　……お支し払はらいはカードですか？　現げん金きんですか？（笑）

一同：なんでバイトしてんだあああああああっ!!（笑）

狛江：現金ですか、ありがとうございまーす！（急に別のバイトになって）「狛江くん、休きゆう憩けいはいってー！」（狛江に戻もどり）はーい！（笑）

ＧＭ：…………なんかひとりで会話してるぞ（笑）。

狛江：控ひかえ室で座すわってぼーっとしていると、社員さんに話しかけられたりするんですよ。「お疲つかれさま、狛江くん。ところで今度契けい約やく社員を募集してるんだけど、どうだい？　キミは働きぶりもいいから、その気さえあれば話を通しておくよ？」

イサム：（げらげら笑いながら）話が展てん開かいしてる！（笑）

狛江：あ、いいですね。あたしもちょっと落ち着こうかなって考えてまして……。

隼人：（同じく笑いながら）適てき応おうしてるぞ、おい（笑）。

狛江：そしてあたしはまた働き出す。……歩行者通りまーす！　いらっしゃいませ～！

ＧＭ：…………。

狛江：ご利用ありがとうございました！　またのお越こしをお待ちしていまーっす！　（ＧＭに）……って、そろそろなにか起こしてくださいよ！　このままだとあたしスタンドの店員で終わっちゃうじゃないですか！（笑）

一同：お前が始めたんじゃないかああああああああっ!!（笑）

ＧＭ：面おも白しろくて、つい何もせずに見てしまった（笑）。……じゃ、イベントを起こそう。

狛江：よかった──────っ（笑）。

ＧＭ：では、こんな街中のガソリンスタンドには似に合あわない、黒くろ塗ぬりの高級車が入ってくる。

狛江：う……？　とりあえず応対しよう。（にっこり笑って）……ハイオクですか？　レギュラーですか？（笑）

ＧＭ：すると、音もなく窓まどが開く。……後部座ざ席せきの窓が。

椿：後部座席？

ＧＭ：そしてそこには都築京香つづき・きようかが。

イサム：うおおおおおおおお、エラい奴なのにこんな田舎いなかまで来るのか！（笑）

ＧＭ：だって、ガソリンスタンドなんて言われるんだもん。まあ、山ごもりだと山まで行く予定だったけど（笑）。

狛江：あたしは帽ぼう子しを深くかぶり直して、勢いきおいを無くして言う。……カ、カードですか？

ＧＭ：都築京香はまるで気にせず、前を向いたままで言う。「……満足していますか？」

狛江：…………うう。

ＧＭ：「あなたは今、満足していますか？」と繰り返す。……その顔にはいつもの微び笑しようが。

狛江：こ、ここ結けつ構こう時給いいんです。残業も無いですし、周りの人もよくしてくれます。その……、経けい験けん者しやじゃないんで、色々と教えて貰もらったりとかも───。

ＧＭ：（途と中ちゆうでさえぎるように）「最後まで見み届とどけず、ここで落ち着くのもよいでしょう」

狛江：ぐ……。

ＧＭ：「ただ───、もしあなたが最後まで関かかわることを望むのであれば」そう言って、彼女は名めい刺し大の紙し片へんを渡わたしてくる。どうやらそこには住所が書かれているようだね。

狛江：黙だまって受け取って、その紙片を見てる。

ＧＭ：「〝彼〟が動き始めました。……〝彼〟はおそらく、その場所でＵＧＮの者たちに接せつ触しよくを取るでしょう」……都築京香の微笑は変わらない。

狛江：…………。

ＧＭ：「…………」

狛江：少し黙った後、あたしはその紙を握にぎりつぶして言う。

ＧＭ：…………。

狛江：（息を吸すい込んで）二度とお前の言いなりなんかになるか！（すぐに頭を下げて）ありがとうございました！　またどうぞ！（笑）

隼人：ん、よく言った！（笑）

ＧＭ：都築京香の表ひよう情じようは変わらず、そのまま窓が閉しまって車は出ていく。で、他の店員さんがびっくりした顔で狛江の方を見ているよ。

狛江：あたしはうつむいた顔のまま、控ひかえ室に飛び込んで自分の荷物を持ってダッシュする。……さっき見た住所へ向かって。

ＧＭ：了りよう解かい。では狛江はクシャクシャになったメモを握りしめ、歯を食いしばりながら走っていく。……というところでシーンを切ろう。







◆Opening 03◆約束の時


Scene Player ─── 高崎隼人






　この一月の間、隼人は自分が何をして過すごしていたか覚えていない。

　前の事じ件けんの事後処しよ理りをしたり、軽い任にん務むをこなしたような気もする。ただ部屋でじっとしていたような気もするし、トレーニングに明け暮れていたような気もする。




　事実などどうでもよい。

　ただ、覚えているのはこの一月はずっとなにかにイラついていたことだけだ。




ＧＭ：では最後のオープニング。……隼人と椿は双そう方ほうとも登場ね。

隼人・椿：はーい。

ＧＭ：キミたちはこの一ヶ月、なんとなく暇ひまな時間を過ごしていたと思ってくださいな。ちょっとした任務くらいはしていたかもしれないけど、綾渕のことには関わらせてくれない。

隼人：え……？

ＧＭ：綾渕が椿の親代わりだってことは藤崎も知ってるからね。さわらせてくれないのよ。

隼人：ちっ……、またアイツはそんなことを……。と、キャラクターは思ってます。

ＧＭ：まあ、……どっちにしても綾渕の情じよう報ほうは手に入らないけどね。ＵＧＮも含ふくめて。

椿：…………。

ＧＭ：そして、今は簡かん単たんな調ちよう査さ任務の帰り。任務が終わって、日本支し部ぶに帰ってくるところ。……どこかの駅で連絡員と合流して車で日本支部に帰ろうという感じ。

隼人：じゃあ、駅前の広場とかかな。

ＧＭ：うん。……じりじりと厳きびしい日差しが駅前のロータリーに蜃しん気き楼ろうを作っている。

椿：ちょっとため息をついてから、疲れた感じで右左を確かく認にんします。

隼人：おい……、調子悪いのか？

椿：（首を横に振ふって）……大だい丈じよう夫ぶ。支し障しようはないから。

隼人：そうは見えねえよ。……とつぶやきながら、俺も連絡員を探さがす。

ＧＭ：では隼人が周囲を確認すると───。




　ロータリーの端に、人ひと懐なつこい笑え顔がおを浮うかべ、右手を挙げ、綾渕が立っていた。

　以前と同じ笑顔、同じ姿で。




ＧＭ：「やあ、ふたりとも。……久ひさしぶりだね」

隼人：なんだ綾渕さんか（笑）。

応理：おい、スルーしてるぞ（笑）。

隼人：で、ワンテンポ遅おそく驚おどろく（笑）。あ、あ、あ、綾渕さん！

椿：私も目を白黒させて硬こう直ちよくしてます。口をぱくぱくさせながら（笑）。

ＧＭ：もちろんのことながら、本部からは捕ほ縛ばく命令が出てるけど。どうする？

隼人：一応……、警戒はする。いつでも攻撃に移うつれるように。

ＧＭ：彼は言う。「別に何もするつもりはないよ。……ほら、約束があっただろう？」

椿：…………約束？

ＧＭ：「僕ぼくのやることをきちんと説明する……って言ったよね。あの時、北明支部の屋上で」

隼人：あれって本気───だったのかよ？

ＧＭ：彼は苦く笑しようする。「こう見えても噓うそはキライなんだよ。……で、その約束が果たせそうなんで来たんだ」

椿：今までは、何をしてたんですか？　……先生。

ＧＭ：「う──────ん、色々してたかな。……情報を集めたり、研究を進めたり、ああＵＧＮにお邪じや魔ましたこともあったね」

隼人：…………。

ＧＭ：「で、どうだい？　キミたちに聞く気があれば、すべてを話そう。僕個こ人じんとしても是ぜ非ひ聞いてもらいたい」彼は真しん剣けんな顔でそう言う。

椿：聞きます。……ＦＨの手を借りてまで何をしようとしているのか。それを聞かせてください。

隼人：場合によっては───。と言いながら、剣けんを出す構かまえを取る。

ＧＭ：ふたりの視し線せんを受けながら、綾渕はまた笑う。「聞く気があればそれでいいよ。……それからあの時にいた他の人にも連れん絡らくを取ってくれないかな？　彼らとも約束はしたしね」

椿：え……？

ＧＭ：「あ、それに場所も変えたいね。……さすがにこの炎えん天てん下かの中で長話ができる歳としじゃないし。どこかいい場所ないかな？」

隼人：あ、その、は……、はあ。

応理：ほんとにペース変わらないな、彼は（笑）。

隼人：調子狂くるってしょうがないよ（笑）。

椿：なんか、言われるまま応理さんやイサムくんに連絡取っちゃう（笑）。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、その様子を見ながら彼は言う。




「この話を聞いて、キミたちが少しでも理り解かいを示しめしてくれると嬉うれしいよ」











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆新しき世界


Scene Player ─── 玉野椿






　ＵＧＮ日本支し部ぶ近くの喫きつ茶さ店てんは奇き妙みような緊きん張ちよう感に包まれていた。

　オープンテラスに構かまえられた、大きめの丸テーブルの中央に座すわっている綾渕ひとりがにこにことしており、周りの少年少女たちは全員怒おこっているような、困こん惑わくしているような奇妙な表ひよう情じようを浮うかべていた。




　周りを見回し、まるで教き師ようしのような口調で綾渕が言った。

「じゃあ、話を始めようか」




ＧＭ：というわけでミドルフェイズ。隼人と椿のオープニングの直後。

椿：とりあえず、応理さんとイサムくんには連絡を付ける。

応理：ん、登場しよう。

イサム：オレも。

隼人：場所は日本支部に近いところにある喫茶店を用意しよう。……苦しまぎれだけど。

ＧＭ：了りよう解かい。……ちなみに狛江はもらったメモの通りに行くと、なぜか彼らがいるから。

狛江：はーい。適てき当とうなタイミングで出よーっと。

ＧＭ：綾渕は一通りキミたちを見て言う。「まず、僕の最終的な目標はこの世界に平へい穏おんを取り戻もどすこと。オーヴァードと一般人との境きよう界かいをなくすことだってことは話したね」

応理：話だけならとても美しい理想だね。

ＧＭ：「でも、それをやろうとした人は今まで何人もいたよ」彼は静かに微ほほ笑えむ。「鵜うづ月き・幹みき安やすも、秋あき原はら支部長もそれを求めた。……そしてＵＧＮの最終目的もそこにある」

イサム：…………。

隼人：綾渕さんは、鵜月や秋原さんが正しかったって言うのか？

ＧＭ：「いいや、そんなことはない。彼らの理想や渇かつ望ぼうは理解できる。……でも、彼らはやり方を間ま違ちがえた。誰だれかの犠ぎ牲せいで為なしえた理想は、許ゆるされるものではない」

椿：じゃあ……、じゃあ本当に犠牲無しに世界を変える方法を見つけたんですか？

ＧＭ：「見つけた。……やっとそれをね」綾渕は力強くうなずく。「その方法とは───」




「楠森七緒くすもり・ななお───〝タイム＆アゲイン〟の能のう力りよくを、すべての人間に与あたえることだ」




イサム：…………マジかよ。

応理：無理だ。そんなことをすれば大だい混こん乱らんに陥おちいるよ。

ＧＭ：「普ふ通つうならね。でも覚えているかい？　彼女の能力は彼女自身に作用していたことを」

隼人：……ああ、覚えている。確たしかにそうだった。

ＧＭ：「僕はそこに目を付けた。あらゆる人に〝タイム＆アゲイン〟の能力を付け、そしてその能力を自分自身にのみ使用し続ける。……これによって、人は誰もが望む世界だけを知覚できる。望む世界を作ると言い換かえてもいいね」

イサム：ひとりひとりの世界すべてを変えるのか……。

椿：…………。

隼人：そんな……ことが、できるわけがない！　俺は立ち上がる！　そんなことをすれば、ほとんどの人はジャーム化する！　平穏なんかほど遠い、地じ獄ごく絵え図になるぞ！

ＧＭ：「それを解決する手しゆ段だんがあるんだよ。……キミはそれを知っているはずだ」

隼人：何……っ？

ＧＭ：「能力を制せい御ぎよする人じん格かくを作り、人に植えつける。その研究が十年前にあっただろう」

狛江：〝ダインスレイフ〟！

隼人：まさか、アレを……？　でもどうしてアンタがそんなことを知ってるんだ!?

ＧＭ：「真ま神がみくんにレネゲイド研究の基き礎そを教えたのが僕だから」……ちょっと綾渕は目を細める。「彼はあの貪どん欲よくさと才能で、見る間に一流の研究者になり、あのデータに手を着けた。その時に、ちょっと手伝いをしたんだ」

隼人：…………そんなことが。

狛江：確かに、真神があの年ねん齢れいでレネゲイド研究に詳しいのは違い和わ感があったけど。

応理：彼も綾渕の教え子だったというわけか。

ＧＭ：そういうことだ。で、彼は続ける。「もちろん〝ダインスレイフ〟とは違ちがって、もっと単たん純じゆんなことだけができればいい。だから開発もそんなに難しくない」

イサム：で、植えつけられた奴はレネゲイドを認にん識しきしないまま能力を使うのか。……あれ？　それって、もしかして聖きよ音ねのヤツと同じ……？

ＧＭ：「そうだね。彼女もひとつのモデルとして参考にさせてもらっているよ」

狛江：そんなところまで手が伸のびてるのか！

椿：でも、そんなに大がかりな工作をどうやってやるんですか？　まさかひとりひとりに手しゆ術じゆつを施ほどこすなんてことは……？

ＧＭ：「うん、現げん実じつ的じゃないね。そこで必要なのが───」

応理：賢けん者じやの石、かい？

ＧＭ：「その通り。賢者の石はレネゲイドの力を宿した結けつ晶しよう体たいだ。一説にはそれ自身に自じ我ががあり、人格があると言われている」

イサム：…………。

ＧＭ：「この説が本当ならば、中にレネゲイドの力を封ふうじてある結晶体───疑ぎ似じレネゲイドクリスタルを量産し、そこに能力制御用の人格を入れこむことも可能なはずだ」

隼人：作ったのか、それを……？

ＧＭ：（うなずいて）「時間がかかったけどね。疑似レネゲイドクリスタルの粉末は僕が説明した通りの効こう果かを発はつ揮きする。これは水中や地中に残り、それを口にした人間にも効果を発揮する。母体から胎たい児じに移うつる特性もある」

椿：そしてＦＨの組そ織しき力りよくなら、全世界に撒まくのは難しくない───。

ＧＭ：「うん。……ただし、この疑似レネゲイドクリスタルを量産するには本物の賢者の石がどうしても必要なんだ。だけど、ＦＨには動かせる石は今無くてね」綾渕はため息をつく。

応理：それでＵＧＮが保ほ管かんしている石を狙ねらっている、というわけだね。

ＧＭ：「その通り。それさえクリアすれば、僕の計画はすべて完成する」




　綾渕が言葉を切り、周りを見回す。

　皆みな……、言葉を失っていた。

　イサムは口をぽかんと開けて、応理はどこか面おも白しろそうに、椿は辛つらそうに、隼人はしかめっ面つらをして、綾渕に返す言葉を失っていた。




一同：…………。

応理：（面白そうに）かくて、人々は夢ゆめを見ながら過すごすことになるんだね。

イサム：それって……、どんな世界なんだ？　想そう像ぞうもつかねえよ。

ＧＭ：「ほとんど見た目は変わらないよ。みんな、世界が変わったことを認にん識しきしないから。……ただ、ひとりひとりの見ている世界は少しずつずれていくだろうけどね」

椿：そんな、ことが……。

ＧＭ：「ただ……」とつぶやいてじっと隼人を見る綾渕。

隼人：……なんだ？

ＧＭ：「いや、なんでもない」綾渕は首を振ふる。

隼人：……？

椿：先生、これはどんなに私たちがやめろと言っても、やめる気は……無いんですか？

ＧＭ：綾渕は困こまったように笑う。「……残念ながら僕にはやめる理由がないんだ」

椿：迷まよいも不安も……、なんにもないんですか？

ＧＭ：「色々迷っているよ。不安だって多い。……だから、こうしてキミたちにも会っているし、説得もしているんだ」綾渕は椿の目を見て言う。

椿：う…………。

ＧＭ：「…………椿ちゃん、どうしてオーヴァードは隠かくれなきゃいけないんだと思う？」

椿：……え？　それは、私たちが特別な存そん在ざいだから……。

ＧＭ：「そうだね。……じゃあなんで特別だと隠されなければならないんだろう？」

椿：…………。

ＧＭ：「答えは簡かん単たん。〝仲間外れにされるから〟、だね」と、応理の方を向く。

応理：（うなずきながら）特別だから他の人間には排はい斥せきされる。……オーヴァードだとばれてしまえば、日にち常じようにいられなくなる。

ＧＭ：「その通り。排斥されるのは辛いこと。日常にいられなくなるのは辛いこと。……ではなぜそう思うんだろう？」今度はイサムに。

イサム：……え。わ、わからない、です。

ＧＭ：「それはね、人間は孤こ独どくに耐たえられない生物だからさ。自分が仲間外れにされることが耐えられない。だからオーヴァードということを隠して生きる。……ＵＧＮはこういう理り屈くつだよね。ＦＨはこっちが先に仲間外れにしてやろうという理屈だ」

一同：…………。

ＧＭ：「僕のやろうとしていることは、その部分を壊こわすことでもある。……人間を孤独の苦しみから解かい放ほうする。だからオーヴァードでも、一いつ般ぱん人じんでも同じ世界で生きることができる」

応理：なるほど。中国の仙せん人にん思想や、禅ぜんの思想に似にてるね。あれは孤こ独どくを克こく服ふくする修しゆ行ぎようでもある。……人間が長く求めていたもののひとつだ。

ＧＭ：「……これで、僕ぼくの話はだいたい終わりだ。キミたちが迷うのもわかる。でも───よく考えて、そしてできるならば僕のやることを理解して欲ほしい」

一同：…………。

狛江：そこで登場する！　いつの間にかテーブルの横に立って綾渕に指を突つきつけ、言う！　……お前の言うことは間ま違ちがっている！

椿：狛江っ!?

ＧＭ：「おや、キミも来たんだね」綾渕はちょっとびっくりした様子だ。

狛江：そして、続きの言葉が思い浮うかばないあたし。そのまま口をパクパクとさせる（笑）。

イサム：わかる！　わかるぞ、その気持ち！　さっきからオレもそんな感じなんだよ！（笑）

狛江：ううううう、なんだよー、こんな炎えん天てん下かにジャケット着やがってー（笑）。

ＧＭ：綾渕は困った顔で他の人に振り返る。「……彼女は何を言っているんだろう？」（笑）

隼人：あー……、言うことに困ってるだけで、気にしないほうがいいと思う（笑）。

ＧＭ：「そ、そうか。……ごめん、つい、びっくりしちゃって」（笑）

狛江：…………しっかし、ホントに反はん論ろんが思いつかないな（笑）。

ＧＭ：じゃあ、めまぐるしく表ひよう情じようの変わる狛江から目をはずして。綾渕は席を立つ。「そろそろ僕は行くね。……後は賢けん者じやの石を手に入れるだけなんだ」

椿：…………。

隼人：おい、椿、いいのかよ？　と、小声で言う。

椿：……全然答えが出ないので、ただ綾渕さんを見つめてます。

ＧＭ：了りよう解かい。では、伝票を持って彼は出て行く。「……またね」と一言残して。

イサム：……行っちまった。

応理：追っても無む駄だだろうね。一いち応おう日本支し部ぶには伝えておくけど。

ＧＭ：了解。……綾渕はそのままタクシー捕つかまえて行っちゃうよ。

椿：普ふ通つうに去って行った（笑）。

隼人：あ、じゃあここで狛江に言おう。……お前、一体何しに来たんだよ！（笑）

イサム：前回紹しよう介かいしてもらってないんだけど、誰なんすか？　このナイスガイは？（笑）

狛江：誰がガイだ！（笑）

椿：狛江が言わないで！（笑）

隼人：もっかい言おう。……だから一体何しに来たんだ!?（笑）

狛江：えっと、それは……。

隼人：それは？

狛江：あ～……、キミたちがどうしてもと言うなら、力を貸かしてやらんでもない（笑）。

隼人：またそれか！（笑）

応理：しかし、その目は寂さびしい子犬の目をしている（笑）。

椿：（あきれた様子で）狛江……。ちゃんと答えて？

狛江：う……、えーっと。

椿：じっと見ます。

狛江：ではそっぽを向いて、……さっきのアイツ、都築京香の仲間なんでしょ？　なんとかしてあのオバサンをギャフンと言わせてやりたい。───だから来た。

イサム：その気持ち、分かる。むかつく奴やつには、ギャフンと言わせてやりたいよなぁー（笑）。

狛江：分かってくれるか、ありがとう！　……お前、いい奴だな！（笑）

応理：あ、友情が芽生えた（笑）。

隼人：じゃあお前も来い。あの人が何をやろうとしているのか、説明してやるよ。……そう言って、日本支部に誘さそいます。

狛江：素す直なおにうなずく。

椿：では、最後に綾渕さんの去った方を見て、こうつぶやきます。




「綾渕さんがやろうとしていることは───本当に間違っているの？　それとも……」




　陽かげ炎ろうの向こう側に、言葉は溶とけていく。

　真実は明かされた。だが、それは否ひ定ていすべきものなのだろうか？

　陽炎は、ただゆらゆらとそこにあった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：なんか、すっごいネタが飛んできたなあ！

イサム：ギュウギュウにネタが詰つまっていた（笑）。

狛江：でも、ホントにあんなことできるの？

ＧＭ：ルール的にもある程てい度どフォローしてるよ。

狛江：噓うそ!?　ほんとにっ!?

ＧＭ：うん。綾渕のやろうとしていることは、一言で言うならばロイスの否定なのだ。

応理：ロイス？

ＧＭ：そうそう。彼は〝秘ひ密みつ兵器〟である疑ぎ似じ〝賢けん者じやの石〟を利用して、〝戦せん闘とう用よう人じん格かく〟をくっつけ、七緒からコピーした四つのエフェクトを〝複ふく製せい体たい〟として使わせて、計画を完成させようとしているわけだ。

隼人：……ってもしかして、それ全部Ｄロイスでくっつけるのか！

イサム：おいおいおい、今すごい数あったぞ。

椿：（指折り数えて）全部で７個こ……。

ＧＭ：そして、キャラクターはみんな７個までしかロイスは持てない。つまり、どのキャラクターも他者にロイスを取ることはできなくなる。

一同：うおおおおおおおおおおおおおっ!?

ＧＭ：ロイスは『ＤＸ２』において、人と人とのつながりを表わすシステムだ。よって、人間は他者に興きよう味みを持てなくなる。だからこそ、孤こ独どくから解かい放ほうされる。

応理：確たしかにひとりで完全な世界を作れる。……なるほど！　これはすごい！

ＧＭ：きちんとルール通りじゃなくて、かなり乱らん暴ぼうに解かい釈しやくしてる部分もあるけどね。

イサム：でも、それを作っているのが一巻かん～三巻までのネタってのがすごいね！

椿：孤独がイヤなら周りに仲間を作らなければいいっていうのは、〝コールドブラッド〟のネタも入ってますね。

ＧＭ：うん。一巻～三巻までいろいろ参考にしました。

応理：人は社会を持たずに生きていけるわけか。……ううむ、面おも白しろい。

ＧＭ：じっくり考えてくれ。綾渕の論ろん理りにどう対たい応おうするかが今日のシナリオの焦しよう点てんだから。






聖音　フルネームは星乃聖音（ほしの・きよね）。第二巻に登場したＰＣであり、イサムのクラスメイト。聖音と〝シザーリオ〟というふたつの人格を持ち、聖音はレネゲイドのことを何も知らない。










◆Middle 02◆白い部屋の思い出


Scene Player ─── 玉野椿






　ぼんやりとした脳裏に白い部屋の記憶が浮うかんでくる。




　───思い出してはいけない。戦えなくなるから。




　頭のどこかで理性が叫さけぶ。だが、記憶の再生は止まらない。

　椿と、綾渕の記憶の再生は。




ＧＭ：では次のシーンなんだけど……。

椿：ちょっとシーン作りたいんですけど、いいですか？

ＧＭ：お、どんなシーンです？

椿：そろそろ綾渕さんとの回想シーンが欲ほしいなあと。

ＧＭ：いいタイミングですね。こっちもそう思ってたんですよ（笑）。

イサム：うんうん、このへんで必要だよね（笑）。

ＧＭ：では、綾渕との話から数日。……また椿はもやもやとした日を過すごしている。

椿：……延えん々えんと答えが出ずに考え込こんでます。

ＧＭ：で、考え込んでいるとどうしても昔の綾渕が出てきてしまうわけで。

椿：はい。

ＧＭ：その中でも、一番頭に残っているエピソードが浮かんでくる。……それは、キミが初めてＵＧＮの話をされた時の記き憶おくだ。

椿：……何年前くらいでしょう？

ＧＭ：うーん、椿が四～五歳さいくらいのころかな。十三年前ってところ。

イサム：その頃ころから真ま面じ目めな子だったんだろうなあ。

隼人：真面目すぎたらしいぞ。……綾渕さん曰いわく。

椿：たぶん、ほんのちょっとエフェクトを使い始めるくらいのころかな。〝糸〟のようなものを作り出すことができた、とかそんな感じで。

ＧＭ：了りよう解かい。……そんな風に訓練を順調に進めているある日、キミは綾渕に呼よび出される。いつもの真っ白な部屋に。

椿：じゃあ、呼び出された時間きっかりに扉とびらを叩たたきます。

ＧＭ：そうすると、「入りなさい」と声がする。……中には二十代半ばくらいの綾渕が。

椿：ててててて、と綾渕さんの前に行って、……せんせい！　今日はなにをやるんですか？

ＧＭ：すると、彼は真面目な顔で「今日は、大事な話をしなきゃいけないんだ」と言う。

椿：……なんかあらたまった空気を感じたので姿し勢せいを正して座すわります。

ＧＭ：「椿ちゃん、キミはこの研究所の〝外〟のことは知ってるね？」

椿：え、と。……写真やご本で見ました。

ＧＭ：綾渕はうなずく。彼はプロジェクターを操そう作さして無数の人間が横おう断だん歩道を歩く風景や、校庭で子こ供どもたちが遊んでいる姿など、多くの人が映うつっている映像を出す。「〝外〟にはたくさんの人たちがいる。キミもそのうち、〝外〟に出て様々な人たちに出会うだろう」

椿：…………黙だまって綾渕さんの顔を見てます。

ＧＭ：「でも、その時に注意しなければならないことがある。……椿ちゃん、キミの〝力〟は外の人に絶ぜつ対たい見せてはいけない」彼は椿の目を見て言う。

椿：なんとなく、自分の指先を見つめてます。

ＧＭ：「外の人たちは、キミや僕ぼくのような〝力〟を持つ人間が居いることを知らない。そして残念だが、彼らがこういう〝力〟を見れば、怖こわがって我われ々われから離はなれていってしまうんだ」

椿：こわがる……。

ＧＭ：「悲しいけどね」

椿：じゃあ……お外では〝力〟を使っちゃいけないんですか？

ＧＭ：「いや、キミにはその〝力〟でやらなければならないことがある」

椿：…………？

ＧＭ：「この世界には僕たちのような〝力〟を使ってみんなの生活───日にち常じようを脅おびやかすものがいる。それを止めなければならない。みんなの日常を護まもらなければならないんだ。……それができるのは同じ〝力〟を持つ僕たちだけだから」綾渕は真しん剣けんそのものだ。

椿：その真剣さに引きずられるようにして、かくんとひとつうなずきます。

ＧＭ：「そのために、キミはいくつもの試験をくぐり抜ぬけなければならない。大変なことも多いし、その後だって普ふ通つうの人とは違ちがう日常を歩くことになる」彼は目線を椿に合わせる。「……どう？　椿ちゃんはできると思う？」

椿：…………。

ＧＭ：「…………」

椿：ゆっくりゆっくり考えてから、大きくうなずいて言います。……はい！　わたしがんばります！　せんせいやわたしたちが、みんなに嫌きらわれないように！
















ＧＭ：すると綾渕はにこりと笑い───。




「ありがとう」

　彼はそう言って、椿の頭を撫なでた。




　……そして椿はチルドレンとなった。日常を護るため。ＵＧＮを護るため。

　だが、綾渕は───。




ＧＭ：ふと気づけば、椿は横断歩道の手前で立ち止まっている。

椿：あ、じゃあさっきの映えい像ぞうにもあった大きなスクランブル交差点でどうでしょう。

ＧＭ：おお、いいですね。

隼人：じゃ、ちょっと登場するか。

椿：ぼーっとして、信号が青になっても進まない。

隼人：おい、青だぞ。

椿：……え？

ＧＭ：気がつくと、もう信号は点てん滅めつしてる。

椿：あ……。赤に、なっちゃった。

隼人：どうしたよ？　こんなところで立ち止まってたら、渡わたれねえぞ。

椿：それでも別にいいけど……。

隼人：（ため息をついて）……お前、また綾渕さんのこと考えていただろ。

椿：……うん。

隼人：本当に立ち止まってていいのかよ？　俺はいやだぞ。止まっていると不安になる。

椿：…………。

隼人：じっとしているとイヤなことばかり考えちまうから、前に出るなり後ろに逃にげるなりして、気を紛まぎらわせたくなる。

椿：今、気を紛らわしたって。何ともならないじゃない。……無む感かん情じように隼人を見る。

隼人：…………。

椿：…………綾渕さんは。

隼人：ん？

椿：あの人は昔から変わらない。……ずっと前からオーヴァードのことを考えて、自分は何ができるかを考え続けて生きてきたんだよ。

隼人：……前のシナリオで綾渕さんが言っていたことを思い出して、ひとつうなずこう。

椿：だから───私はあの人を止められない。




　椿は隼人から目をそらす。

　止めるべきなのか、止めないべきなのか、それすらもわからない。




隼人：…………そうか。

椿：…………。

隼人：でもな。俺は、あの人は間ま違ちがっていると思う。

椿：……どうして？

隼人：まだはっきり言葉にはできねえけど。……だけど、漠ばく然ぜんと思うんだよ。あの人のやり方はどこかで間違っているってな。

椿：…………。

隼人：もちろん、これは俺の感覚だ。お前に押おしつけることも、お前の手を引くこともできない。だから、お前はお前で考えろ。……そう言って、俺は椿の目をじっと見る。

椿：私は───。

ＧＭ：……と椿が言いかけたところで、椿の携けい帯たい端たん末まつが着信を告げる。……藤崎からだ。

椿：すぐに出ます。……はい、玉野です。

ＧＭ：「緊きん急きゆう招しよう集しゆうをかける。今すぐ、日本支し部ぶの支部長室へ来るように」

椿：了りよう解かいしました。

ＧＭ：その返答を聞くと、珍めずらしく慌あわてたように通信が切れる。

椿：（隼人に）藤崎さんが少し急いでる様子だったから、早く行きましょう。

隼人：ああ、わかった。




　信号が赤から青に変わる。

　その一歩を、椿は迷まよいながら、おずおずと進み出した。

　───今はまだ、行き先が見えない。







◆Middle 03◆沈ちん黙もくする守しゆ護ご者しや


Scene Player ─── 群墨応理






　日本支部の支部長室にはすでに関係者が全員そろえられていた。

　退たい屈くつそうにしている応理。ギターをいじるイサム。どこかそわそわとしている狛江。

　そして今現あらわれたばかりの隼人と椿。




　彼らを呼び寄せた藤崎は、部屋中の全員を圧あつ倒とうするような不ふ機き嫌げんなオーラを発散していた。




ＧＭ：というわけで日本支部の支部長室。……全員登場です。

イサム：はーい。

ＧＭ：部屋の中では藤崎が表ひよう情じようこそまったく変えないものの、ひとりでピリピリとしたオーラを発散している。

イサム：なんか、空気に耐たえかねてギターをいじりはじめよう（笑）。

狛江：あたしも目線をあわせないようにキョロキョロしてる（笑）。

応理：ボクは気にしないんで、あくびとかしてる（笑）。

隼人：三者三様だなあ（笑）。

椿：じゃ、そこに私たちが入っていく感じですか。

ＧＭ：うん。で、全員そろったところで藤崎が口を開く。「緊急事じ態たいだ」

イサム：緊急事態って？　どっか襲しゆう撃げきでもされたのか？

応理：それともＦＨが変な動きでもみせたかい？

ＧＭ：藤崎はどちらも否ひ定ていする。「───ＵＧＮが沈黙した」

狛江：は？

隼人：……沈黙？

椿：それは───どういうことですか？

ＧＭ：藤崎は大きく息をつく。「中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいが真っ二つに割われている。……綾渕に対する態度を決めきれないらしい。彼を止めるのか、彼に協力するのか」

隼人：綾渕さんに協力するってのか!?

ＧＭ：「決定したわけではない」

イサム：……じゃあ何が問題なのさ？

ＧＭ：「中枢評議会はＵＧＮの意い志し決定機関だ。これが混こん乱らんしているということは、ＵＧＮ全体の意志が決められないということになる。……つまり」藤崎はギリッと歯を嚙かむ。

椿：…………。

ＧＭ：「その下に属ぞくする我われ々われは、事実上綾渕に対して一いつ切さいの干かん渉しようができない。……日本支部独どく断だんの行動は本部より正式に禁きんじられた」

隼人：マジかよっ!?

イサム：厳きびしいぞ、そりゃ……。

ＧＭ：「さらに」

応理：まだあるのかい？

ＧＭ：「中枢評議会の議員のひとりが独断で、賢けん者じやの石を綾渕の手に渡わたした」

狛江：うおおおおおおおおおっ!?

隼人：げっ!?

ＧＭ：「〝マスターマインド〟───黒幕とはよく言ったものだ。どう根回しをしたかは知らないが、まさか中枢評議会の議員までもが抱だき込こまれるとはな」皮肉げに彼は言う。

隼人：壁かべに拳こぶしを叩たたきつける！　……くそっ！

応理：さすがのボクも、ここまでは予想してなかったよ……。

椿：……日本支部はどういう考えなんですか？

ＧＭ：ミラーシェードの向こうで、藤崎は目を細める。「ＵＧＮの支部はすべて中枢評議会の下に帰き属ぞくする。その意志に反して日本支部が独自に行動することはできない。……我々はＦＨではないのだ」

イサム：そんなことを言ってる場合かよ！

ＧＭ：「霧谷ならば手て駒ごまだけで何らかの行動を取れたのだろうが。私ではそれもできん」

狛江：こっちに来て日が浅いから？

ＧＭ：そう。……三巻かんのセッションで霧谷護まもれなかったからね。そのペナルティでもある。

椿：ぐ……。

隼人：じゃあ何もできないのかよっ！　……殺気すら込めて藤崎を睨にらみつける！

ＧＭ：「ＵＧＮは何もできん」……彼ははっきりと言う。

隼人：本当にはっきり言いやがった！　じゃあ俺おれは立ち上がる！　……そうかい！　じゃあ仕事は無いってわけだな!?

ＧＭ：「…………どうするつもりだ？」

隼人：（吐はき捨すてるように）あんたの考えている通りさ……。俺はじっとしているなんてできない。たとえどこに向かっているかわからなくても、俺は綾渕さんの言葉に応こたえるために動き回ってやる。

狛江：あたしも賛さん成せい。……ま、もともとあたしはＵＧＮじゃないしね。

イサム：オレも。（藤崎に）ミュージシャンを縛しばれると思うなよ？（笑）

ＧＭ：では、藤崎は最初に口火を切った隼人に言う。「それではダメだ。……高崎隼人、キミは何も変わっていないな」

隼人：なんだと……っ!?

ＧＭ：「今のキミは投げられた言葉にただ反はん応のうしているだけだ。冷静になって少し考えろ」

隼人：そんなこと───。

ＧＭ：（隼人のセリフをさえぎって）「キミたち全員に三日間の休きゆ暇うかを与あたえる！」

隼人：…………え？

ＧＭ：「この三日間で頭を冷やしてよく考えろ。そして三日後に改めてキミたちの考えを聞こう。……以上だ」そう言って、藤崎は一方的に話を打ち切る。

イサム：……なんか、変なカウンターを喰くらったな。

椿：…………。

隼人：そうかい、じゃあ勝手にさせてもらうぜ。……と言って、俺はドアを開けて出ていく。

狛江：お、おい！　待て、隼人！　……一いつ瞬しゆん椿の方を見てから、あたしは隼人を追いかける。

イサム：オレも釈しやく然ぜんとしない顔で出て行こう。

応理：ボクもここからは去るよ。

椿：…………。

ＧＭ：椿はどうする？

椿：うつむいて座すわったまま、ぼそりと言います。……私は綾渕先生が間ま違ちがっているかどうかがわかりません。

ＧＭ：「……三日間という短い時間だが、ゆっくりと考えることだ」

椿：え……？　ちょっと意外そうな顔になります。そんなこと言われると思わなかった。

ＧＭ：「キミにはキミのやってきたことがあるだろう。世話になった人もいるかもしれない。そういう人でも訪たずねてみることだ。少しは考えがまとまるだろう」

椿：…………。

ＧＭ：「話は終わりだ。……退室を命じる」藤崎はいつもと変わらない調子でそう言う。

椿：（一礼しながら）お心こころ遣づかい、ありがとうございます───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




イサム：なんか意外な展てん開かいになってきた！

狛江：ここまで放ほうり出されると思ってなかったし。

ＧＭ：ちなみに、この三日間は各自やりたいことを適てき当とうに演えん出しゆつするための期間です。……イベントは起きるけど、基本的には何やっててもいいよ。

応理：自由演出シーンかー。

イサム：悩なやむな、それ。

ＧＭ：で、最後に聞くんで。本当に綾渕と対決するのか。そして、どうして対決するのか。

椿：むー……。







◆Middle 04◆硝子ガラスの瞳ひとみ


Scene Player ─── 高崎隼人






　双ふた枝え市───隼人にとって忘わすれられない事じ件けんが起きた、この街。




　日本支し部ぶを出て、彼はすぐにこの街に来ていた。

　藤崎にああ言ったものの、結局のところ綾渕を追う手しゆ段だんなど無いのだ。唯ゆい一いつの可か能のう性せいだったＵＧＮが封ふうじられたのだから。




ＧＭ：では最初は隼人から。

隼人：はーい。……さて、どうしようかな。

ＧＭ：隼人だと選せん択たく肢しは多そうだけど。

隼人：まあ双枝市に行こうかな。ここが俺にとって、いろんなターニングポイントになった場所だし。結局、今の俺じゃ綾渕さんは追えないしな。

イサム：ここで双枝市以外は噓うそだよなー。

隼人：うんうん。俺は日本支部を飛び出して、結局この街に来ちゃう。んで、学校を遠目に見られる山にでも行こう。

ＧＭ：了りよう解かい。

隼人：で、応理と話がしたいんだが。登場してくれない？

応理：ん？　いいよ。じゃあ先回りしていたって感じで。

ＧＭ：では、隼人はいつの間にか双枝市の山の中にいる。……木々の向こうに学校が、泉いずヶみ丘おか学園が見えるよ。

隼人：じゃあちょっと舌した打うちをして、……何してんだ、俺は。

応理：すると草むらからボクが顔を出す。……ハハハ、来ると思ってたよ。このタイミングで、ここにね。そら、これをあげよう。と言って、ジュースを投げる。

隼人：……ちっ。なんとなく渋しぶい顔で受け取る俺。

狛江：実はずっと待ち続けていたりね（笑）。

応理：空き缶かんがたくさん転がってたり（笑）。

隼人：ジュースの蓋ふたを開けながら、ぼそりと言う。……なんでもお見通しってわけか。

応理：つきあった時間は短いけれどね。……これでも一いち応おう教官だ。生徒の考えていることくらい、なんとなくわかる。

隼人：ふん……。




　夏休み中の学校には、部活に来ているのだろうか、ちらほらと生徒の姿すがたが見えた。

　皆みなそれぞれに一生懸けん命めい時を過すごしている。

　そして───その屋上に隼人の知る少女の姿が現あらわれた。




ＧＭ：というわけで、しばらく学校を見ていると屋上に七緒が現われるよ。……以前に見たとおり、制せい服ふくを着て大きなバッグを肩かたにかけている。

応理：彼女だ。

隼人：…………。

ＧＭ：七緒の後ろからは同じ制服を着た連中がぞろぞろ出てきて、何なん枚まいも写真を撮とっている。交こう互ごに入れ替かわり立ち替わりで。……卒業アルバムの作成のようだね。

椿：あー、そういう時季かー。

応理：じゃあそれを見て言おう。……もうすぐ卒業、か。

隼人：そういえばそういう時季だな、普ふ通つうの奴やつらは。……少しうらやましそうに言う。

応理：うらやんでばかりじゃ成長が無いぞ？　高崎隼人。

隼人：未練が無いわけじゃないんだ。でも、前に決けつ断だんしたからな。アイツの日にち常じようを護まもるんだ、って。だから俺は向こうには戻らない。……そう言って俺はいつもの写真を取り出す。

応理：綾渕の言うとおりにすれば、彼女の日常も護られるかもしれないよ？　そして───。

隼人：俺が向こう側に戻もどることができるかもしれない、か。……本当にそうなのか？　綾渕さんがやろうとしていることは本当にそんなことができるのか？

応理：できる───んだろうね。彼がそう言うんだから。そして、実じつ現げんすれば確たしかに人は苦しみから解放されるだろう。それだけの説得力が彼の説明にはあったよ。

隼人：……そうなった時、俺はこの写真をどう思うんだろうな。




　隼人は色いろ鮮あざやかに写った写真を見る。

　その中では隼人が、椿が、七緒が、そして他の級友たちが楽しそうに笑っていた。

　世界の変へん貌ぼうなど知らない、ただ無む邪じや気きな笑え顔がおがそこにあった。




応理：キミにとってそれが大切であることは変わらないだろう。……ただ、その意味は変わるだろうね。〝日常とのつながり〟から、〝自分の一部〟としての写真に変わる。心の中心にあるものが他人から自分になるんだ。多少の変化は免まぬがれない。

隼人：…………。少し眉まゆをひそめる。

応理：隼人、ひとつ言っておこう。みずからの感かん情じように従したがって生きることが人間らしいことではないぞ。それはただの獣けものと変わらない。人であるからこそ考え、苦しみから逃のがれることができる。……ある一面では綾渕の言っていることは正しいんだよ。

隼人：…………。

応理：……どうだい、少しは綾渕のことを理解できるかい？

隼人：それでも───俺はイヤだ。この写真の意味が変わるのは、イヤだ。……ここで俺は七緒にロイスを取る。

ＧＭ：おお、ついに取った！　一巻かん以い降こう、ずっと取ってなかったのに！

隼人：あの時と同じ決心が必要そうだからな。

応理：（ふ、と息をつき）今の高崎隼人はそう思うわけだ。……と学校の方を見るよ。

ＧＭ：屋上からは生徒があらかた消えている。どうやら写真は撮とり終えたようだ。

隼人：七緒は？

ＧＭ：彼女はひとりでカメラを構かまえている。あちこちにカメラを向けて、遠くの風景を写しているようだ。そして───。

隼人：…………。

ＧＭ：ふと彼女はファインダーから目をそらして、空を見上げる。……その顔は何かを懐なつかしんでいるようにも見えるし、悲しそうにも見える。

応理：綾渕の言う世界が実現すれば、彼女がああいう顔をすることもなくなるだろう。

隼人：そうだろうな。……俺は写真をポケットにしまう。と、ここでシーンを……。

イサム：あ、ここで隼人先せん輩ぱいの携けい帯たいが鳴る。ってところでシーン切っていい？

隼人：お？　まあいいけど。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ隼人の携帯が震ふるえたところでシーン切ろう。







◆Middle 05◆頼たよるべき友


Scene Player ─── 玉野椿






　その頃ころ、椿はとあるレネゲイド研究施し設せつに来ていた。

　ここはＵＧＮ日本支し部ぶの中でも最大級の研究施設。そして、倒れた霧谷雄吾の治ち療りように当たっている施設でもある。




ＧＭ：では椿のシーン。

椿：ああああああああ、やりたいことが多すぎてシーンが決まらない～～～～～～～っ！

隼人：椿はコネクション多いからなあ。

椿：ヒカル支部長にも会いたいし、彩さい花かさんのお墓はかにも行きたいし、芽め以いちゃんの顔も見たいし、伊い織おりとも話がしたいっ！（笑）

狛江：全部やっちゃえば？（笑）

椿：三日間じゃ無理～！（笑）

ＧＭ：まー、そう言ってくれるとキャンペーンやってた甲か斐いがあるなあ。……ここまでキャラクターに思い入れてもらうと。

応理：うんうん、それは同感だ。

イサム：あ、芽以については任まかせてください。他の人たちも、オレがイベント立てるっす。

椿：……お？

イサム：ちょっと考えてることがあるんすよ。

椿：…………それなら伊織に会いに行こうかな。前の事じ件けんとも少し繫つながってるし、あの子なら綾渕さんのこと知ってそうだから。

ＧＭ：了解。ちなみに伊織はあの後、監かん視し付きでＵＧＮに戻もどってる。もう戦せん闘とうはできないから、バックアップを少しずつ手伝っている感じ。

椿：わかりました。

狛江：じゃあ、ちょっとあたしもそのシリアスなシーンに……（腕を振り回す）。

隼人：シリアスなシーンに何をするつもりなんだ、お前は！（笑）

狛江：いや、ダイジョウブ、ダイジョウブ！　信じて！（笑）

ＧＭ：狛江も一いつ緒しよに登場するの？

狛江：伊織と会うなら行くよ。話したいこともあるしね。

ＧＭ：では、場所は霧谷の治療をしている研究施設。そこの中庭で待ち合わせることに。

狛江：じゃあ、椿の横でそわそわしながら待ってよう。

ＧＭ：で、伊織がやってくる。「や、久ひさしぶり」と手をあげてから「あれ？　狛江？」

椿：会いたいっていうから連れてきたの。

狛江：（胸むねを張はって）大だい丈じよう夫ぶ！　もうＦＨクビになったから！（笑）

ＧＭ：「え……？　あ、その、ごめん……」なんとなくいたたまれなくなって謝あやまる伊織（笑）。

狛江：いいよ。別にもともと向いてなかったし。

応理：そういや、狛江って今どうやって暮くらしてるの？

狛江：全然お金持ってないし……。隼人にたかってるとか？（笑）

隼人：噓うそ！　いつの間に！（笑）

イサム：椿と同どう居きよとかしてるのかなーと思ってたんだけど。

狛江：あ、そっちの方がいいかな。……もう朝の五時からトレーニングですよ。（拳こぶしを突つき出して）ふん！　ふん！　ふん！（笑）

ＧＭ：迷めい惑わくだなあ（笑）。

狛江：ちなみに部屋の中のヒエラルキーは犬のボタンより低いから。ボタンが餌えさを食べたらあたしが食事（笑）。

隼人：そんなかよ（笑）。

ＧＭ：話を戻そう（笑）。「どうしたの？　……って、その顔はいい話じゃ無さそうね」

椿：ちょっと迷まよってから伊織に言います。……ＵＧＮが止まってしまったのは聞いてる？

ＧＭ：「……どういうこと？」いぶかしげな顔になる彼女。

椿：では、藤崎さんから言われたことを話して───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：伊織は話を聞き終えると、少し考えてから言う。「ＵＧＮも組そ織しきだからね。……そういうこともあるとは思うけど」

狛江：横から口を挟はさもう。……え、違ちがうでしょ？　そんなことで悩なやんでるんじゃないよね？

椿：う……。ギョッとして言葉に詰つまります。図星な顔で。

ＧＭ：「……狛江、どういうこと？」

狛江：綾渕のことでしょ？　隼人に聞いたけど、椿のお父さん代わりなんだって？

椿：うん……。一緒の時間はそんなに長くないけど、綾渕先生に育てられたって思ってる。

ＧＭ：「あの綾渕さんがねえ……」と伊織。

狛江：綾渕のこと、知ってるんだ？

ＧＭ：「椿から前に聞いてたから、少しね」……ということにしよう。「とてもそういうことをする人には思えなかったけど」

椿：でも、先生は全然変わってなかった……。

狛江：結局椿の悩みは、お父さん代わりの人に意にそぐわないことを言われたってこと？

椿：案外、そうかもしれないね。親おや離ばなれできてないのかも。……ちょっと卑ひ屈くつに笑う。

ＧＭ：伊織はその様子をじっと見る。「初めて見た。椿がそんな顔をするところ」

椿：…………。

ＧＭ：少し黙だまってから「……やっぱり椿は変わったよ。昔はそんな顔絶ぜつ対たいに見せなかった」

椿：なんだろうね。色々あって、ひとりでいることが我が慢まんできなくて。……ごめん、こんなこと言ってもしょうがないのに。

狛江：いや、なんとなくわかる。……あたしも似にたようなことあったもん。

隼人：……緒方のことか。

狛江：（うなずく）あたしは緒方さんとは何がなんだかわからないまんま戦いになっちゃったけど、間があったら今の椿みたいに悩んでたと思う。

椿：…………。

狛江：あたしさ！　緒方さんには感かん謝しやしてるんだよ。その前がひどかったからね。

ＧＭ：「……よければその時のこと、聞かせてくれる？」

狛江：ず───っと施し設せつで訓練してたんだ。たったひとりで、誰だれもいないところで。

椿：ひとりで……？　と目を丸くします。

狛江：ほら、あたしはあの研究所の実験体だったから。……曰いわく付きだったんだよね。だから得意分野だった戦せん闘とう能のう力りよくだけを高めて、使えなかったら廃はい棄きする予定だったみたい。

ＧＭ：「…………」

狛江：あの頃は気分が楽だったなー。……だって誰にも会わないんだもん。




　狛江は遥はるか遠くを見るように、顔を空に向ける。

　孤独な毎日の中、彼女は何を見ていたのだろうか。

　そして、何を思っていたのだろうか。




狛江：逆ぎやくに、緒方さんに会って、拾われて、必要とされて。……でも期待に応こたえられなくて。すっごい苦しかった。

椿：うん。

狛江：でも、ちょっと褒ほめてもらうのがうれしくてさー。……誰かとつながりがある喜びってのはその時初めてわかった。

椿：…………うん、そうだね。

狛江：あー、なんか何言ってるのかわかんなくなってきちゃったけどさ。……まあ、とにかく今の椿の気分はちょっとだけわかるんだよ（何度もうなずく）。

椿：ありがとう。……だから学校にいる時の狛江はあんなに楽しそうだったんだ。

狛江：そうそう。見ること、聞くこと、ぜ～～～～～んぶ新しいことばっかりだったからね！

隼人：…………だから、こんなに空気の読めない子になっちゃったのか（笑）。

応理：（しみじみと）人と会ってないからねえ（笑）。

ＧＭ：で、伊織が「ああ、だから狛江はなんというか……本能的なんだ」（笑）。

隼人：それは褒めてるのか、けなしてるのかどっちなんだ（笑）。

狛江：とりあえず照れよう。……そ、そうかな？（笑）

椿：照れるんだ！（笑）

ＧＭ：とりあえず伊織は感心してると思ってくれ。真ま似ねできないと思ってる（笑）。

狛江：それは理解した（笑）。

ＧＭ：で、狛江から椿に顔を向けて言う。「ちなみに椿。この子と同じように考えるのは無理だからね。……これは天然みたいなものだし。椿には椿の考え方があるでしょ？」

椿：あ……、まあ、そうだね。

ＧＭ：「でも、まさか今までのやり方じゃダメ、とかそんな考えは持ってないよね？」

椿：えっ……？

ＧＭ：「そこまで混こん乱らんしてるんだ」やれやれ、という顔をする伊織。

椿：……どういうこと？

ＧＭ：「どんな状況でも、今までやってきたことは必ずあなたの力になるってこと。……ちゃんと筋すじ道みちを立てて自分の信じる正しい道を行く。それが椿のやり方でしょ？」

椿：うん……。

ＧＭ：「まあ、周りに頼たよるようになったのはいい傾けい向こうかな。……ひとりで悩なやんでるばっかりだと、私みたいにいろいろ失っちゃうよ？」ちょっとおどけて、伊織は笑う。

椿：黙だまったまま、何度もうなずきます……。

ＧＭ：「知ち恵えを貸かすくらいならできるよ。……もう戦闘はできないけどね」苦笑いする伊織。

狛江：戦闘が必要なら、あたしがやるし！　……そう言って胸むねを張はる！

椿：ありがとう、伊織、狛江。……もう少しみんなに話を聞いてみる。

ＧＭ：その言葉に伊織は満足そうにうなずく。「さて……、どうする？　会ってく？」彼女は霧谷の病室の方を指さす。

椿：う～ん、それはやめとく。……会うのは霧谷さんが復ふつ帰きしてからにする。

ＧＭ：「もうだいぶ覚かく醒せい状じよう態たいにあるみたい。椿たちのおかげで衝しよう動どうが繰くり返す症しよう状じようは無くなったし。まだ寝ねてるけどね」

椿：一安心、なんだ。

ＧＭ：「そ。……目を覚ましたら何か言ってやってよ」

狛江：あたしもボルシチのお礼をしておかなきゃならないし。目を覚ましたら呼よんで！

ＧＭ：「うん」と伊織が笑ったところで───。

イサム：椿の携けい帯たいが鳴る、と。

ＧＭ：了りよう解かいです（笑）。ではそこでシーンを切ろう。







◆Middle 06◆イサムの計画


Scene Player ─── 蓮見イサム






　三日間の休日。

　さて、この時間をもっとも有ゆう意い義ぎに使う方法はなんだろう？　そうイサムは考える。

　隼人も椿も、必要以上に自分を追い込こんでいるように見える。

　ならば自分のできることはなんだろうか？




　考えに考えて、イサムは走り出した。

　まずは───愛するあの子の元へ。




ＧＭ：というわけでイサムのシーン。……何かさっきからやろうとしているようですが。

イサム：うん。……簡かん単たんに言うと、みんなでぱーっと騒さわぐシーンがやりたいんだ。オレたちがどんな世界に住んでいるか、それを認にん識しきできるような。

応理：おお、いいね。

イサム：会ってない人も多いしさ。そういう機会があれば、みんなで会えるだろ？

椿：うんうん。それはすごい助かる。

イサム：問題は何をするか決めてないんだ。オレのアイデアは温おん泉せんで卓たつ球きゆうだった（笑）。

狛江：じゃあ空手の試合をやろう！（笑）

隼人：なんでそうなるんだよ！（笑）

応理：みんなでどっかに行くとなると……、夏だから海とか山とか？

椿：夏……。お祭りとかはどうでしょう？

イサム：おお！　それはいい！　じゃあ双枝市で大きい夏祭りがあることにしよう！　そうするとヒカル支し部ぶ長ちようも出られる！

ＧＭ：じゃあこのシーンは夏祭りのシーン？

イサム：ちっちっち。……その前にひとつやることがあるのさ。

一同：……？

イサム：オレが柚木を誘さそいに行くんだよ！　せっかく口実できたんだから！（笑）

一同：結局それが目的かああああああああああああっ！（笑）

ＧＭ：（笑いながら）じゃあ芽以のいるＵＧＮ支部に着いたところぐらいからスタートか。

イサム：柚木は訓練中かな？

ＧＭ：そうだね。イサムが支部の受付に行くと、訓練用施し設せつの外で待つように言われるよ。

イサム：じゃあそわそわとして待つぞ。そわそわそわそわ……（笑）。

ＧＭ：しばらくするとドアが開いて何人かのエージェントと共に芽以が出てくる。ＵＧＮのトレーニングウェアを着て、運動した後らしくちょっと上気した顔をしている。……で、イサムと目が合ってぱちくり。

イサム：ジャーン、とギターを弾ひく。……こんにちは、通りすがりのミュージシャンです。




　蓮見イサム、本ほん領りよう発はつ揮きである。




応理：……目の前で見ると破は壊かい力りよく高いね、これ（笑）。

狛江：同感同感（笑）。

ＧＭ：芽以はにこりと笑って、「変わってないね、蓮見くん」

椿：さすが芽以ちゃん（笑）。

ＧＭ：「どうしたの？　わざわざ」

イサム：ええっと……。遊びに行こうぜ（笑）。

狛江：有う無むを言わせぬこの態たい度ど！（笑）

ＧＭ：「え～と……、今から？」

イサム：うん、今から。

応理：この強ごう引いんさ、キュンとするね（笑）。

ＧＭ：「……えっと？」芽以の頭の上にはハテナマークがいくつも浮うかんでいる（笑）。

イサム：今、椿先せん輩ぱいや隼人先輩と一いつ緒しよに行動してるんだよ。……ちょっと仕事でさ。

狛江：ダシにした！（笑）

イサム：当然（笑）。……で、みんなで遊ぼうって思って。それで柚木を誘いに来たのさ。

ＧＭ：彼女はパッと表ひよう情じようを明るくする。「そんな、いいの？　わたしが？」

イサム：いいに決まってるじゃないか。誰が止めるって言うんだ。誰にも遠えん慮りよすることなんて無いんだ。……むしろ止めるヤツはオレが倒たおしてやるぜー！　と心の中で言う（笑）。

隼人：イサムが光っている！（笑）

イサム：で、どうだい？

ＧＭ：「行く！　ううん、行かせて。……あれから椿さんたちと会ってないもの。ふたりとも元気なの？」

イサム：え……？　あ、いや、色々あるが、元気です（笑）。

隼人：なんだ、その言い方は！（笑）

イサム：オレは肩かたをすくめて言うぜ。……ま、用件としてはこれだけさ。

ＧＭ：「すぐに用意した方がいい？」

イサム：うん、すぐ。……人生は止まってちゃ損そんだろ？　思い立ったらすぐに行動するのがいいのさ（笑）。

ＧＭ：芽以は「うん」とうなずいて、「すぐに用意してくる。……夏休みにこんなイベントがあるとは思わなかった。楽しい思い出にしたいね」と言って、彼女は笑う。

イサム：おお！　その笑え顔がおはいい！　オレの心が震ふるえた！　……あぁ、よかった！　声をかけてほんっっっっっっとうによかった！（笑）

隼人：そのまま天国に行きそうな勢いきおいだなー（笑）。

狛江：でもこれだけやって、まだ芽以に好意を持っていることを気づかれないなんて（笑）。

応理：残ざん酷こくっちゃ残酷だよな（笑）。

椿：イサム自身も気づかれてないって思ってるし（笑）。

ＧＭ：では、芽以はさっそく準じゆん備びをするために自分の部屋に行こうとするよ。

イサム：おっと、ならばこれだけは聞いておこう。

一同：…………？

イサム：（気取った調子で）柚木、さっきのフレーズ───どう思った？




　芽以は小首をかしげた。頭の上には再ふたたびハテナマークが乗っかっている。




　イサムはちょっとだけ泣きたくなったが、すぐに立ち直る。

　───オレが悪いだけだ。オレの魂たましいが伝わるフレーズはまだ遠いんだ。




　……がんばれ、イサム。







◆Middle 07◆夏の篝かがり火び


Scene Player ─── 玉野椿






　公園には色とりどりの屋台がところ狭せましと並ならんでいた。

　老ろう若にやく男なん女によ、数え切れない人が皆笑顔で、中を歩いている。

　今日は夏祭り。年に一回のお祭りだ。




ＧＭ：というわけで、お祭りのシーンです。

イサム：よっし！　全員登場してくれ！　ついでに呼よべるだけ人呼ぶぞ！　ヒカル支し部ぶ長ちようだって聖音だって呼ぶ！

狛江：さっきのついでだから伊織も呼んじゃおう。

ＧＭ：えーと、そうすると全部で何人だ？

隼人：俺おれ、椿、応理、イサム、狛江で五人。

椿：後は……、ヒカルさん、聖音ちゃん、芽以ちゃん、伊織の九人かな。

応理：聖音！　シザーリオがいるのか！　彼女とはちょっと話がしてみたかったんだ！

ＧＭ：いや、来るのは表おもて人じん格かくの聖音だよ。シザーリオは出てこない。

応理：なんでだ！　ボクを裏うら切ぎるのか！（笑）

ＧＭ：だってオーヴァード関係ないと、裏人格出てこないんだもん（笑）。

イサム：ま、そういうヤツだからな（笑）。

ＧＭ：では、なんと九人のオーヴァードが浴衣ゆかた来てここに集まっている。……すごい光景だ。

応理：街自体でやってるようなでかい祭りなのかな？

ＧＭ：うん。双枝市の自然公園とかでやってる大きい祭りということにしよう。花火大会も込みでやっているような。

椿：近場の人はみんな来る感じですね。

ＧＭ：そんな感じ。

イサム：じゃあみんなに言う！　……今日は倒たおれるまで遊ぶぜ～～～～～～～っ!!

一同：お～～～～～っ！

椿：でも、いいのかな。今こんなことしてて……。

イサム：いいんすよ！　というか、せっかく三日間の休みがあるのに煮に詰つまったままじゃダメじゃないすか。なんのためにこういう面子メンツにしたと思ってるんですか。

椿：あ……。

隼人：確たしかにそうだな。この面子は俺や椿のための面子だ。……ま、その厚こう意いに甘あまえるのもいいんじゃねえか？

椿：（うなずいて）イサムくん、ありがとう。

イサム：礼なんていいっすよ！　……オレだって柚木誘さそう口実にしてんですから！（笑）

ＧＭ：そんな話をしていると芽以がふたりの方に来て、「お久ひさしぶりです。……あの時はありがとうございました」と言って、ちょこんと礼をする。

隼人：よ、久しぶり。元気か？

ＧＭ：「はい！」にっこりと笑う。

椿：この子護ってよかったなあ。……しみじみと目を細めてよう。

応理：や、キミがシザーリオだね。……と聖音に。コミュニケーション取りにいこう（笑）。

ＧＭ：「何この子？」（笑）

イサム：一刀両りよう断だんしたっ!?（笑）

応理：いや、興きよう味みがあるのはキミじゃなくて、キミの裏人格───。

ＧＭ：「イサムー、この子誰だれー？」

応理：こ、こいつ……（笑）。

イサム：あー、……応理くんは虚きよ言げん癖へきのある子こ供どもなんだよ（笑）。

応理：おい!?　サム!?（笑）

ＧＭ：「まぁたイサムはこんな変なのと付き合って～～～～～」にやにや笑ってそう言う聖音。

応理：チクショー！　いいよ！　ヒカルと話すよ！（笑）

隼人：あ、いじけた（笑）。

ＧＭ：で、後ろでヒカルがあきれてたり、伊織が苦にが笑わらいをしていたりする。

狛江：ねえ！　はやく行こうってば！　こんなところでダラダラしてないでさ！
















イサム：とりあえず花火が始まるまでは屋台回ろうぜ！　……まずはどこにしようか。

隼人：う～ん、そうだなあ……。

ＧＭ：ああ、金魚すくいとかゲーム系けいの屋台はどれだけ成功したかを判はん定ていで決めるからねー。

一同：なにぃっ!?

応理：じゃあ射しや的てき、射的！　できればナイフ投げでできるヤツ！

椿：うわ、一番の得意分野で来た！（笑）

隼人：そっか、何を使うのが一番有利かを考えるのか！　えーっと……（笑）。

椿：射的なんて一番苦手！　……スーパーボールすくいとかはどうかな？

狛江：ズルイ！〝糸〟使ってこっそり上げる気だ！（笑）

イサム：ま、オレはカラオケ大会があればそれでいいんだけどなー（笑）。




　というわけでひたすら自分の有利な屋台に向かおうとするＰＣたち。

　さて、話し合いの結果は───？




ＧＭ：ではヒカルがまとめるよ。「最初に射的に行って、金魚すくいに行って、適てき当とうにものを食べる。その後花火見て、自由行動。……はい、みんなわかった？」

一同：はーい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：よし、では射的。これは文もん句くなく〈射撃〉！　さあ判定してもらおう！

椿：【感覚】ダメなんだってー！　……ほら、４。

隼人：あー、俺も全然ダメだ。

狛江：達たつ成せい値ち７。……おじさん！　今当たったのに倒たおれなかった！　ずるい！（笑）

ＧＭ：「あー、倒れなかったらダメだねえ」口元だけで笑っておじさんは言う。

応理：まあ狛江。ボクのやるのをよ～く見てるんだね。……《オウガバトル》を使って達成値18！

椿：エフェクト使ったー！（笑）

ＧＭ：景品二、三個こは取れるね。

応理：はぁ～はっはっは！　ほら、やっぱりボクが一番───。

ＧＭ：じゃ、伊織と聖音もやるね。

応理：……ん!?

ＧＭ：（ごそごそとキャラクターデータを取り出して）……伊織は18。

応理：むむ！

ＧＭ：……で聖音が24。さすが射撃キャラ。ダイスたくさん振ふれるわ。

応理：振れるわ、じゃなあああああああああい！　なんでそのふたりが振ってるんだ！　そしてボクよりうまい!?（笑）

イサム：応理くん……。聖音、つーかシザーリオはああ見えても拳けん銃じゆう使いなんだ（笑）。

ＧＭ：射的をやってる時、聖音の髪かみは一いつ瞬しゆんだけふわりと浮うき上がっていた（笑）。ちなみに伊織も射撃キャラだったんだよ。三巻かんでは戦わなかったけどね。

椿：じゃあふたりから景品のお菓か子しとかもらおう～。

隼人：一番うまいのは聖音だったなー。

応理：む、むきいいいいいいいいいいっ！　くやしいいいいいいいいいいっ！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次は金魚すくい！　水すい槽そうの中には色とりどりの金魚たちが泳いでいる。

隼人：で、ここはなんの判定だ？

応理：〈射撃〉だろう（笑）。

椿：えぇ？（笑）

狛江：〈運動〉、〈運動〉！（笑）

ＧＭ：どっちも違ちがうわ！　ここは〈精せい密みつ作業〉で振ってもらおう！　参加する人は振るがよい。で、達成値の十の位匹の金魚をすくえたことにする。

隼人：こりゃ俺はダメだな。

椿：あ！《十じゆつ徳とく指》使える！　私参加する！（笑）

応理：て、《天てん性せいのひらめき》！（笑）

一同：まだエフェクト使うつもりかよ！（笑）

ＧＭ：では判はん定ていをしてねー。

椿：クリティカル！　……一匹ぴきすくった！　やった！

イサム：〈精密作業〉１レベルあって、なんとか一匹。柚木の前で恥かかずにすんだぜ。

応理：（ぬけがらのように突つっ伏ぷしている）。

狛江：（応理を指して）どーしたの、これ。

隼人：エフェクト使って、一個もクリティカルしなかったんだって（笑）。

ＧＭ：（いくつかダイス振って）あ、芽以が一匹取れた。後は全ぜん滅めつだ。

イサム：おお、柚木！

ＧＭ：芽以はハヌマーンピュアだから感覚の能力値高いんだよね。で、彼女は「取れた！　取れました！」と喜んでいる。

椿：芽以ちゃん、やったぁ！

ＧＭ：「わたし金魚すくい初めてなんです。……うれしいなあ」もう、満面の笑えみで。

イサム：連れてきて、よかった……っ！（笑）

隼人：よかったな、イサム（笑）。

応理：（歯ぎしりをしながら）…………芽以くんだっけ？　キミ、上う手まいね。

イサム：おい、変な目をするな！　何する気だ！（笑）

応理：ボクより……、綺き麗れいに、取れた……。

ＧＭ：「あれえ？　あの子、悔くやしがってるう？」と、にやにやしながら芽以に言う聖音（笑）。

応理：…………もしかして、コイツ分かってやってないか？（笑）

イサム：聖音はこういうヤツなんだよ（笑）。

ＧＭ：で、ヒカルが言う。「応理？　相手はあなたの何分の一も生きてないのよ？　怒ってどうするの」

応理：うるさいな！　怒ってなんかないよ！　……とふくれながらひよこ屋の前に行ってそこの子供たちに言う。……あ、そんなのすぐ死ぬよ！　すぐすぐ！（笑）

ＧＭ：スパーン！　とヒカルが頭をはたいて、「あなたはピーターパン、夢ゆめを与あたえるのが役目でしょ！　夢壊こわしてどうするの！」（笑）

応理：ピーターパンだって仕事休みたい時くらいあるさ！（笑）

ＧＭ：仕事なのかよ！（笑）




　もう、しっちゃかめっちゃかである。




椿：お、お腹なかが……っ、お腹が痛いたい……っ（笑）。

隼人：もうまったく意味がわからない（笑）。

応理：（横を向いて）ふん、だ（笑）。

ＧＭ：ちなみに芽以は「でも、金魚飼かえないな……」と手元の金魚を見つめてる。

イサム：あ、今支し部ぶ預あずかりだもんな。

狛江：それならあたしにちょうだい！　一回生き物飼かってみたかったんだ！

椿：……狛江？

狛江：いらないんだったら是ぜ非ひ！　大切にするよ！

ＧＭ：芽以はちょっと迷まよってから、「じゃあ……、お願いします」と狛江に渡す。

イサム：食うなよ？（笑）

狛江：食わないよ。普ふ通つうにニヤーっと笑って。……よーし、お前に名前を付けてやろう。お前の名前は───〝正せい拳けん突づき〟だ！（笑）

隼人：それ名前なのかよ！（笑）

狛江：正拳突き、正拳突き～。えへへへへへ……。

イサム：嬉しそうだし、いいか（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：金魚すくいを離はなれると、伊織が隼人と椿に声をかけてくる。「どう？　そろそろなんか食べる？　こういうところで食べるのもいいもんだよ。……独どく特とくで」

隼人：まあ、こういうのは初めてだけどよ。……伊織は前に来たことあるのか？

ＧＭ：「前の学校にいた時にね。友達と」

椿：へえ……。

イサム：横から口を挟はさむぜ。……なら先せん輩ぱい、イカ焼き食えよ！　あれは美う味まいのだ。食ってるとだんだん辛つらくなってくるんだけど（笑）。

応理：ああ、飽あきてくるんだよなー（笑）。

隼人：いや、俺はお好み焼きの方が……。

イサム：そんなのいつだって食えるじゃん！　今しか食べられないもの食わなきゃ！

隼人：じゃあその勢いきおいに押おされていく俺（笑）。……わかった、わかったって！

椿：私は芽以ちゃんたちとリンゴ飴あめ買いに行こうかな。

ＧＭ：すると、芽以はリンゴ飴を見て、どう食べていいものか迷まよっている。

椿：ああ、しまった！（笑）

イサム：あれは放ほうっておくと飴が落ちてくるんだ（笑）。

狛江：でも、お祭りの食べ物って高いよなー。

応理：はっはっは。何を言ってるんだ、狛江！　なぜヒカルが付いてきたと思っている！

ＧＭ：「お金は出しませんよ。ＵＧＮからちゃんと支し払はらっているんだから」とヒカル。

応理：しまった！　このウェンディ使えない！（笑）

椿：使えないって……（笑）。

応理：まあいいや。ボクは屋台に近づいていこう。……おっちゃ～～～ん、綿飴、綿飴～。

ＧＭ：「四百円……」

応理：（憮ぶ然ぜんとした顔で何かを投げ捨すてる）

隼人：なんで捨てるんだよ！（笑）

応理：普ふ通つう、子こ供どもに会ったら、「ボン、食べてみるか？」とか言って、タダでよこすもんだろ!?　それが祭りだろ!?（笑）

狛江：そうかなあ？（笑）

応理：ほらよ！　釣つりはいらないよ！（金を投げつける）

イサム：なんでさっきからそんなに荒すさんでるんだ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、祭りもだいたい一周した。公園の東の方では花火が上がり、そっちの方にも人が集まったりしている。

イサム：まだちょっと時間的な余よ裕ゆうはあるのかな？

ＧＭ：うん、もう少しだけだけど。……で、ここでヒカルがみんなに言う。「どう？　みんな楽しんでる？」

狛江：やきそば食いながら、こくこくと首を縦たてに振ふるあたし。

イサム：オレについては聞くまでも無いな。さっきから幸せオーラが出っぱなしだ（笑）。

応理：ボクはいつの間にかハッピ着て、お面を顔の横につけて、背せ中なかに団扇うちわを装そう着ちやくして、言う。……ま、まあまあかな（笑）。

隼人：全然説得力無い！（笑）。

ＧＭ：ヒカルは改めて隼人と椿に問う。「あなたたちは？　どう？」

椿：十分に楽しみました。……久ひさしぶりの人にも会えたし。

隼人：（うなずいて）俺おれも楽しいですよ。

ＧＭ：ヒカルはほっと息をつく。「よかった。……あなたたちがこの街を離はなれてから、ずいぶんと大変だったようで心配してたのよ。たまにはこういうのが無いとね？」と笑う。

隼人：もう、だいたい一年くらいですか。この街を離れて……。

ＧＭ：「早いわね。……でも密みつ度どの濃こい一年だったでしょ？」

椿：はい。……辛つらいことも、楽しいことも、ほんとにたくさんありました。

ＧＭ：ヒカルはうんうんとうなずき、「精せい悍かんさが増ましたもの。ふたりとも」

隼人：この人に言われると照れるな……。

椿：私は少し笑え顔がおではっきりうなずく。

ＧＭ：「では！」と、ヒカルは全員を見回して言う。「今日のうちは目め一いつ杯ぱい楽しみなさい！」

狛江：はーい！

イサム：まだまだ夜はこれからだからな！

ＧＭ：「ただし！　法に触ふれることはしちゃダメよ！」（笑）

イサム：う……、はーい（笑）。

応理：そうだぞ、サム。

ＧＭ：「あなたもよ。……見かけは十歳さいなんだから」（笑）

イサム：そうだぞ、応理くん（笑）。

応理：はーい、はい（笑）。

ＧＭ：「じゃあここからは自由行動。一時間後に公園の入り口に戻もどってくること」

一同：はーい。




　空を見上げれば、轟ごう音おんと共に光の花が咲いている。

　その光に照らされて、オーヴァードたちは笑いあう。

　そこには、確かに仲間との、大切な人とのつながりがあった───。






《十徳指》　手先を変化させることで細かい作業をこなすエグザイルのエフェクト。










◆Middle 08◆華はなやかなる世界の影かげで


Scene Player ─── 高崎隼人






　自由行動になって、隼人はひとりで祭りを回っていた。

　イサムも芽以も、伊織も狛江も誘さそってくれたが、なんとなくひとりで見て回りたい気分だったために断ことわった。




　それはある種、何かの予感だったのかもしれない。

　……ひとりにならなければ、ここで彼らと会うことは無かったのだから。




ＧＭ：というわけで隼人のシーン。

隼人：おう。ちょっとひとりで動きたいんだけど。

ＧＭ：了りよう解かい。まあ自由行動になった瞬しゆん間かんに芽以と聖音が椿連れてっちゃったりするしね。

椿：あらららら。

イサム：おーい！　オレも行くぜー！

ＧＭ：で、意外と気の合うヒカルと伊織が一いつ緒しよに行っちゃうとか。

狛江：あたしは音量の大きい方に駆かけだしていくね！（笑）

イサム：虫みたいだなあ（笑）。

隼人：じゃあ、ちょっとした買い物などをしながらひとりで回っているよ。

ＧＭ：と、キミがあちこちを見ていると、見覚えのある顔が祭りの中にいることに気づく。

椿：それって、もしかして泉ヶ丘学園の……？

ＧＭ：そう。一年前に隼人たちとクラスメイトだった連中だ。

隼人：…………お面を買って、いつでも顔が隠かくせるようにしておく。

ＧＭ：今のところ、キミに気づいている様子はないね。

隼人：……そうだ、俺にとってこの場所はそういうところでもあるんだ。

椿：…………。

隼人：ずっと居い続つづけられる場所でもないんだよな……。

ＧＭ：すると、前の方から七緒が歩いてくる。何人かの女友達と一緒に。

隼人：っと。お面をかぶってやり過すごす。

ＧＭ：……通り過ぎざまに、彼女たちの会話が聞こえてくる。




「ねえ、七緒ー。また元気ない顔してるよ？」

　ショートカットの子が言う。……たしか七緒とはずいぶんと親しかったはずだ。

「そう？　……うん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　答える七緒の顔は、だがどこか無理をして笑っているように見えた。

「やっぱり───、隼人くんと椿ちゃんのこと？」

　その言葉に……七緒が一いつ瞬しゆん目を伏ふせる。




ＧＭ：「もう、気にしてないつもりなんだけど。……たまにね」力なく笑う七緒。

イサム：（七緒の友達になって）「でも、あのふたりも急にいなくなっちゃうなんてねー」

応理：（同じく七緒の友達になって）「せっかく仲良くなったのにね」

隼人：…………通り過ぎて、神社の裏うら手てあたりまで歩いていく。人ひと気けのないところまで。

ＧＭ：祭りの明かりから離はなれたところにやってきた。……あたりは薄うす闇やみが支し配はいしている。

隼人：これが、綾渕さんが言っていたことか。……人は孤こ独どくに耐たえることはできない。

ＧＭ：すると、「そうだね」と相づちを打つ声が。

隼人：身み構がまえて声の方を見る！

ＧＭ：闇に紛まぎれるようにして、神社の裏に綾渕が座ってるよ。

隼人：なんであんたが、ここに……。

ＧＭ：彼は他の人間がいないことを確かく認にんしてから口を開く。「キミたちが来るって聞いてね。話をしようと思って」

隼人：前の話ですべて終わったんじゃなかったのか？　……警けい戒かいした様子で構かまえを取る。

ＧＭ：「みんなへの話はね。……だが、キミへの話には続きがある」

隼人：……続き？

ＧＭ：「僕ぼくのやろうとしていることはこの間話した通り。世界自体の変へん革かくだ」

隼人：ああ、それは覚えている。

ＧＭ：「だけど───今のままだとキミは、キミだけはこの世界の変革についてこられない」綾渕は静かにそれを宣告する。

イサム：え!?

隼人：…………もしかして生せい還かん者しや、だからか。

ＧＭ：そう。生還者は他ほかにＤロイスを取得できない。だから、計画の対象にはならない。

隼人：……なんとなく、言わんとしていることはわかるよ。

ＧＭ：「キミは過か去こに〝ダインスレイフ〟という戦せん闘とう用よう人じん格かくを植え付けられ、それを克こく服ふくした。……だからキミには疑ぎ似じレネゲイドクリスタルの効こう果かが発揮されない可か能のう性せいがある」

隼人：…………続けてくれ。

ＧＭ：彼はちょっと辛つらそうな顔になる。「だが、それにはキミの意い志しが関かかわってくる。キミ自身が変化を受け入れる気になれば、おそらく他の人間と同様の効果があるはずだ」ルール的に言えば、生還者を昇しよ華うかさせろってことね。

隼人：…………。

ＧＭ：「だから、僕はわざわざキミたちに話をしたんだ。あの場所にいる全員に理り解かいしてほしいという気持ちもあったが、何よりも───高崎隼人くん、キミに理解してもらうために」

イサム：……なるほど。

応理：計画にゆがみがあることを知っていたわけか。

ＧＭ：答えを求めるように、綾渕は隼人を見るよ。

隼人：…………。

ＧＭ：「…………」

隼人：俺は懐ふところから、真神の持っていたネームプレートを取り出して言う。……なんで、俺だけが疑似レネゲイドクリスタルに抵てい抗こうできるのかは、なんとなくわかる。

ＧＭ：「聞かせてくれるかい？」

隼人：俺は誰だれかを護まもることを約束してしまったから。それは人とのつながりが無いとできないことだから。たぶん───そんなところだ。

ＧＭ：「じゃあ聞くよ。……人とのつながりって、なんだい？」

隼人：……？

ＧＭ：「誰かを護るということにはどんな意味があるんだい？　それをキミは考えたことはあるかい？」綾渕の目は真しん剣けんだ。

隼人：それは……。

ＧＭ：「人と人とのつながり。誰かを護ること。……美しいことだと思う。でもそれはすべてキミの心の持ちようなんだ」ロイスのことね。

隼人：…………。

ＧＭ：「キミが誰かを護っても、その誰かはキミを護ってくれるとは限かぎらない。……わかるね？」……ロイスは双そう方ほう向こうでは無いってこと。

隼人：そう、だな。……俺は七緒の事じ件けんのことを思い出す。

ＧＭ：「キミをはじめとしたＵＧＮのオーヴァードは、よく日にち常じようを護ると言って戦う。ではその日常とはなんだろう？」

隼人：……そいつの心の拠より所、だろう？

ＧＭ：綾渕ははっきりとうなずく。「その通り。けれど、心の拠り所は支ささえにもなれば刃やいばにもなる。拠り所を失ったとき、反動として我われ々われはより大きな孤独を感じることになる」

隼人：…………。

ＧＭ：「その孤独に耐えられなかった時、我々オーヴァードは理り性せいを失いジャームとなる。……僕はそんなところにキミを置いていきたくはない」

隼人：どういう意味か、教えてくれるか？

ＧＭ：「僕は子こ供どもじゃない。もしキミが世界の変革を受け入れなくても、僕はこの計画を発動する。その時、キミはどうなるか。……想そう像ぞうはつくだろう？　誰もが孤独に耐えられる中、キミだけがひとりだ。その辛さは───今日の比ひじゃないよ」




　沈ちん黙もくが降おりる。

　遠く、光の照らす世界からは、人々の楽しそうな笑い声が流れてきていた。




隼人：……なあ、綾渕さん。ひとつ教えてくれないか。

ＧＭ：「うん？」

隼人：アンタはなんで、そこまでしてこの計画をやろうとしているんだ？

ＧＭ：「えっ……？」ちょっと驚おどろく綾渕。

隼人：世界のため、だけじゃないだろ？　それよりも強い意志がアンタにはある。

ＧＭ：綾渕は少し困こまった様子で、「……内ない緒しよだよ？」

応理：なんか弱気だな（笑）。

隼人：一いち応おううなずいておく（笑）。

ＧＭ：（大きく息をついて）「もう十数年前になるかな。僕はひとつの間ま違ちがいを犯おかした……死にかけた赤子をオーヴァード化させることで、その命を救ったんだ」

隼人：…………。

ＧＭ：「その子の命は助かった。……だけど、それはその子から平へい凡ぼんな日常を取り去ってしまうことでもあった」

イサム：それってもしかして……。

ＧＭ：「その子は成長して、ＵＧチルドレンになった。……優ゆう秀しゆうな子だったよ。彼女はＵＧＮの考え方に深く共鳴し、任にん務むを確かく実じつにこなした。でも気がつけば、その子は平凡な生活に反発するほどの感かん情じようを育てていた。───その子が誰かは、言わなくてもわかるね？」

隼人：……ああ。

ＧＭ：「その時思ったんだよ。……あの子はもしかしたら、オーヴァード化しなくても助かったかもしれないって」

隼人：でも、アンタがその子を助けたのは事実だろ？

ＧＭ：「昔の僕はオーヴァードになるということがどういうことか、わかっていなかったんだ。そして痛つう感かんした。ひとり人間の人生を狂くるわせるということが、どれだけ大きなことなのかを。……そしてはっきりとわかった」と、また綾渕は隼人の目を見る。

隼人：何を……？

ＧＭ：「チルドレンという存そん在ざいが、いかに歪ゆがんだ、悲しい存在であるか」

隼人：ビクリ、と体を反はん応のうさせる。

ＧＭ：「世界の為ために子供たちが犠ぎ牲せいになるのであれば、僕はその世界を変えよう」

隼人：……それがアンタの罪つみ滅ほろぼしであり、思いやりなのか。

ＧＭ：綾渕はうなずく。「僕は……椿ちゃんに日常を取り戻もどしてあげたいんだ」

隼人：あいつが……それを望んでるってのか？

ＧＭ：「これが僕のエゴであることは理解している。……でも、僕はこれ以上に正しい考えを知らない」




　綾渕は隼人に、そして祭り囃ばや子しに背せを向ける。




ＧＭ：「計画は遂すい行こうするよ。……それまでにキミが僕のやり方を理解してくれることを願っている」そう言って、彼は闇やみの中へ姿すがたを消す。

隼人：…………。




　隼人には、綾渕の気持ちが痛いたいほど理解できた。

　もし日常に戻れるならば。それは隼人が何度も焦こがれたこと。

　だが───。




　綾渕を見送った後も、隼人は祭りに戻れなかった。

　光ある世界にはもう、戻れなかった。







◆Middle 09◆未来の絆きずな


Scene Player ─── 玉野椿






　そうして祭りは幕まくを閉とじた。




　芽以や伊織は元の支し部ぶに戻り、聖音はどこかへと帰って行った。

　───そして次の日の深夜。

　泉ヶ丘学園に、ひとりの人ひと影かげがあった。




ＧＭ：では次のシーン。

椿：……そろそろ、どうするかを決めたい。

ＧＭ：そうだね。こっちとしても決めて欲ほしいところだ。

応理：じゃあ場所はどこにしよう？

椿：双枝市なら、学校はどうかな？　私としては彩花さんの思い出もあるし。

ＧＭ：了りよう解かい。……では、深夜の学校だ。

隼人：俺も登場する。なんとなく今日一日は変な様子だろうから、椿に呼よび出される感じで。

椿：うん。じゃあ校庭に着いたところで声をかける。……懐なつかしいね。

隼人：ああ……。と生返事をしながら、椿をじっと見る。

椿：……どうしたの？

隼人：あぁ……。いや、な、なんでもない。

椿：じゃあちょっとため息をついて。……昨日、お祭りが終わってから変よ。

隼人：…………。

椿：もしかして───七緒ちゃんに会った？

隼人：それもある。

椿：……それ〝も〟？

隼人：う、しまった……。

椿：じ～～～～～～～～～っと見る。じ～～～～～～。

隼人：（ため息をついて）……だめだ、隠かくしてらんねえ。ちょっと覚かく悟ごして聞いてくれ。

椿：な、なに？　そんな改まって。

隼人：実は───綾渕さんと会った。

椿：…………！

隼人：その時、あの人がなんでこんな事じ件けんを起こしているのかを聞いたよ。

椿：……教えて、くれる？

隼人：綾渕さんは、お前をチルドレンとして育てたことを悔くいて今回のことを思い立った。……お前に、そしてチルドレンに日にち常じようを与あたえてやりたいって言ってたよ。

椿：（目を丸くして）……う、そでしょ？

隼人：本当だ。あの人は噓をつかない。

椿：…………。

隼人：───どうする？　このままなんとなく綾渕さんと対決しても、どちらとも傷きずつくだけだぞ。

椿：……決けつ断だんが必要、ってこと？

隼人：ああ。




　椿は闇やみに浮うかび上がる校こう舎しやを見上げる。

　一年ぶりに見上げる校舎は、彼女の思い出の中と寸すん分ぶん変わらぬものだった。




椿：隼人。……この数日間で私も、私の護まもりたいものが少しだけわかってきた。

隼人：どんなことだ？

椿：隼人の胸むねポケットを、その中に入っているあの写真を見て言う。……隼人と同じ。私も思い出のあるみんなを護りたい。

隼人：そうか、そうだよな……。俺たちはこの一年、ずっと同じ人と出会い、同じ思い出を築きずき上げてきたんだからな。

椿：……うん。

隼人：俺もそれは変わらない。今のお前と同じ気持ちだ。

椿：……でもね、隼人。

隼人：なんだ？

椿：それだけじゃ、綾渕さんには声が届とどかないと思う。あの人は思い出をそのままに、世界を変えようとしているんだから。

隼人：…………。

椿：私は大事なものを護るために綾渕さんを倒たおさなきゃいけない。……でも、それは本当にすべてを護ったことになるの？　それは、綾渕さんを力でねじ伏ふせているだけじゃないの!?

ＧＭ：……椿はまるで血を吐はくようにそう言った。

イサム：じゃあそこで登場しよう。

狛江：あ、あたしも。イサムと一いつ緒しよに追いかけてきてたんだけど、椿の発言にびっくりして出てきちゃう。……こんな椿を見るのは初めてだし。

ＧＭ：では、物音がして。

隼人：あわてて振ふり向くと、狛江とイサムが見えるのか。……お前ら、一体何を？

イサム：あ……、いや、ちょっと気になって来てみたんす。……すいません。

狛江：あたしも縮ちぢこまってよう。

隼人：ふ～、まあいいけどよ。

イサム：で、オレは顔を真しん剣けんなものに変えて言う。……椿先せん輩ぱい、種類は違ちがうけど決断できないってのはオレもわかるんですよ。だって、オレはまだ柚木に気持ちを伝えられてないから。

椿：イサムくん……。

イサム：でも、逆ぎやくにオレは思うんす。オレは柚木を愛しているからこそ、綾渕の言う世界は認みとめられないんだって。

椿：どうして？

イサム：綾渕の言う世界は、苦く痛つうが無くなる世界でしょ？　苦痛が無くなるってことは、喜びも無くなるってことだと思うんす。だって、喜びとか愛あい情じようって苦しいことがあってこそ、感じられるものだと思うから。

狛江：それ、わかるわかる！　ロードワークの後とかにジュース飲むと気持ちいいよね（笑）。

イサム：そうそう！（笑）だから、オレはこう思う。アイツの計画が進んだら、オレは柚木のことを、好きでもなくなるんだろう。……いや、オレは柚木とくっつくんだろうけど、それはオレの知っている本当の柚木じゃない。

応理：あくまで偽いつわりのもの、か。

イサム：なので、この蓮見イサムはあの綾渕宗二を止めようと思ってます。……ただ、それだけが言いたかったんすよ。




　───ギターを持った少年は照れくさそうに笑った。




狛江：ちなみにあたしもアイツはぶちのめしに行くよ。

隼人：ＦＨへの復ふく讐しゆうか？

狛江：それもあるけどね。……あたしはひとりには飽あきてるから。もっともっと、人とのつながりを感じていたい。たとえそれが苦しくてもね。

椿：狛江……。

狛江：だぁいじょうぶ！　あたしの空手はどんなヤツにだって負けないから！




　───遥はるかな夢ゆめを持つ少女は、拳こぶしを作って笑った。




応理：じゃ、ボクも登場しよう。その辺の樹の上に座すわっている。……ボクとしては彼の世界も悪くないと思うんだけどね。

イサム：応理くん！

応理：孤こ独どくはつらいよ？　おそらく人間が持っている中でも最大の恐きよう怖ふのひとつだ。ボクはそれをよ～く知っている。……こう見えてもずいぶん長く生きているからね。

隼人：そうか、お前はずっとひとりで生きてきたんだもんな。

応理：それを無くしてくれるのであれば、何をしたっていい。……でもね。

隼人：…………？

応理：でも、ボクは大人にならない子供だ。世界の選せん択たくをするのは、まっとうに育つキミたちがするべきだよ。ボクはキミたちの決けつ断だんの後あと押おしをするだけだ。




　───永えい遠えんの少年は、空を見上げて皮肉げに笑った。




隼人：どうする？　椿。

椿：…………。

隼人：お前は俺よりも綾渕さんとのつきあいが長い。……もし戦えないなら、降おりてもいい。

椿：…………。

隼人：俺はお前の背せ中なかを押すこともできないし、手を引くこともできない。……俺ができるのはお前と同じ道を選んで、お前の横で戦ってやることだけだ。

椿：…………。

隼人：ただ…………今みんなの話を聞いて気がついたことがある。

椿：……？

隼人：……ほんとに今わかったんだ。俺たちが何をもってあの人の前に行けばいいのか。

椿：それは……？

隼人：あの人の世界には成長が無い。苦痛が無いってことは、喜びが無いってことは、人は何も学習できない。だから、そこには成長が無いんだよ。

狛江：あ！　そうか！　だから綾渕は昔から変わらないんだ！

イサム：それで、延々と変わらないって言い続けてるのか……。

隼人：……やっぱり、そんな世界は許ゆるしちゃいけない。

椿：……え？

隼人：前にも言ったろ？　俺は昔、チルドレンであることがイヤでしょうがなかった。そのうち任務に失敗して、適てき当とうなところでくたばればそれでいいって思ってた。

狛江：そ、そーだったんだ。

隼人：失った日にち常じようが大きすぎて、そんなことを考えてた。高崎隼人ではなく、牧村早人まきむら・はやとに戻もどりたくてしょうがなかったんだよ。

応理：……でも、キミは牧村早人であることを拒きよ絶ぜつした。

隼人：そう。……その決断をしたことで俺は成長した。俺は牧村早人として、〝ダインスレイフ〟として、そして高崎隼人としてさまざまな人に出会って成長したんだ。どこが抜ぬけても今の俺はない。




　ＵＧチルドレンの少年はうなずく。

　その横顔は、一年前よりほんの少しだけ大人びて見えた。




椿：…………。

隼人：椿、綾渕さんに見せてやろう。あの人はお前の人生を狂くるわせてしまったと後こう悔かいしている。……だけどお前は変わったじゃないか。

椿：……うん。

隼人：それを見せてやろう。お前の成長した姿すがたを。こんなにもたくさん大切な人ができたことを。───あの人は間ま違ちがってなかったんだと、見せてやろう。

椿：……うん！




　そして子供たちは決意する。




　守るべきは過去の思い出ではなく、未来の絆。

　そのために、綾渕の世界を否定する覚悟を───。







◆Middle 10◆決意を秘めて


Scene Player ─── 群墨応理






　そして五人は藤崎の前に立った。

　その顔は三日前とは違い、意い志しのこもった強い顔をしている。

「……改めて意志を聞こう」

　藤崎は口を開いた。




ＧＭ：では、改めて藤崎がキミたちの意志を問うシーンだ。全員登場してください。

一同：はーい！

ＧＭ：場所は日本支し部ぶ、支部長室。藤崎は全員を見て言う。「……頭は冷えたか？」

隼人：あぁ、と超ちよ不うふ機き嫌げんに言う俺おれ（笑）。

イサム：いつもの通り、超ホットだぜ！（笑）

応理：ま、サムはいつものことだね（笑）。

ＧＭ：「では、改めてキミたちの意志を聞こう」

隼人：俺たちは綾渕を止めに行く。……伝えることがあるんだ。

ＧＭ：「ＵＧＮのバックアップは無いぞ」

椿：覚かく悟ごの上です。

イサム：バックアップ無しの状じよう況きようは前にもあったさ！　このくらいなんでもないぜ！

ＧＭ：「……全員同じか？」

隼人：ああ。

応理：隼人たちが助けてくれと言ったからね。……それ以上の理由は必要ないよ。

狛江：あたしもね。……ま、あたしは元々ＵＧＮとは関係無いけど。

隼人：あ、じゃあここでイベントを挟はさもう。

ＧＭ：ん？

隼人：狛江がそう言ったところで俺は空手着を投げてよこす。……そろそろコイツを返しておくよ。お前の大切なもんだろ？

イサム：ああ！　狛江の空手着か！　そういや、そんな伏ふく線せん張はってた！（笑）

狛江：パッと受け取ってからびっくりして言う。……取っておいて、くれたんだ。

隼人：（にやりと笑って）ああ。

狛江：で、にまーっと笑って。……しょうがないなあ！　と叫さけんで速そつ攻こうで装着（笑）。

椿：ありがとう、狛江。本当はあなたも部外者でしょ？

狛江：何言ってるの。言ったでしょ？　あたしは元々アイツの作る世界なんて認みとめないって。

椿：（笑って）そうだね。

ＧＭ：そのやりとりを見て藤崎はぼそりと「だいぶマシになったようだな……」とつぶやく。

隼人：じゃ、その声を聞きつけてにやりと笑う。……今、何か言ったか？（笑）

ＧＭ：藤崎はそのセリフをスルーだ（笑）。そして改めて全員を見て、「では、以い降こうの行動のすべてはキミたち自身の責せき任にんとなる」

隼人：……ああ。

椿：……はっきりとうなずきます。

ＧＭ：「しかし───ＵＧＮではなく、個こ人じんとして多少の援えん助じよをしてやろう」

隼人：……？

ＧＭ：彼が手元の端たん末まつを操そう作さすると、モニターが二分ぶん割かつされてふたりの人物を映うつしだす。ひとりは大おお宙ぞらヒカル支し部ぶ長ちよう。もうひとりは星ほし乃の聖音───いや〝シザーリオ〟だ。

椿：ヒカルさん！

イサム：応理くん、ついにシザーリオ出てきたよ！（笑）

応理：……あいつ、嫌きらいだ（笑）。

隼人：何言ってんだよ、望むべき相手が出てきたってのに（笑）。

応理：……あいつ、嫌いだ（笑）。

ＧＭ：「彼ら協力者の働きもあり、綾渕についていくらかの情じよう報ほうをつかんでいる」

一同：おおおおおおおおおおっ!?

ＧＭ：藤崎が「分ぶん析せきは済すんだかね？　大宙支部長」と言うと、「なんとか。……疑ぎ似じレネゲイドクリスタルの散布準備はあと数時間で終了する見込みです」

隼人：まだ、なんとか間に合うってことか。

ＧＭ：で、「シザーリオ。綾渕の居い場ば所しよは？」と聞くと、「きっちり捕ほ捉そくしているよ。元々の情報通りだからね。特に問題無い」

イサム：居場所わかったのか！

ＧＭ：「ずいぶんと古びた研究所にいる。そこからは出てこないみたいだ。……あ、賢けん者じやの石もここにあるみたいだね。波動を感じるから間ま違ちがいない」とシザーリオ。

狛江：波動って何？（笑）

イサム：アイツ、レネゲイドの化け身しんらしいから何か感じるんだろ（笑）。

ＧＭ：ヒカルが隼人と椿に「あなたたちはもう自分の道を歩けるわ。……自信を持って」

椿：はい、ありがとうございます！

隼人：また迷まよったら相談させてもらいます。

ＧＭ：それにシザーリオが付け足す。「シェイクスピア曰いわく、『終わりよければすべてよし』。……勝って戻もどってきなよ？　芽以が悲しむからね」

イサム：当然！

ＧＭ：「ふたりとも、ご苦労だった」と藤崎が言ってから隼人たちに振ふり向き、「綾渕の居場所はキミたちの端末に転送しておく。後はキミたちの好きにしろ」

隼人：藤崎、あんた……。

ＧＭ：「この件けんに関しては霧谷に礼を言っておけ」

椿：え？　……霧谷さん？

ＧＭ：「昨日、ヤツは目を覚ました。大宙支部長たちはヤツの判断で動いてもらったのだ」

イサム：目を覚ましたのか！

隼人：それじゃあ霧谷さんは……？

ＧＭ：「現在、中枢評議会議員のひとりと接触している。綾渕の工作をひっくり返すためにな。……まだ立つのも辛い体だろうに無茶をするものだ」藤崎は少しため息をつく。

椿：霧谷さん……。

応理：少し残念だ。直ちよく接せつ会って言葉をかわしたかったが、仕方がないね。

狛江：それなら戦いの後に言えばいいんだよ！

隼人：そうだな。……じゃ、みんな行くぜ！

一同：おう！




　そして彼らは綾渕の前に立つ。

　彼を倒すためではなく、彼に思いを伝えるために。

　ただ───それだけのために。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆過か去この亡ぼう霊れい


Scene Player ─── 辰巳狛江






　その場所は、椿が綾渕と共に過ごした場所。

　そして綾渕が世界を変えようと思い立った、最初の場所。




　とうの昔に廃はい棄きされたその研究所の入り口に、五人は立っていた。

　決意と覚悟を心に携たずさえて。




ＧＭ：ではクライマックスだ！　……みんながんばってね。

椿：なんですか、その一言は（笑）。

ＧＭ：いや、敵が強いからさ（笑）。

イサム：うおお、なんか不吉なこと言ってるし（笑）。

ＧＭ：では日本支部からヘリに乗ってしばらく。キミたちは山間の研究所近くに降ろされる。

隼人：他に人がいる様子は？

ＧＭ：無い。研究所自体はずいぶん昔に廃棄されたものだね。……そしてこの場所に椿は覚えがある。

椿：……ここって、もしかして私が昔にいた研究所？

ＧＭ：その通り。十年以上前に出てから一度も戻もどってないけどね。今は完全な無人のはずだ。

椿：…………。

ＧＭ：で、キミたちがヘリから降おりるとそこにはシザーリオが待っている。彼女は研究所を指して、「あんまり時間はなさそうだよ。……中から妙な雰ふん囲い気きを感じる」

狛江：体をぶるっと震ふるわせつつ、……この中か、とつぶやく。

ＧＭ：「おそらく準備が進んでいるんだと思う。急いだ方が良さそうだね」

イサム：お前はどうするんだ？

ＧＭ：「ボクは行かないよ。……キミたちを見み届とどけるように頼たのまれたから」

椿：……うん、それだけで十分よ。

ＧＭ：「入り口はあそこだ。警けい備びも何もないし、扉とびらも開いている。……彼はひとりであの中にいるようだよ」

イサム：……相変わらずぶっきらぼうだなあ、お前。

ＧＭ：「ボクは自分の興きよう味みのあること以外では、動かないことにしているんだ」と肩かたをすくめるシザーリオ。

応理：ならば、せいぜいキミが見て面おも白しろい舞ぶ台たいにするよ。……シェイキー？

ＧＭ：彼女は皮肉げに笑って言う。「しっかりやりなよ、ピーターパン」

応理：……今、ついにボクらは分かり合えた気がする（笑）。

ＧＭ：「でもね」意地悪く笑う彼女。「ボク、残念ながら童話は趣しゆ味みじゃないんだ」（笑）

応理：……みんな、先に行け。ボクはこいつを倒たおしてから行く（笑）。

狛江：なんでだよ！（笑）

イサム：落ち着けよ、応理くん（笑）。

応理：うるさい！　やっぱりボクはコイツが嫌いだ！（笑）

隼人：ったく……（笑）。はやく行くぞー。

椿：じゃ、行ってくるね。聖音ちゃん。

ＧＭ：「ああ、気をつけて」




　仲間の見送りを受け、五人は研究所へと入っていく。




ＧＭ：蛍けい光こう灯とうに照らされた通路をキミたちは走る。

イサム：ホントに無人なんだな～～。

ＧＭ：さらに中は一部の隔かく壁へきが閉とじられており、一本道を進むことになる。

狛江：罠わな……かな？

応理：いや、彼の場合それは考えにくい。素す直なおに招しよう待たいされていると考えるべきだろうね。

ＧＭ：しばらく走っていくと、急に広い空間にでる。訓練場らしきドーム状じようの部屋だ。扉は入り口以外に正面にひとつ。すでに開いており、向こう側に薄うす暗ぐらい通路が延のびている。

椿：……あたりを警けい戒かいします。

ＧＭ：すると、キミたちの頭の中に直接声がする。「来てしまったんだね……」

狛江：うお、どこから……!?

応理：彼の能のう力りよくか───複ふく製せいした〝タイム＆アゲイン〟の能力を使っているかどっちかかな。

ＧＭ：「僕ぼくを止めるつもりか……。理り解かいしてくれるなら、外で待っていればいいはずだ」

隼人：残念ながら、あんたの希望にはそえない。

ＧＭ：「……前にも言ったが僕は[image: 100]％うまくいかないからと言ってすべてを放ほうり出すほど子こ供どもではない。キミたちが障しよう害がいになるのであれば───それを取り除のぞくまで」

椿：…………っ。

ＧＭ：そして目の前の風景が光と共に歪ゆがんでいく。〝タイム＆アゲイン〟の能力だ。

応理：やはり、自分に複製しているか……！




　光と共に、世界がほんの少しだけ書き換かわる。

　過か去こと現げん在ざいが錯さく綜そうし、失ったはずのものが蘇よみがえる。

　過すぎ去った悪あく夢むと共に───。




ＧＭ：そして、光が消え去ると部屋には見覚えのある三人が立っている。……鵜月幹安、ロゼッタ・ロナーリア、真神修しゆう夜やの三人が。

一同：げえええええええええええっ！

狛江：こ、こ、こ、これって……！

椿：今までのラスボス全員！

隼人：うおおお、そこまでするか！

ＧＭ：最終回だからね！「彼らは僕が作りだした幻まぼろしだ。……でも、その力は本体と同じ。そして、この幻は人を殺せる。それが〝タイム＆アゲイン〟の力だからね」

応理：……失われたものを復ふく元げんしてまで実現させたいかい？

ＧＭ：「そのつもりだよ。……死んでしまった彼らには悪いが、僕の知っているもっとも強いオーヴァードは彼ら三人なんだ」

応理：…………。そうだろうなあ（笑）。

イサム：ところで、真神の〝両りよう腕うで〟は？

ＧＭ：くっついてない。真神本人のみ。

狛江：それだけがマシか～～～～～。

隼人：あれがくっついてたら、真ま面じ目めに逃にげることを考えるよ。

ＧＭ：じゃあ、ここでこの戦せん闘とうの条じよう件けんを説明します。

一同：お？

ＧＭ：ここには綾渕はいない。彼に会うには、正面の扉とびらを突とつ破ぱする必要がある。

イサム：じゃあ、こいつら無む視しして突つっ込こんじゃえばいいんじゃねえの？

ＧＭ：そうすると、鵜月たちも追ってくるよ。……つまり、綾渕を含ふくめて四人をまとめて相手にすることになる。

イサム：ぐお……！　それは辛つらい……。

狛江：でも、ここで本気出して戦う？　前のセッションの雑ざ魚こ戦であれだけ侵しん蝕しよく率りつが上がったのに。綾渕の前に力ちから尽つきちゃわない？

椿：……ＧＭ、戦力を分ぶん割かつすることはできる？

ＧＭ：もちろん、それもできる。……その場合は、こちらの戦いでかかったラウンド数に応おうじて綾渕戦に増ぞう援えんが向かうことになる。もちろん敵てきが勝った場合は敵が向かう。

隼人：ん～、両方の戦いに出るのは厳しいな。侵蝕率が限げん界かいを超こす。

狛江：でも、足止めも戦力が無いと意味がないよ。時間をかせげなきゃ、残る意味がない。

イサム：じゃあ、残るとしたら誰だれだ？　……ぼんくらーずとかで残るか？

狛江：ええと、敵が多いからイサムのシーン攻こう撃げきは必ひつ須す。あとは単体火力が必要かな。

応理：あ、ボクもこっちに残るよ。《ラストアクション》は乱らん戦せんの方が効こう果かが大きい。カバーリングもできるようになったしね。

狛江：後は火力型で切り札持ちのあたし。……って、結局ぼんくらーずじゃん！（笑）

隼人：おいおい、それでいいのかよ！

イサム：オレに異い論ろんはないぜ。

応理：……よし、それで行こう！

狛江：（腕をぶんぶんと振ふり回して）よ～～～～～し！　やっるぞ～～～～～～～～っ！




　なぜそんなにうれしそうなのか。




狛江：だって、このセリフが言えるんですよ！　「ここはあたしたちに任まかせて先に行け！」　……このセリフ、ＴＲＰＧで一度言ってみたかったんだ！　燃もえてきた～～～～っ！（笑）

イサム：ほんっっっっとにうれしそうだなあ（笑）。

狛江：敵に構かまえを取りながら、椿に言う！　……ここはあたしたちに任せて先に行け！（笑）

応理：二回も言った！（笑）
















隼人：じゃあ俺おれは狛江に言う。……馬ば鹿か言うな！　あいつらはすさまじい強さだ！　真神ならお前が……、いやみんなそれぞれにわかっているはずだろ！

イサム：へっへっへ、一度倒たおした相手にやられるオレたちだと思ってるんすか？

狛江：あいつらは、どうせ過去の幻だ。……あたしたちは成長しているんだから！

イサム：それに、先せん輩ぱいたちの方が大変っすよ？　綾渕の力はわからないんすから。

椿：…………。

応理：大だい丈じよう夫ぶだよ。……綾渕は明日を見ることをやめてしまった人間だ。そんな人間に未来を見続けるキミたちが負けるはずはない。

隼人：応理……。

狛江：帯を締しめ直して言う。……隼人、椿、お前たちの道を切り開いてやる！　行け！

応理：渡わたり鳥はまだ見ぬ陸地に向かって飛ぶことができる。……さあ行け、ボクの小鳥たち。

隼人：…………そっちも死ぬなよ。

椿：みんなをぱっと見て。……ここは任まかせます。私は奥おくへ行って、綾渕さんを止めます！

イサム：頼たのみますよ！　離はなれていても、オレの音が聞こえている限かぎりこっちは無事です。

椿：こくりとうなずく。

隼人：じゃあ……またな、みんな！




　応理のクギが、イサムの音が、狛江の拳こぶしが、鵜月たちを足止めする。

　生じたのは一いつ瞬しゆんの隙すき。だが、そのわずかな間に───。




　ふたりのチルドレンは、薄うす暗ぐらい通路に飛び込んでいった。




ＧＭ：隼人と椿はここで退たい場じようだ。

応理：やれやれ……、振ふり返りもせずに行っちゃったよ。

イサム：オレたちがすぐに来ることがわかってるからさ。

狛江：よ～し！　ちゃっちゃと倒してあのふたりの後を追うよ！

ＧＭ：そんな余よ裕ゆうは与あたえないぞ！　三人の目に殺意がともる！　さあ、戦せん闘とうだ！




◆第１ラウンド




[image: ]




応理：セットアップの最初から《フルインストール》を使用！

イサム：げ！　応理くん、もう[image: 100]％超えてるの!?

応理：ふっふっふ、戦闘前の衝しよう動どうで超えちゃったよ。……ああああああ、あの時祭りでエフェクト使わなければまだ[image: 100]％未満だったのに～～～～～～～～～っ！（笑）

狛江：ものすごい自じ業ごう自得だね（笑）。

ＧＭ：こちらは全員《ヴァイタルアップ》を宣せん言げん。……そして敵三人の中で、鵜月がすっと進み出る。「久しぶりだな。───いや、この言い方は正しくないか？」

応理：幹安、キミとはもう戦いたくなかったよ。……幻だとしても。

ＧＭ：「今まで何度も戦ってきた我々だ。今さら何を言う」

応理：一年前に、キミとの決着は着いたからさ。

ＧＭ：鵜月は黙ったまま、彼の周りに風が巻き始める。

狛江：く～～～～～っ、敵てきのデータはさすがに覚えてないっ！　真神がシーン攻こう撃げき持っているくらいだなあ。

イサム：ロゼッタは切り札の数がやたらあったような気がする。

応理：鵜月の回かい避ひもすごかったぞ。

一同：…………。

イサム：結局全員強いんじゃねえか！（笑）

ＧＭ：まあ、それぞれの巻のボスだからね（笑）。

狛江：とにかくイサムのシーン攻撃を基き本ほんに、まずはひとりを集中攻撃しよう！

イサム・応理：おう！

ＧＭ：では改めてイサムの手番だ！

イサム：とりあえずは待機。応理くんの援えん護ごを待つぜ。

応理：で、ボクがイサムに《アドヴァイス》＋《天性のひらめき》。クリティカル値ちを-1する。……イサム、過か去この亡ぼう霊れいを消せ！

イサム：そして即そく俺が行動！　《終末の炎ほのお》を合わせていつものコンボ！　さらに綾渕のタイタスを昇しよ華うか！　食くらえ、ヘヴィメタルサンダーアアアアアアアッ!!　……達成値は37！

ＧＭ：こっちは……、うわみんな回避失敗だ。全員クリティカル値７なんだけどなあ。

イサム：衝しよう撃げき波はが三人を襲おそう！　でも27点の装そう甲こう無む視し。……んー、出目が悪い。

ＧＭ：ほう？　その程てい度どか。なら、次はこちらの番だ！

狛江：敵の攻撃……、プレッシャーで胃が痛いたくなってきた（笑）。

隼人：おいおい（笑）。

ＧＭ：まずロゼッタから。彼女はクスクスと笑いながら、「まさかあなたの音に二度も身を任まかせることになるなんてね」と、イサムに言う。

イサム：（人さし指をたてて）魂たましいは震ふるえたかい？

ＧＭ：ロゼッタは肩をすくめる。「いいえ、ちっとも。……じゃあ、今度は最初からあなたの体を切り裂さいてあげるわね」……芽以がいないからな。

イサム：やれるものならやってみやがれ！

ＧＭ：では、ロゼッタの髪かみから銀色の球体───魔ま眼がんがふたつ生み出される！　《黒の鉄てつ槌つい》＋《因いん果が歪わい曲きよく》その他！　三人のいる範はん囲いに攻こう撃げき！　……出目はいいぞ。達成値は67！

イサム：回避は失敗！

狛江：こちらもー。

応理：《守りの弾たま》だけを使って回避は失敗。……でも、これで侵しん蝕しよく率りつは[image: 120]％ぴったり。

ＧＭ：ダメージは64点！　魔眼がふたつ、逆ぎやく方向の力場がキミたちを引き裂く！

イサム：《リザレクト》！　……これで[image: 100]％越ごえだ。

応理：ボクは《マグネットフォース》！　狛江を守る！

狛江：サンキュー！　応理！

応理：そしてここで《ラストアクション》！　最初から全開でいく！　鵜月に《戦神の祝しゆく福ふく》＋《フラットシフト》その他でしかける！




　応理は手元でクギを握にぎる。その目は鵜月の急所にのみ向けられていた。




応理：行けっ！　……二回攻撃して達成値は30と50！

ＧＭ：回避は33と32。一発だけ喰くらったか。

応理：いや、ここから当てる！　一発目に対して鵜月のタイタスを使用。達成値を上げる！　ここで当てることに意味がある！　……えい！　９上がって達成値39！

ＧＭ：では鵜月は以前の戦いと同じく、風を操あやつってクギの軌き道どうを曲げる！　だが、そこに隠かくされたクギの一本が鵜月の急所を射い抜ぬく！

応理：ダメージは54と43！

狛江：やった！　いいダメージ！

ＧＭ：……って後２点で死ぬところだった！　ぐらり、と一いつ瞬しゆん崩くずれかけるが鵜月は踏ふみとどまる。「本気の使い方を……身につけたようじゃないか」

応理：本気を出す理由を思い出しただけさ。……《イモータルライフ》で復ふつ活かつ。

ＧＭ：「そうか……」そして、真神が動こうとしたところで鵜月が止める。「先にやる、そう長くは耐たえられそうにない」と鵜月。「……好きにしろ」と真神。真神は待機ね。

狛江：お？

ＧＭ：「行くぞ」といいながら、鵜月は目を閉とじる。そして開くと同時にその両りよう眼めが深紅に染まる！《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《風の渡わたし手》その他で三人全員に攻撃！

狛江：そうだ！　こいつ精せい神しん攻撃の使い手だった！

ＧＭ：達たつ成せい値ちは44！　〈意い志し〉で抵てい抗こうしてくれ。喰らうとダイスペナルティが入るよ。

イサム：〈意志〉！　……それは無理！

狛江：失敗。……でもこっちはまだ《リザレクト》できる。応理はイサムを頼む！

応理：了りよう解かい！　こっちも失敗。そしてイサムを《マグネットフォース》でかばう！

イサム：助かったー。

ＧＭ：紅い眼を見た瞬間に奈な落らくの底に堕おちていく感覚がキミたちを襲おそう！　ダメージは44点、そしてこのラウンド中ダイスペナルティ６個こだ！

狛江：《リザレクト》！　……やった！　侵しん蝕しよく率りつ96％！　まだ《リザレクト》できる！

応理：ボクはまた《ラストアクション》！　ここで鵜月を倒たおす！《オウガバトル》＋《シューティングシステム》！　……一発目の達成値が40。

ＧＭ：回かい避ひは失敗。

応理：ダメージは27！　これで一回は死ぬはずだ！

ＧＭ：その通り。《アクアウィターエ》を使用！

応理：そしてもう一投！　その手は読めている！　……よし！　達成値55まで伸びた！

ＧＭ：う……！　回避は37……！

応理：ダメージは───31点！　どうだ！

ＧＭ：……ダメだ。心臓あたりにクギが刺ささった鵜月は、足あし下もとからゆっくりと消えていく。

狛江：よ～っし！。

ＧＭ：鵜月は応理にぼそりと「これが最後の別れになるかな……？」

応理：いや、またいずれ会うことになるよ。……いつになるかはわからないけどね。

ＧＭ：「では、な……」どこか、外にでも出るような調子で鵜月が消える。

イサム：これで、ひとりか……。

ＧＭ：だが、まだこっちの手番も終わってないぞ。……真神が動く！　マイナーアクションで《インフィニティウェポン》。奴やつの手の中に、漆しつ黒こくの両りよう手て剣けんが生み出される！

隼人：来た！

ＧＭ：じろりと見て、「気乗りしないが」とつぶやく真神。「俺のどこかで〝戦え〟と叫さけぶヤツがいる。容よう赦しやはできん」そう言って、剣を振り上げる。《神速の鼓こ動どう》付きで攻こう撃げき！

応理：シーン攻撃か！

ＧＭ：「行けっ！」という叫びと共に、巨きよ大だいな衝しよう撃げき波はが撃うち出される！　……達成値は46！

一同：回避失敗！

応理：イサムをかばう！　そして《ラストアクション》！

イサム：おい！　まだ行くのかよ！

応理：これが正真正しよう銘めい、最後の一撃！　隼人のロイスをタイタスにする！　……彼はもうボクの手を離はなれた。だが、ボクはまだ彼らが成長した姿すがたを見ていない！




　叫びと共に真神とロゼッタに向かって放たれる黒いクギ！

　だが、それはロゼッタの魔ま眼がんによって吸きゆう収しゆうされ、真神にはわずかに傷きずをつけたのみ。




応理：ぐ……！　ロゼッタの《黒星招しよう来らい》はいいとして、真神の受けはあんなに強いのか。

狛江：これはしょうがないよ。あたしの攻撃で受けを突とつ破ぱする！　マイナーで人じん狼ろうの姿すがたになって、メジャーで《獣けものの王》を使用！　これで真神はリアクションできない！

ＧＭ：おっと。それではロゼッタが《時の棺ひつぎ》を使用！　狛江が構かまえを取った瞬間に、ロゼッタの重力がキミの動きを止める。「おとなしくしてなさい？」

狛江：くう～～～～～、それはどうしようもない！

イサム：こいつら、マジで強いぞ……。

ＧＭ：そりゃあ前にボスとして出した時と、まったくデータ同じだからね。

狛江：そうなの!?　容赦なさすぎ！（笑）




◆第２ラウンド

ＧＭ：ではセットアップ！
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応理：《フルインストール》を使うか《集しゆう団だん統とう率そつ》を使うか……。

椿：え!?　それ以上そんな重いエフェクト使ったら、どうやっても帰ってこられない！

応理：それでもここは……。

イサム：いや、無理するな。任まかせろよ───先生。

応理：……わかった。ここはキミたちを信じよう。

ＧＭ：では、改めてイサムから。

イサム：応理くん、どうする？

応理：さっきと同じく援えん護ごする！　《アドヴァイス》＋《フラットシフト》！　といっても、ダイスペナルティがきついのでダイスは４個こ。これで８以上が出れば……。出た！

狛江：あぶな！

ＧＭ：よくそんなので使う気になるな。

応理：ここまでしないと勝てないだろ。……これで後はカバーリングをして倒たおれるだけだ。

イサム：じゃあ行くぜ！　あらためてギターを構えなおす！




　イサムは右手で弦げんを弾はじきながら、敵を見つめてにやりと笑う。

　……どれだけ辛くても、口元に笑えみを。

　それがイサムのポリシーだ。




イサム：悪いな！　さっきまでのはリハーサルだ！　こっからのオレは───ちょっと違ちがうぜえっ！

応理：サムが吠ほえた（笑）！

イサム：いつものコンボに《リミットリリース》！　さらにタイタスを消しよう費ひ！　クリティカル値ちは４！　侵しん蝕しよく率りつは[image: 131]％！

狛江：ほんとに本気だ！

イサム：It's a show time!　……よし！　いい調子で回る！　来た来た来た来た来たっ！　達成値は[image: 105]だ！

一同：よおおおおおおおおおっし!!

ＧＭ：ち～～～～～～っ！　ロゼッタの回避は失敗。真神は───《リミットリリース》を使って回避する！

椿：こんなところで使うの!?

ＧＭ：ここで回避に成功すれば圧あつ倒とう的に有利になるからな！　……えいっ！




　机つくえの上を跳はねるダイス！

　そして───。




ＧＭ：40……50……60……ダメか、届とどかない！

イサム：よおし！　ダメージは90点！　装そう甲こうは無む視しだ！　オレの音で部屋ごと揺さぶってやる！

ＧＭ：90!?　ロゼッタは《アクアウィターエ》、真神が《魂たましいの錬れん成せい》を使って復ふつ活かつする！

狛江：よし！　切り札使わせた！

イサム：へへへ、役にたったな。

応理：最高だよ、サム。

ＧＭ：次は真神だ。腰こしを低く、剣けんを下げ段だんに構える。……《ライトスピード》から《一いつ閃せん》＋《獅し子し奮ふん迅じん》その他！　範はん囲い攻こう撃げきを二回撃うつ！

狛江：よし！　それは受けて立ってやる！　《孤こ独どくの魔ま眼がん》から《復ふく讐しゆうの刃やいば》で二回とも迎むかえ撃つ！　真神の正面に回りこむ！

ＧＭ：真神は低く言う。「そういえば、お前と一対一でやったことはなかったな」

狛江：（にやりと笑って）そうだね……。同じ施し設せつで育ったもの同士、腕うで比くらべをしようか！　……ここで真神にロイスを取る！

ＧＭ：真神がうなずくと同時に、その姿すがたがかき消える！




　剣けんと拳こぶしが咆ほう吼こうと共にうなりをあげる！




ＧＭ：最初の一発は達成値50、ダメージ47点！　下段から振ふり上げた剣が狛江を捕とらえる！

狛江：奥おく歯ばをかみしめて、剣を受けながら真神に正拳突づきを見み舞まう！　……ダメージは、うおすごい出目！　50点！

イサム：すごいカウンターが入った！（笑）

狛江：初めてあたしの間合いに入ったな、真神！　真神のタイタスを昇しよ華うかして復活！

ＧＭ：……こっちは《空うつ蟬せみ》でダメージを消す！　そして二発目！

狛江：じゃあもう一度同じコンボで反撃だ！　……受けて立つと言った！

ＧＭ：達成値74！　ダメージは66！　振り上げた剣を全力で振り下ろす！

狛江：達成値は46！　渾身の回し蹴りでダメージは26！　もうひとつ、都築京香へのロイスをタイタスに！　……まだだ！　ここで倒れたら、アイツに利用されっぱなしだ！

ＧＭ：残りＨＰ14点で真神は倒れない。「意地だけは一流だな。……お互たがいに」

狛江：その言葉に、にやりと笑う。

ＧＭ：そしてその後ろからロゼッタがさっきと同じ範囲攻撃を撃つ！「あらあら、ふたりの世界に入らないでよ？　こっちもいるんだから」

狛江：最後の《孤独の魔眼》！　このラウンドはあたしが守る！

ＧＭ：いい覚かく悟ごだ！　……達成値は32！

狛江：回かい避ひは失敗！

ＧＭ：ダメージは……40点！　見えない力場が狛江をねじる！

狛江：40点？　それならもしかしたら耐たえられるかも……。

隼人：え？

狛江：あたしのＨＰは18点。イサム！《波は紋もんの方ほう陣じん》を使って！　そしてあたしは《斥せき力りよく障しよう壁へき》を自分に！　ダイス目が期待値なら耐えられる！

イサム：成功すれば、タイタスひとつ分浮うく訳わけか。……よし！　14点軽減！

狛江：こっちは11点軽減！　やった！　残りＨＰ３で残った！

ＧＭ：「必死になって。かわいそうに」とロゼッタがクスクス笑う。

狛江：うるさい！　それでも耐えたんだ！　次はあたし。……ほんとにギリギリだな。三発目、行くぞ！　真神に攻撃！　Ｄロイスの伝でん承しよう者しや：白兵も使用！

ＧＭ：真神は剣を横にして、受けの構かまえを取る！

狛江：それを突とつ破ぱしてやる！　……達成値は65！

ＧＭ：ぐ！　こっちの達成値は55で失敗。

狛江：なら……、ダメージは69点！

ＧＭ：こちらは《ショックアブソーブ》を使用して、30点軽減するけれど───受けきれない。ＨＰ０だ。〝受け〟に成功していれば、残り１点だったのに！

隼人：うお！　あぶねえええええ！

狛江：剣の上から打撃を徹とおす！　……これがあたしの、全力の拳だ！

ＧＭ：真神がうめいてから、チッと舌した打うちをして。「……緒方より先に目をつけておけばよかったな」

狛江：……また会えてよかったよ。

ＧＭ：ほんの少しだけ笑えみを浮かべて、真神は何も言わずに消えていく。

イサム：これで……ふたり！




◆第３ラウンド




[image: ]




応理：あとひとりか。それならイサムが先手を取れるから……。

ＧＭ：おっと。ここでロゼッタは《時間凍とう結けつ》。先に行動するぞ。

隼人：あっ！　そんなものが！

ＧＭ：忘わすれていたな？　では一いつ瞬しゆん世界が灰はい色いろに染まり、その中をロゼッタのみが動く！　攻撃はさっきまでと同じ攻撃だ！

狛江：《時の棺ひつぎ》……。ダメだ、使うと帰って来れない。

応理：ボクはとにかくイサムをかばう。……そうすれば手はあるはずだ！

イサム：すまん……。

ＧＭ：「さあ、そろそろ終わりにしましょう？」……達たつ成せい値ちは46！

狛江：回避だけはする。……失敗。

応理：ボクもダメだ。

イサム：同じく。

ＧＭ：重力によって、キミたちの体が歪ゆがんでいく！　ダメージは34点だ！

応理：これが最後の《マグネットフォース》！　イサムをかばう！

イサム：応理くん！

狛江：あたしも───これで限げん界かい。ごめん。

イサム：狛江……。

応理：サム……、次で決めろよ？

ＧＭ：応理が倒たおれ、狛江が倒れた。最後に立っているのは、最年少のイサムだけ！

隼人：しかも、ここでイサムがはずせばまた向こうの攻こう撃げきか……。

イサム：大だい丈じよう夫ぶ！　これが最後の攻撃になる！　いや、してみせる！《マインドエンハンス》でクリティカルを下げて攻撃！

ＧＭ：《マインドエンハンス》か。限界が見えてきたな！

イサム：それでも、オレはオレにできることをする！　応理くんと狛江がオレを信じてくれたように、オレも隼人先せん輩ぱいと椿先輩を信じる！

ＧＭ：「相変わらず熱いわね。……笑わせてくれる」ロゼッタが挑ちよう発はつ的に笑う。

イサム：そのお前のクールさも、オレの音で煮にえたぎらせてやるぜ！　……達成値は36！

ＧＭ：回かい避ひは11個こでクリティカルは７。……えいっ！

狛江：……ダイス24で止まった！　回避失敗だ！

イサム：ダメージは……46点！

ＧＭ：…………ダメか。それでロゼッタも倒れるよ。

狛江：やった！

ＧＭ：音波の衝しよう撃げきを受け、ロゼッタが足あし下もとから消えていく。「……あなたに二回も倒されるなんて。腹はら立だたしいわ」

イサム：オレは指さして言うさ。……お前が何度やってもオレたちには勝てねえよ。




　悔くやしげな表ひよう情じようを残したまま───ロゼッタは消しよう滅めつした。




ＧＭ：戦せん闘とうは終しゆう了りようだ。……まさに死力をつくした一戦だったな。

イサム：なんとか、勝ったぞ～！

応理：いや、でも本当の戦いはこれからなんだ。

狛江：あたしは足を引きずりながら立ち上がって言う。




「行こう、応理、イサム。……ふたりが待ってる」




　傷きずついた体を支ささえ合い、三人は奥おくへと向かう。

　仲間が戦う、その場所へ向かって。






《絶対の恐怖》　その人の魂をつぶすような恐怖感を与えるソラリスのエフェクト。

《風の渡し手》　音を操って、声を多人数にはっきりと伝えるハヌマーンのエフェクト。

《アクアウィターエ》　蘇生薬を作りだし、死の淵から蘇るソラリスのエフェクト。

《神速の鼓動》　音の波に攻撃を乗せ、超広範囲に攻撃を広げるハヌマーンのエフェクト。

《黒星招来》　ブラックホールを造り出して攻撃を吸い込むバロールのエフェクト。










◆Climax 02◆世界の行ゆく方え


Scene Player ─── 高崎隼人






　緑の光に染そまったその部屋で、綾渕は静かに待っていた。

　中央には賢けん者じやの石が青い光を、そしてその周囲には無数の模も造ぞう品ひん───疑ぎ似じレネゲイドクリスタルが緑色の光をたたえている。




「……本当に、僕ぼくを止めに来たんだね」

　綾渕は、悲しそうに言葉を紡つむぐ。




ＧＭ：では次のシーン、クライマックス最後のシーンだ。

椿：全速力で綾渕さんのところに行きます。

隼人：応理たちの戦いを無む駄だにするわけには行かないからな。

ＧＭ：走ること数分、キミたちは研究室にたどり着く。……その部屋には一個の賢者の石、そして数え切れ無いほどの疑似レネゲイドクリスタルがガラスケースの中に浮ういている。

隼人：…………。

ＧＭ：その部屋の中央に綾渕が少し悲しそうな顔で立っている。「仲間を置いてきたのか。よくそこまでの決けつ断だんを……」

隼人：違ちがう。置いてきたんじゃない。……任まかせてきたんだ。

ＧＭ：「そこまでして、僕を止めたいのか？」

椿：（きっぱりとうなずいて）そうです。

ＧＭ：「僕は僕なりに理り解かいしてもらえるように努力したつもりなんだけど。……残念だ」

椿：……先生。

ＧＭ：「なんだい？」

椿：先生のこと、全部聞きました。……なんで先生がこんなことをしているか。どうして、先生がこんなことを始めたのか。

ＧＭ：綾渕はそれを聞いて、「喋しやべっちゃったの？」というニュアンスで隼人の方を見る（笑）。

狛江：おい！　ラスボスの威い厳げんはどうした、威厳は！（笑）

ＧＭ：こいつにそんなものはない（笑）。

応理：そう、だから怖こわいんだ（笑）。

隼人：では、綾渕にはこう答える。……椿にはそれを知る権けん利りがある。そうだろう？

ＧＭ：綾渕は少し困こまった様子で、「彼に話したことは本当だよ。……たぶん、疑うたがってはいないだろうけど」と椿に。

椿：だから……、今度は先生が私の言葉を聞いてください。

ＧＭ：黙だまって、ひとつうなずく。




　椿は息を吸すい込こむ。

　……みんなのおかげでここまで来た。

　後は───思いを受け取ってもらうだけ。




椿：先生……。私、オーヴァードになったことを後こう悔かいしていません。

ＧＭ：ぴくりと反はん応のうする。「……なぜ？　どうして、今キミはそう思えるんだい？」

椿：今が幸せだからです。みんなの日にち常じようのために戦い、大切な人がたくさんいる、この今が。

ＧＭ：「命をかけて各地を巡めぐり、そして感かん謝しやもされずに去ることが幸せだというのかい？」

椿：感謝なんかされなくても、人を護ったという事実が、今の私には誇ほこりに思えます。……感謝なんかされなくても、今の私には一いつ緒しよに笑ってくれる仲間がいます！

ＧＭ：「…………」

椿：だから、先生……。

ＧＭ：彼は首を横に振ふる。「それでも。……普ふ通つうに日の当たる場所に出て、日常を過すごす方がいいじゃないか。学校に行き、友達と過ごし、将しよう来らいを考える。その方が、いいじゃないか」
















隼人：違う！

ＧＭ：「隼人くん……？」

隼人：違うんだよ、綾渕さん。そんな都合のいい世界に逃にげても何も変わらないんだ。

椿：…………。

隼人：過か去こがあったから、苦しいことも楽しいこともあったから、俺おれたちは今ここにいる。……俺たちは各地でいろんな人に出会って、いろんなことを学んで、いろんな奴と戦って、そして成長したから今ここにいるんだ。

狛江：…………。

隼人：あんたの世界にはそれが無いんだよ、綾渕さん。

ＧＭ：「…………キミは今の姿すがたに、後悔はないのかい？」




　隼人は一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。

　過去の自分たちが闇やみの中を通り過ぎていく。




　牧村早人、〝ダインスレイフ〟、そして高崎隼人。

　それぞれに悩なやみ、答えを出してきた自分たち。




隼人：未練はある。……だが、後悔はない！

椿：私も同じです。先生。

ＧＭ：「…………」

椿：先生……。

ＧＭ：「苦しみを取り除のぞけば人は成長しない。……キミたちはそう言いたいのか」

隼人：……ああ。

ＧＭ：「僕には信じられない。変わっていく不ふ確たしかなものより、今手に入る日常の方を選んでしまう。……世界は今もレネゲイドウィルスの脅きよう威いにさらされているのだから」

椿：どうしても、ダメなんですか？

ＧＭ：「だから───証明してみせてくれ。キミたちが、どれだけ成長したのかを」綾渕がふたたびキミらを見る。そこには強い意い志しの光がある。

椿：…………。

ＧＭ：「そのために僕ができることは、こんなことぐらいだけど」そう言って、彼は《ワーディング》を張はる。キミたちに対する敵てき意いを含んだ《ワーディング》だ。

椿：───わかりました、先生。

隼人：ああ。

ＧＭ：彼は髪かみをかき上げて目を細める。「本当は戦いたくはない。……でも、キミたちの意志が見たいんだ」……さあ、最後の戦せん闘とうだ！




◆第１ラウンド

ＧＭ：敵は綾渕のみ。そしてセットアップで彼は《ヴァイタルアップ》を宣せん言げんする。
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隼人：こっちは《サポートデバイス》だ！　ネームプレートと写真を握にぎりこむ！

ＧＭ：先手はこっちからだな。綾渕は「……行くよ」と静かに宣言する。




　彼の声に応こたえて、部屋の中に雪が降ふり始める。

　それは見るものを吸い込むような、漆しつ黒こくの雪。




隼人：雪……？

ＧＭ：深しん々しんと雪が降り積もる。……《堕おちる絶ぜつ望ぼう》＋《コキュートス》その他で攻こう撃げき。達成値は41。〈回かい避ひ〉か〈意い志し〉で抵てい抗こうしてくれ。

イサム：ん？《堕ちる絶望》って？

椿：（苦り切った顔で）対象に衝しよう動どう判はん定ていをさせるソラリスのエフェクトです。

狛江：そんなエフェクトあるの!?

応理：なるほど、これが六宮支部を混乱させた力の正体か。

ＧＭ：その通り。……さあ、判定してもらおう！

隼人：……んー、失敗だ。

椿：31。惜おしかったけど、ダメ。

ＧＭ：では、黒い雪がふわりとキミたちの体をつきぬけていく。

椿：《崩くずれずの群むれ》で隼人をカバーリング───って、カバーリングできますか？

ＧＭ：今回はダメージロールが発生するエフェクトと組み合わせているので、できることにする。衝動判定も椿ひとりになる。ちなみにダメージは30点だ。

椿：じゃあ、カバーリング！　瞬しゆん間かん的に糸を展てん開かいして隼人をかばう！

隼人：すまん！

椿：……でも、ちょっとまずい。

隼人：なにがだ？

椿：カバーリングを成立させるためには、必ずふたりが同じエンゲージにいなきゃいけない。でも私は〝糸〟を出すのに時間がかかるから……。

隼人：う……！

ＧＭ：緊きん張ちよう感が増ましたふたりを綾渕が見る。「この力は、なるべく使わないようにしているんだ。……皆みな、人では無くなってしまうから」

応理：よく言ったものだね。……〝マスターマインド〟、か。

イサム：これは───全員で来たら全ぜん滅めつしてたな。

狛江：結局、このやり方で成功だったんだ。

椿：とりあえず、衝動判定は成功。でも侵しん蝕しよく率りつが……何もしないで[image: 125]％。

応理：厳きびしいな。

ＧＭ：「……辛つらいかい？　椿ちゃん」

椿：タイタスを昇しよ華うか、まっすぐに先生を見る。……辛いけど、あきらめません！

隼人：次は俺だな。……《インフィニティウェポン》！　写真とネームプレートを摑つかみ、両方融ゆう合ごうさせて黒い日本刀を作り出す！

椿：隼人、ちょっと聞いて。

隼人：何だ？

椿：これから先、私が隼人に対する攻撃すべてをかばう。

隼人：うお!?　そこまでするのか！

椿：カバーリングしても衝動判定で上がる侵蝕率は変わらないから。それにタイタスも。

隼人：だけどそんなことしたらお前、侵蝕率が……。

椿：うん、だから私はあんまり攻撃に力を入れられない。

隼人：だから、俺は攻撃に集中しろってことか？

椿：（黙だまってうなずく）

隼人：…………。

椿：…………。

隼人：わかった。なら、最初から全開で行くぜ！　黒い日本刀を構かまえなおす！

ＧＭ：「……〝ダインスレイフ〟か」

隼人：俺の力のひとつだ。

ＧＭ：「戦せん闘とう用よう人じん格かくも無しにそこまで制せい御ぎよできるのは、確たしかにキミだけだろう」

隼人：それは───仲間が過か去こを思い出させてくれたからだ！　ここで〝ダインスレイフ〟をロイスに取る！　……そしてコンボに《一いつ閃せん》＋《マシラのごとく》！　侵蝕率は[image: 148]％！

一同：ええええええええっ！　大丈夫か!?

隼人：大だい丈じよ夫ぶ、俺は生せい還かん者しや！　……達たつ成せい値ちは58だ！　大だい上じよう段だんから思いっきり振り下ろす！

ＧＭ：綾渕はそれを目で追って、ふっと左手を差し出す。……素す手でで受けを試みる！

隼人：なにっ!?

ＧＭ：達成値は36に修しゆう正せい値ちを足して47。……うーむ、ちょっと足りないか。剣けん速そくが上がった隼人の刀に左手が間に合わない！

一同：よし！

隼人：ダメージは55＋６Ｄ！　……85点だ！

ＧＭ：《氷雪の守しゆ護ご》で23点軽けい減げん！　ちっ、受けていれば半分くらいにはなったのに！

隼人：半分!?　防ぼう御ぎよ力りよくだけなら、真神以上かよ……。

イサム：本気で化け物だ。

ＧＭ：隼人の剣けん筋すじを黒い氷が埋うめていく。だが、その氷を打ち破やぶって刀が綾渕の体を捕とらえる！　「……強いね」

隼人：気合いが入ってるからな。

椿：相手が受け主体だとすると……、正直私の攻撃力だと厳きびしいかも。

狛江：相手は武ぶ器き使っているわけじゃないから、捕ほ縛ばくもあんまり意味がないし。

椿：…………やっぱり、この戦闘私はカバーリング専せん門もんでいく。だから、マイナーで〝糸〟を出して、メジャーで移い動どうして隼人たちとエンゲージ。終わり。

隼人：本気、なんだな？

椿：中ちゆう途と半はん端ぱな攻こう撃げきをすると侵蝕率が厳しいし、意味が無いから。

ＧＭ：すべての攻撃を受け止めるつもりか。

椿：（ちょっと笑って）私が防ぼう御ぎよに徹てつして隼人が攻撃。……それがいつもの戦い方でしょ？

隼人：はははははっ！　その通りだ！　こっから俺はすべてを攻撃にかける。それから、お前の横で戦ってやるってのは取り下げだ！

椿：……？

隼人：こっちから頼たのむぜ。……俺の横で戦ってくれ、椿！

椿：うん！

ＧＭ：「いいコンビだ。……お互いの役やく割わりをよくわかっている」




◆第２ラウンド
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ＧＭ：２ラウンド目のセットアップ！《極大消しよう滅めつ波は》を使用！　回避無しでダメージを与えるぞ！

一同：ええええええええええっ!?

隼人：そんな手まで持ってるのか！

椿：カバーリングが削けずられる……。

狛江：回かい避ひもできないし、かなり厳しいなあ。

ＧＭ：あたりを包む黒い雪が動きを変え、キミたちに吹ふき付けてくる！　ダメージは34点！

椿：《崩れずの群れ》！　隼人を守る！　そしてタイタスを昇華して蘇よみがえる！　……これで残りロイスが４個こ。侵しん蝕しよく率りつ的に考えて、あと二回カバーリングしたら立ち上がれない。

隼人：戦えるのは次のラウンドまで、か。……さすがに攻せめ手が厳しいな、綾渕さん！

ＧＭ：「手て加か減げんなんかしたら、意味がないからね」綾渕の顔は真しん剣けんそのものだ。

隼人：ふん……。

ＧＭ：さらに綾渕は右手をキミたちに向ける。ふたたび黒い雪が動き、キミたちを貫つらぬく！　さきほどと同じコンボで、……ぐあ、達成値が低い！　26！

椿：（拳を握って）回避成功！

隼人：く～～～～～っ！　すまん、こっち回避できなかった！

椿：まかせて！　またカバーリング！

ＧＭ：ダメージが……23点！

椿：やった！　ＨＰ２点で残った！

狛江：よし！　これでロイスが残る！

椿：衝しよう動どう判はん定ていが成功して、侵蝕率が───う！　15点上がった。

隼人：結局カバーリング二回は変わらずか。……いや、それで十分！

ＧＭ：「椿ちゃん、昔のキミは任にん務むが第一だった。人を護まもるなんて、考えてなかったね」

椿：……成長、したんです。

隼人：次は俺おれだ。椿は自分の仕事をしてる。俺は俺の役やく割わりを貫く！　《ライトスピード》！

ＧＭ：来たな！　今度はきっちり受ける！

隼人：まずは一発目……達成値46！

ＧＭ：……出目が44に修正値14を足して受けに成功！　この時点で《蒼あおき悪あく魔ま》の効こう果かで隼人に８点のダメージを与あたえる！

隼人：なんだと!?

ＧＭ：綾渕の左手が隼人の刀をそらす！　刀を伝って黒い氷が隼人の体を切り裂さく！

隼人：だが、俺はそのまま剣けんを振ふり抜ぬく！　……ダメージの出目はいい！　68点！

ＧＭ：《氷雪の守しゆ護ご》でダメージを30点軽減！　受けと合わせてほとんどダメージは無い！

隼人：だが二発目だ！　椿が護ってくれたおかげで、次のダメージを喰くらっても耐たえきれる！　……こっちが本命だ。侵蝕率も[image: 160]を越こえた！　達たつ成せい値ちは39！

ＧＭ：再び受け！　うお!?　低い！　36で失敗!?　神速の二刀目に綾渕が反はん応のうできない！

隼人：ダメージは55点！

ＧＭ：うわ！　ぴったりＨＰが０になった！　……ならば《燃もえる魂たましい》を使用！　切り裂さかれるのとほぼ同時に、黒い氷がその傷きずを覆おおい尽つくくす！

応理：ＨＰがＬＶ×10点で蘇るエフェクトか。まあ、40点はあると思うべきだね。

イサム：40かー。この防御力を相手にすると思うと大きいな。

隼人：これでも、仕し留とめられないか……。

ＧＭ：「まだ、まだだよ。……そちらに意い志しがあるように、こちらにも意地がある。それに」ほんの少しだけど、綾渕は笑って「これで終わりじゃ、キミもつまらないだろう？」

隼人：少し笑う。「つまらないってことはないが、これで終わりじゃ確たしかに寂さびしいな！」

椿：私の攻こう撃げきだけど……、ここで倒たおせれば次の綾渕さんの攻撃はこない。

狛江：あの防ぼう御ぎよ力りよくを突とつ破ぱできる？

椿：《螺ら旋せん撃げき》を使えば、受けはされない。……でも、40点はだせないかも。

応理：そうすると次のラウンドに綾渕の手番が回ってきて───。

イサム：また《堕おちる絶ぜつ望ぼう》が飛んでくるわけか。

一同：…………。

隼人：もう一回カバーリングできるんだったら、そのままでいい。……攻撃は任まかせておけよ。

椿：うん……。このまま行動は放ほう棄きします。




◆第３ラウンド

ＧＭ：では次のラウンドだ！
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狛江：（手をあげて）ＧＭ、我われ々われが登場するとしたらどのタイミング？

ＧＭ：さっき３ラウンドまでかかったから、４ラウンド目のセットアップに登場できるよ。

隼人：まさか、みんな登場するつもりなのか!?

椿：みんなもう侵しん蝕しよく率りつギリギリなのに！　登場しただけで戻もどれなくなってもおかしくない！

イサム：ま、そりゃそーなんすけどね。

応理：それでも、いざとなったら駆かけつけるさ。

狛江：《時の棺ひつぎ》も残ってるしね。攻撃できなくても、やれることはある！

ＧＭ：壮そう絶ぜつな覚かく悟ごだな……。

隼人：いや、それはダメだ！　全員で帰れなきゃ意味はないんだ！

椿：どっちにしても、私もこのラウンドまでしか戦えないから。……ここで決着を着ける。

ＧＭ：確かに。このラウンドで戦せん闘とうが終われば、応理たちの侵蝕率が上がることはないね。……倒せれば、の話だが。

隼人：……正直、《氷雪の守護》の防御力を突つき抜けるのはかなり厳しいからな。

椿：（侵蝕率を計算して）私は次の《堕ちる絶望》を受けた時点で侵蝕率が[image: 150]％を突破する。今の残りロイスが４個こだから……。

隼人：もうタイタスは使えねえな。ロイスが３個で[image: 150]％じゃ、ほぼジャーム化しちまう。

狛江：……結局は、隼人の次の攻撃で40点のダメージがだせるかどうかか。

ＧＭ：状じよう況きようの整理はできたね？　なら、こちらもさらに切り札を出そう！

イサム：まだあるのかよ!!

ＧＭ：マイナーで《氷の回かい廊ろう》を使って移い動どう！　雪の上を滑すべるように、綾渕が距きよ離りを取る！

隼人：むむっ!?

ＧＭ：そして、《コキュートス》＋《堕ちる絶望》＋《氷の戒いましめ》＋《眠ねむりの粉》その他で隼人を攻撃！　単体攻撃になるが、このラウンド中の移動を封ふうじつつ、目め眩まいを与あたえる！

隼人：《一いつ閃せん》を封じに来たのか！

ＧＭ：その通り！　そして椿がカバーリングしたとしても、このラウンド中彼女は移動できない。……これを繰くり返せば、次のラウンドから隼人はほぼ完封できる！

一同：うおおおおおおおおおっ!?

隼人：正真正しよう銘めい、このラウンド勝負ってことか！

ＧＭ：綾渕が拳こぶしを握にぎりこむと、周りの雪が隼人を中心に集まる！　……達成値は35！

隼人：回避は失敗。……というかクリティカルがしたダイスがひとつも無かったです！（笑）

ＧＭ：ある意味潔いさぎよい出目だな！（笑）

椿：それでも攻撃は私が止める！　メジャーアクションを消しよう費ひして、隼人をかばう！




　そして再び、椿が隼人の前に立つ。

　内なる衝しよう動どうを必死で抑おさえ、黒い雪を糸ではじき、自分の体を盾たてにして、隼人を護まもり続ける。




ＧＭ：ダメージは40点！　衝動判はん定ていと移動不ふ可か能のうの効こう果かとバッドステータスの目眩付きだ！

椿：（衝動判定の処しよ理りをして）やっぱり、これが限げん界かい。隼人に、後は……お願い。と言ってそのまま崩くずれます。

隼人：……ああ、任まかせろ！




　崩れていく椿の影かげから隼人が躍おどり出る。




　───すべてをこの一刀に！




ＧＭ：だが、《マシラのごとく》も《ライトスピード》も使い切った！　それでこちらの防ぼう御ぎよ力りよくを突とつ破ぱできるかな！

応理：外せば、戦せん闘とうに勝てたとしても誰だれかジャーム化するだろうね。

イサム：…………。

狛江：（大きくうなずいて）隼人なら大だい丈じよう夫ぶ。

椿：……信じてるから。

隼人：任せろ！　マイナーアクションで移動！　メジャーアクションでいつものコンボ！　これで侵蝕率は[image: 180]％！

狛江：前の記録を突破した！

ＧＭ：「最後まで自分のやり方に賭ける、か。……それがキミたちのやり方なんだね」隼人の気き迫はくを見て、綾渕が構かまえる！

隼人：それが俺おれと椿の、俺たちの信じる道だ！　……ここで椿のロイスをタイタスにして昇しよう華か！　クリティカル値ちを下げる！

応理：ここでタイタス!?　大丈夫か!?

隼人：椿がすべての攻こう撃げきを受け止めてくれたから、俺はまだひとつもタイタスを使っていない！　そして、ここで椿の思いも乗せて斬きる！

ＧＭ：よし、では命中判定からだ！　こちらは受けを試みるぞ！

隼人：まずここを突破しないと───達成値は55！

ＧＭ：……残念、48だ。隼人の剣けんが、綾渕の手よりも速く胴どうに食い込こむ！

一同：よおおおおおおおおおしっ！

隼人：俺のダメージは……６Ｄ＋32点。

ＧＭ：こちらは《氷雪の守しゆ護ご》で５Ｄのダメージを軽けい減げんする。

椿：１Ｄの差で、８点か……。

隼人：（キャラクターシートを確かく認にんして）ダメだ、これ以上使えるものはない。

応理：純じゆん粋すいなダイス目勝負ってことだね。

ＧＭ：（ダイスを握にぎって）面おも白しろい！　やっぱり最後はこうでなくちゃ！

隼人：じゃあ───行くぞ！




　同時にダイスを振ふる両者！

　そして、運命の行ゆく方えは───？




応理：（隼人の出目をみて）よし！　よし！　よし！

椿：隼人の出目はいい！

イサム：いや！　ＧＭの出目も結けつ構こういいぞ……？

隼人：ダメージは……出目が37！　合わせて69点！

ＧＭ：こっちは───26点軽減！

狛江：てことは……？

隼人：ダメージは43点！




　研究室内に、刃やいばと氷が激げき突とつする甲かん高だかい音が鳴り響ひびく。




　だが、それも一いつ瞬しゆんのこと。

　何よりも速く、何よりも鋭するどく、仲間の思いを乗せた刃はまっすぐに綾渕を切り裂さいた。




ＧＭ：……ダメか。その一撃で綾渕はがっくりと膝ひざをつく。

一同：やったああああああああああっ！

ＧＭ：氷の盾をも切り裂いて、隼人の剣が走る。……両手には確たしかな手て応ごたえがある。

隼人：力ちから一いつ杯ぱい振り切ってから、ゆっくりと俺は後ろを向く。……綾渕さん。

椿：先生……。

ＧＭ：彼は、キミたちを見てにこりと笑う。「……人は成長する、か。ありがとう、ふたりとも。僕ぼくは───一番大切なものを捨すてずにすみそうだよ」




　ぱきり、と音がする。

　綾渕の体が、傷きず口ぐちから徐じよ々じよに結けつ晶しようと変わっていく。




椿：先生。

ＧＭ：……綾渕は目だけで椿の方を見る。

椿：私は……これからもずっとみんなの日にち常じようを護まもっていきます。綾渕さんが昔、私にそうしてくれたように。

ＧＭ：綾渕は目を閉とじながらうなずく。「……本当に立りつ派ぱになったね、椿ちゃん」

椿：…………黙だまって、うなずきます。

隼人：俺も礼を言う。……ありがとう、綾渕さん。アンタのおかげで、俺たちはまた大切なものを見つけられた。

ＧＭ：「お礼を言うのはこちらの方だよ」と綾渕は首を振る。そして、「隼人くん、その子を頼たのむよ……」と微かすかにつぶやく。

隼人：……ああ。




　そして───世界の変へん革かくを願ったひとりの男は音もなく黒い雪の中へと倒たおれ伏ふした。




　その顔には安心しきった笑えみを浮うかべて。

　彼は、そのまぶたを閉じた。




「さよなら」




　その一言だけを遺のこして───。











ENDING PHASE






ＧＭ：では、エンディングに移うつりまーす！

狛江：よかったー！　帰ってきたー！

イサム：オレも危あぶなかった……。３倍振ふって最終侵しん蝕しよく率りつ97％だよ。

応理：冷や冷やだねー。

椿：私も３倍振りで帰ってきた。……全員３倍かな？

隼人：（おずおずと）あ、俺２倍振りだった……。

一同：なにいいいいいいいいいっ!!

狛江：だって隼人、一番侵蝕率高かったじゃん！

隼人：うん、12個こで帰ってくるとは思ってなかったんだけど。ダイス目良くてね（笑）。

椿：うわー……、期き待たい値ちなんか遥はるかに超こえちゃってる。

応理：最後の勢いきおいが良かったからかな（笑）。

ＧＭ：ま、とにかくみんな生せい還かんおめでとう！

一同：ありがと───！

ＧＭ：では、エンディングのシーンを演えん出しゆつしていこうか！







◆Ending 01◆それぞれの出発点


Scene Player ─── 玉野椿






　仲間たちが駆かけ込んで来たのは、綾渕を見送るのとほぼ同時だった。




　応理も、イサムも、狛江も。

　全員傷きずだらけで、ボロボロの顔をしていた。

　……もちろん、隼人と椿も。




ＧＭ：では、シーンはクライマックスの直後から。

狛江：あたしがドアを開ける。で、ふたりを見て。……勝ったか？

隼人：じゃあ親指を立てる。……ああ。そっちもボロボロだな。

狛江：同じく親指を立てて言う。楽勝だったよ。……ちなみに応理の頭に腕うでを乗せて、ふらふらしてるんだけど（笑）。

応理：で、ボクもふらふらしてるからバランスが取れない（笑）。

イサム：オレなんかギターが杖つえ代がわりだ（笑）。

ＧＭ：それでいいのか、ギターキッズ（笑）。

椿：でも、みんなが無事でよかった。

隼人：ほんとにな。




　傷だらけの五人は笑いあう。

　どこの記録にも残らない、誰の話にも伝わらない勝利だけど。

　確たしかに、ここには彼らの勝ち取った〝絆きずな〟があった。




隼人：さて、後はこの賢けん者じやの石を回かい収しゆうして、疑ぎ似じレネゲイドクリスタルを破は壊かいして終しゆう了りようだな。

椿：でも……、これで全部終わりじゃないんだよね。

狛江：え？

椿：〝タイム＆アゲイン〟の能のう力りよくは、ＦＨにデータとして残ってしまった。これを使って、またいつ事じ件けんが起きるかわからない。

隼人：大だい丈じよう夫ぶ。

椿：……？

隼人：言っただろ？　その時は俺が、何度でも止めに行くさ。




　隼人は力強くうなずく。その顔には、自信が満ち溢あふれていた。




応理：ボクは部屋の中心に目を向けて言うよ。……それが綾渕かい？

隼人：ああ。……俺が斬きった。

椿：…………。

応理：彼は───椿に対して罪ざい悪あく感を持っていたんだな。誇ほこりに思うべきだったのに。

隼人：大丈夫。最後はそう思っていたはずだ。

椿：それに、私は今でも綾渕さんのことを誇りに思ってます。……ロイスも残ってますから。

ＧＭ：では、そこに声がかかる。「戦せん闘とうは既すでに終わっているようだな」

隼人：……え？

ＧＭ：そこに現あらわれたのは、藤崎と───その肩かたを借りて歩いている霧谷が。

椿：霧谷さんっ!?

隼人：おい、こんなところまで来て大丈夫なのかよ。

ＧＭ：霧谷はだいぶやつれている。……普ふ通つうなら出歩くことなんてできない状態だ。隼人がそう言うと藤崎が「この男はどうしてもキミたちの元に来たいと言うので、連れてきた」

イサム：退院したばっかだろ？　無む茶ちやするなあ……。

応理：まあ、ＵＧＮの他の人間は使えないのもわかるけど。……待っていればいいのに。

ＧＭ：すると霧谷が、「私が倒たおれたことで起きた事じ件けんでもありますから。悠ゆう長ちようにしていたくはなかったんですよ。はっはっは」

イサム：ま、この人らしいな（笑）。

狛江：あたしどうでもいいけどな。……あ、退たい院いんしたの？　おめでとうございます（笑）。

隼人：投げやりだ（笑）。

椿：ちょっとほっとして言います。……霧谷さんの方こそ、無事でよかった。

ＧＭ：「ええ、あなたたちのおかげで」

隼人：まー、大変だったからな。

ＧＭ：「無事に終わって何よりです。残った問題に対しては、我々も力を尽くしますよ」

椿：ああ、知っている通りの霧谷さんだ……。

ＧＭ：そして、霧谷は隼人と椿にこう言う。「さて。……これからどうしますか？」

隼人：これから……？

椿：…………？

ＧＭ：彼はゆっくりとうなずいてこう続ける。




「あなたたちがＵＧＮに戻もどるか、それとも離はなれるか、ということですよ」




一同：ええええええええええええっ!?

椿：ど、どういうことですか？

隼人：まさか、またクビじゃあ……？

ＧＭ：霧谷は静かに言う。「高崎隼人くん、玉野椿さん。……あなたたちにもうＵＧＮは必要ありません。あなたたちはもう自分の責せき任にんで道を決め、自分の足で歩くことができます」

隼人：…………。

ＧＭ：「組そ織しきに属ぞくしているということは、メリットもデメリットも多い。……今回はそれがよくわかったと思います」

椿：……はい。

ＧＭ：「もちろん、組織で無ければできないようなことも多々あります。……ここにいる藤崎さんはそういった理由で組織に属しているひとりです」横にいる藤崎は、〝余よ計けいなことを言うな〟という目で見ている。

イサム：納なつ得とくできる理由だけどな（笑）。

ＧＭ：「決断はあなた方の自由です。あなた方の意い志しで、道を決めてください」

一同：…………。

隼人：…………どうするよ？

椿：どうするって……。




　この一年をふたりは思い出す。

　自じ己こと決別した日、運命に苦しむ少女を助けた時、過か去この過あやまちを受け入れた瞬間。

　辛つらい戦いだった。だが、そのたびに何かを得た。

　だから考える。未来の自分は、いったいどこにいるのだろうかと。




椿：…………隼人。

隼人：なんだ？

椿：私、やっぱりＵＧＮに帰るよ。……だって大切な人たちがいる場所だもの。

隼人：じゃあ、にやりと笑って手を差し伸のべる。……なら、これからもよろしくな。

椿：え？　隼人は外に出るんじゃないの？　いつもあれだけイヤがってたのに。

隼人：そうだな……。でも、誰だれかを護まもるために戦うＵＧＮのやり方はキライじゃないし、今回の件けんを放ほうっておくわけにもいかない。それから───。

椿：それから？

隼人：（いたずらっぽく笑って）ま、いろいろだ。




　差し伸べられた手を取って、椿は立ち上がる。

　もう後こう悔かいはしない。この道を選んだのは他ほかならぬ自分なのだから。




ＧＭ：その様子を見て、霧谷が言う。「わかりました。……ＵＧＮはふたりを歓かん迎げいしますよ」

椿：これからも、よろしくお願いします。

隼人：……俺おれもな。

ＧＭ：満足げにうなずいて、霧谷は次に狛江を見る。

狛江：お？

ＧＭ：「あなたはどうしますか？」

狛江：あたし？　まだまだ修しゆ行ぎようも足りないし、どっかに籠こもろうかなって思ってるけど。

ＧＭ：「ＵＧＮに来るという線はありませんか？　あなたなら歓迎しますよ」

狛江：う～ん。ちょっと悩なやむけど、手を振ふって軽く拒こばむ。……ガラじゃないよ。

ＧＭ：「それは残念」と霧谷は言うけど、それ以上の勧かん誘ゆうはしない。

狛江：あ、その後あたしは隼人と椿の方を向く。

隼人：ん？

狛江：まあ、その、なんだ。……ほら、今回あたしは手伝ってやったわけじゃないか。

隼人：またそんなことを！（笑）

椿：まあまあ、助かったのは確たしかだし（笑）。

狛江：それで……、ちょっとだけお礼が欲ほしいんだけど。

隼人：まさか、変な格かく闘とう技ぎ団だん体たいに入れってんじゃないよな？（笑）

狛江：いやいやいや！　それはまた今度！（笑）

椿：今度……？（笑）

狛江：で、隼人の胸むねポケットを指して。……それ、欲しい。

隼人：って、お前、これは……。

狛江：いや、それ自体じゃなくてさ。……その、あたし、みんなで写真撮とったこと無いんだ。

隼人：ああ、そういうことか。

狛江：前のセッションでも、集合写真にあたしだけいなかったし。そういう写真が欲しい。

イサム：じゃ、今撮ろうぜ！

椿：（自分の様子を見て）え？　こんなボロボロなのに？

応理：懸けん命めいに戦った証しよう拠こだろ？　誇ほこりこそすれ、隠かくすものじゃないさ。

隼人：でも、誰かカメラ持ってたっけ？

応理：あ、ボク持ってるよ。前にも使ったデジカメが。

イサム：誰が撮る？

応理：ボクが撮るよ。……ピーターパンは写真には写らないんだ。

イサム：いや、それはダメだ。あんたはこっちだ。みんなで写らなきゃ意味ないんだから。

応理：ん～、しょうがないな。……なら一回だけだぞ？

隼人：ま、タイマーでいいんじゃないか？

椿：そうね。……うん。

ＧＭ：では、応理が適てき当とうな台にカメラをセットする。

応理：いくぞー、みんな。




　───カシャリ！

　合成されたシャッター音が響ひびき、フラッシュが焚たかれる。

　画面には傷きずだらけのオーヴァードたちが寄より添そっている姿。




狛江：やった～～～～～。嬉うれしいなあ。

隼人：でも、ここじゃプリントアウトはできないな。

狛江：じゃあ、今度取りに来るよ。

椿：あ、私も欲しいな。

イサム：オレもオレも！

狛江：うんうん！　みんなにも持ってて欲しい！

隼人：また、大事なものが増ふえるな。

椿：いいことじゃない。

隼人：……まあな。

狛江：さて！　あたしは帯を締しめ直して、みんなに振ふり返る。

イサム：……お。

狛江：で、にかっと笑って言う。……それじゃ、またね！

隼人：ああ、またな。

椿：また今度ね。




　突つき抜ぬける青空のような笑えみを残して、狛江は勢いきおいよく出て行った。

　その心に、もう迷まよいはない。




応理：ではボクもそのまま扉とびらに歩いていくよ。

隼人：……またどっか行くのか？

応理：休みをもらうよ。またあちこち巡めぐりたいんだ。子こ供どもは大人になっちゃったからね。

椿：…………。

応理：あ、そうだ。と言って、三人の元へ戻もどる。……滅めつ多たに言わないからよく聞くように。

イサム：なんなんすか、一体。

応理：ボクはキミたちを誇りに思っているぞ。……背せ伸のびして三人の頭をぽんぽんと叩たたく。

隼人：…………こういう時だけ先生面づらするんだな。

応理：（胸むねを張はって）先生だからね。

椿：いろいろ、ありがとうございました。

応理：うん、椿も元気で。

イサム：またな、応理くん。

応理：ああ。……さよなら。




　そして、永遠の少年は旅だった。彼は日にち常じように戻ることはできない。

　だが、心を残すことはできる。その思いは、永えい遠えんの孤こ独どくから彼を護まもるだろう。




イサム：よ～し。

隼人：お前も行くのか？

イサム：もちろんっすよ。オレもふたりみたいに自分を見つめ直す旅に出ようと思うんだ。

ＧＭ：「それは却きやつ下かだ」

イサム：え？

隼人：今のは……？

ＧＭ：藤崎だよ。彼は続ける。「お前にはまだ訓練が必要だ」

イサム：いや、ちょっと！　なんでだよ!?

ＧＭ：「大体、中学生が旅に出るとはなにごとだ」（笑）

隼人：うわ！　正論だ！（笑）

応理：（しみじみしながら）こういう先生いるよなー。卒業式の日に初めて褒ほめてくれる系けいの先生。……いい先生なんだ、これが（笑）

イサム：ほら！　オレはさすらいのギタリストだし……！（笑）

ＧＭ：その言葉は聞かず、藤崎はどこかに電話をかける。

イサム：少し見聞を深めて……って聞けよ!?（笑）

ＧＭ：彼はすぐに携けい帯たいを閉とじて、「お前の支し部ぶに連れん絡らくを付けた。すぐ迎むかえをよこすそうだ」

イサム：でも、オレもっと修しゆ行ぎようして、もっと強くなってさ！　アイツを守れるようにならないと……。隼人先せん輩ぱいと椿先輩みたいにさ！　な、霧谷さんもそう思うだろ？

ＧＭ：「でも、キミはもう少し大人にならなければなりませんよ」霧谷は優やさしく言う（笑）。

狛江：言ってること藤崎と変わらない（笑）。

イサム：いや、だから！　できないことをできるようにしたくて修行するんであって、できるかできないかは……あれ？（笑）

隼人：自分でも何言っているかわかってないじゃないか！（笑）

ＧＭ：では、何か叫さけび続けるイサムの首根っこを藤崎がつかんで引きずっていく。「帰るぞ」

イサム：あああああああああああっ！　オレも旅に出たいよおおおおおおおおおっ！（笑）




　叫びと共に、イサムは消えていった。

　その後イサムがオーヴァードとして大成するかどうかは、また別の話である。




応理：い～いオチがついたなあ（笑）。

ＧＭ：二回旅立ちがつづいたからな（笑）。

イサム：三段だん目めは落とす。……基き本ほんだ（笑）。

隼人：じゃあ、ふたりになった椿と顔を見合わせて言う。




「じゃあ、帰ろうぜ」

　チルドレンの少年は、肩かたをすくめて言う。




「うん。……みんな待ってるしね」

　チルドレンの少女は、うなずいて歩き出す。




　そして───。
















◆Ending 02◆変へん貌ぼうした世界の中で


Scene Player ─── 高崎隼人






　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は同じように時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが人々の知らないところで、世界はすでに変貌していた───。




ＧＭ：あれから数週間後の深夜。キミたちはとあるビルの屋上に立っている。ふたりの携けい帯たい端たん末まつからは霧谷の声がする。

椿：はい、こちら〝シルクスパイダー〟。

隼人：あー、こちら〝ファルコンブレード〟。はいはい、聞こえてますよっと。




　それでも。

　変貌した世界の中で足あ搔がくものたちがいる。

　変貌した世界の中を走るものたちがいる。




ＧＭ：「逃とう亡ぼうしたジャームは裏うら通どおりを疾しつ走そうしています。表通りに出る前に捕ほ獲かくしてください。作戦コードはＢ─40で」眼がん下かの闇やみには、確たしかに人間以上のスピードで疾走する何かがいる。

椿：作戦コードＢ─40。了りよう解かいしました。

隼人：……やれやれ、めんどくせえなあ。




　彼らは日にち常じようと非ひ日にち常じようの狭はざ間まを歩き、陽ひだまりを求めるものたち。

　〝裏切り者ダブルクロス〟とさげすまれようとも、日常のために戦い続けるものたち。




椿：後ろを振ふり返って。……隼人、ホントに聞いてた？

隼人：ああ、聞いてた聞いてた。……で、何番だっけ？（笑）

椿：Ｂ─40！　Ｂ─40！　と耳を引っ張ぱって言う！

隼人：ああ、わかったわかったって！　……ほら、そんなことしてたからジャームが来たぜ。

ＧＭ：では、キミたちのいるビルの真下付近でジャームが他のＵＧＮのエージェントと交戦をはじめた。




　───高崎隼人、玉野椿。

　ふたりは新たな道を歩き出した。

　それは過か去こから繫つながり、未来へと延のびる彼らだけの道。




椿：走り出しながら言います。……大体なんで任にん務む中ちゆうにぼーっとしてるの？　信じられない。

隼人：そんなに気張ってたら、本番で疲つかれちまうだろ？

椿：悪いけど、私はこれが普ふ通つうなの。

隼人：へいへい、そうでしたね。……と言いながら、一枚まいの写真を───あの研究所で写した写真を取り出す。




　隼人の手の中で、傷きずだらけのオーヴァードが数人笑え顔がおを浮うかべていた。

　それはこの変貌した世界の中で、新たな、そして変わらない日常を手に入れた証あかし。




隼人：それを見て、にやりと笑う。

椿：……どうしたの、突とつ然ぜん。

隼人：いや、結局のところ世界を変えていくのは俺おれたち自身なんだよなーって思ってさ。

椿：……？

隼人：写真を見て思い出しただけだよ。

椿：（うなずいて）そうね。世界は変わってしまったけど、それを元に戻もどすのも、また違ちがう方向に変えていくのも、私たちみんなが選せん択たくすることだもの。

隼人：ま、そういうことだな。

　隼人は写真を強く握にぎる。写真は見る間に黒い刀身を持つ日本刀へと変化する。

　椿は右手に意い識しきを集中する。その右手から、強くしなやかな〝糸〟が生み出される。




ＧＭ：ＵＧＮエージェントたちが、一いつ斉せいにジャームから離はなれる。……キミたちの殺気を感じ、ジャームが襲おそいかかる！

隼人：ジャームに言うぜ！　……そっちにゃ悪いが、ここから先は進ませねえぞ！

椿：お前を───切り裂さいてやる！




　これは日常の裏側の戦い。日の当たらない、賞しよう賛さん無き戦い。

　だが、彼らは戦いを続ける。

　紛まぎれもなく、自分の意い志しでその道を選んだから。




　子供たちチルドレンは大人になり、羽ばたいていく。

　誰だれも知らない───この空の向こうへ。
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　人は変わります。

　変化する、ということはあらゆる可能性があるということ。

　その可能性をどんな方向に向けるのか。それを決めるのはその人次第です。

　そして、成長するということはその変化を乗り越えていくということです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　こんにちは、矢野俊策です。

　本書を手に取っていただきありがとうございます。




　本書はダブルクロス・リプレイ・オリジンシリーズの最終巻です。チルドレンふたりの成長に焦点を当ててきたこのシリーズ。最終巻でふたりはこのような答えを出しました。ここから先の彼らがどうなるかは、皆さんで想像していただければ幸いです。

　それでは、簡単ながらシナリオの解説を。今回は両シナリオ一度に解説しましょう。

　今回、シナリオを作るに当たってそれぞれのシナリオに以下の目標を決めました。




　シナリオ１は「最終セッションへの仕込み」。

　ラスボスである綾渕の演出に始まり、ＵＧＮの危機の演出、春日恭二による能力のコピーまで、とにかく仕込みのためにすべてのリソースを使いました。

　七緒を中核に据えることもそのひとつです。隼人に最初の設定を思い出させるための機能として、彼女を活用しました。




　シナリオ２は「チルドレンの成長を描く」。

　前巻のあとがきでも書きましたが、オリジンシリーズのテーマは「子供が大人になる」ことです。……では、大人になるとはどういうことでしょう？

　答えは色々あると思いますが、このシリーズではそれを「自分の責任で、自分の道を決められるようになること」と定義しました。

　それを描くのに必要不可欠なのが、隼人と椿が何らかの決断をするシーン。

　親代わりである敵、沈黙するＵＧＮなど、他に頼れない状況をこちらで作り出し、チルドレンふたりに決断を迫りました。通常のシナリオと違い、まず最初に敵ボスがすべての真相を明らかにするという難しい形式でしたが、プレイヤーたちの力でうまく進行させることができました。




　また、その決意を促すために大きな仕掛けをふたつ用意しました。




　ひとつは綾渕の論理です。

　綾渕の論理は、「最初に聞いた時には拒否感が強く、細かく考えると否定するかどうか迷う」というもの。大いに悩んでもらうため、最大限の工夫を凝らしました。狛江やイサムがこちらの予想通りの反応を返してくれたので、嬉しい限りでした。




　もうひとつは隼人、椿以外に参加するＰＣを彼ら三人にしたことです。

　ぼんくらーずと呼ばれたこの三人には実は意味がありました。チルドレン組が「自分の道を決める」という瞬間に、それぞれの別の角度からフォローを入れられるキャラクターを選んでいたのです。

　応理は不死者であり、道を歩ききった者として。狛江はＦＨの中でとまどう、同じく道に迷う者として。そしてイサムは隼人たちの後に続く者として。それぞれ会話をしてもらえれば、という意図でした。結果はご覧の通りです。




　なお、第二話冒頭にある狛江のワークス変更に関してですが、本文中のような処理の他、能力をそのままにワークス名だけ変化させる、キャラクターの作り直しなどの方法もあるでしょう。ワークス変更は基本的に推奨はしませんが、その方がキャラクターの描写がうまくいく場合、参考にしてください。ただし、その際にＧＭの許可は必ず得てください。




　さて、このシリーズはとにかく私のやりたいことを詰め込んで構成してきました。全八回のセッションはどれも面白く、私のＴＲＰＧ人生の中で忘れられないものになりそうです。

　そして、この面白さは私だけのものではありません。ＴＲＰＧを続けている限り、このリプレイ以上に面白く、感動的なセッションは必ずできます。もし、そのセッションにこの本がなんらかの影響を与えていれば、これ以上無い喜びです。




　最後に本シリーズに関わった方々、ダブルクロスを応援してくれる皆さんに感謝を。

　ありがとうございます。これからも、よろしくお願いいたします。





二〇〇六年七月十四日　矢野俊策
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